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序

邑久町は、岡山県南東部の瀬戸内海に面している人口約 2万人の町であ ります。

県下でも有数な穀倉地といわれる肥沃で広大な千町平野を中心に古代からの重要な

遺跡 。文化財も多 く残されてお り、邑久郡の中心的位置を占めてきました。本町で

は「文化のかお り高い町づ くり」のため、残された多 くの文化財を後世に継承してい

くとともに、町づ くりの核 として位置づけ、文化財保護行政を進めているところで

あります。

このなかで、史跡門田貝塚は、昭和 8年、地元の研究者である長瀬 薫氏により発

見され、貝塚から出土した弥生時代前期の土器は瀬戸内海沿岸地方の指標 とされ

「門田式」として命名され学術的に重要な遺跡として知られていました。さらに昭和

60年には、貝塚としては岡山県では 2番目となる国史跡に指定されるに至 りました。

このため、邑久町は史跡門田貝塚の活用を図るべ く、文化庁・岡山県の補助を受

け平成 4年度から 9年度までの 6ヶ 年にわた り環境整備事業を進め、このたび 「門

田貝塚史跡公園」 として郷上の歴史学習の場・町民の憩いの場として現代に甦 りま

した。

今後、「F]田貝塚史跡公園」が多 くの方々に愛され、広 く活用されることを切に希

望するところであります。

終わ りに、多年のあいだ、史跡門田貝塚の保存のためにご協力を賜 りました地権

者や地元関係者をはじめ、環境整備を実施するにあた りご指導 くださいました文化

庁、岡山県教育委員会、史跡門田貝塚史跡整備委員会、邑久町文化財録護委員会、そ

の他町内外の関係者の方々に厚 くお礼申し上げます。

平成10年 3月

史跡門田貝塚史跡整備委員会

委 員 長
邑 久 町 長

木 村 恵 昭



例

お く      おわ り

の環境整備事業報告書であ1.本書は、史跡・門田貝塚 (岡山県邑久郡邑久町尾張字門田220外 11筆 )

る。

2.本事業は、文化庁ならびに岡山県から国庫補助金 (史跡等保存整備 。一般)、 県費補助金の交付を

受け、邑久町が主体となり、平成 4年度から平成 9年度にわたって実施した。

3.本事業は、邑久町教育委員会が実施した。この間、史跡門田貝塚史跡整備委員会での審議を経

て、具体的な設計業務については、株式会社環境事業計画研究所に委託した。

4.本書の編集と執筆は、邑久町教育委員会社会教育課の馬場昌―が作成した原案に対して鎌木義昌

先生をはじめとする史跡門田貝塚史跡整備委員会の委員の方々の教示助言を得て作成された。整

備工事部分の図面については、設計監理受託者の株式会社環境事業計画研究所の協力を得た。ま

た、空中写真の撮影は、倉敷ラジヨンクラブ代表堀家純一氏によるもので、本書掲載にあたり快

く写真を提供していただいた。

5.保存整備事業を進める上で、遺構の復元を図るため平成 4年度確認調査を実施した。詳細な発掘

調査報告書は過去の調査分の資料も含め現在準備作業中であり、本報告書では復元遺構に係る概

略にとどめている。

6。 第 2図は国土地理院発行の 1/25,000地形図「西大寺」 。「備前瀬戸」に加筆したものである。

7.保存整備事業にかかる遺構確認調査の出土遺物、写真、実測図及び整備工事の設計図等は邑久町

教育委員会に一括保管している。

8.今回の環境整備事業を進めるにあた り、文化庁文化財保護部記念物課加藤允彦文化財調査官

(現 :奈良目立文化財研究所埋蔵文化財センター保存工学研究室長)、 文化庁文化財保護部記念

物課本中 真文化財調査官ならびに岡山県教育委員会の指導のもとに、後に述べる、史跡門田貝

塚史跡整備委員会委員各位から指導助言を得たほか、下の方々及び機関の協力を得ました。記し

て感謝申し述べます。 (敬称略)

秋山浩三、井上 弘、大久保徹也、大久保雅子、小郷利幸、岡本明郎、岡本寛久、亀田修一、

鎌木英子、小林博昭、草原孝央、葛原克人、渋谷泰彦、武田恭彰、田所 真、谷山雅彦、中野

雅美、中野倫太郎、正岡隆夫、村上幸雄、中山俊紀、仲井光代、堀家純一、福田正継、福本

明、森 宏之、山本悦世、山磨康平

愛知県清洲貝殻山貝塚資料館、岡山県古代吉備文化財センター、小浜市教育委員会、倉敷埋蔵

文化財センター、榊山建築設計事務所、生活パークオクヤマ本店、総社市教育委員会、千葉市

立加曽利貝塚博物館、津山市教育委員会、名古屋市見晴台考古資料館、パリノ・サーヴェイ株

式会社、東広島市教育委員会、福岡市教育委員会、】ヒ房町教育委員会、ゆめタウン邑久店

口
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下地処理状況 (東から)

調整モルタル打設状況 (東から)

練 り込み状況

表面遅延剤散布状況 (東から)

表面保護剤散布状況 (南から)

溝復元完成状況 (南から)

建築材搬入状況

表面焼き処理状況

周堤壁板

床面コンクリート打設状況 (南西から)

周堤壁板取付け状況 (南西から)

桁渡し状況 (南西から)

垂木の取 り付け状況 (南西から)

足場の仮設状況 (南西から)

エツリの取 り付け状況

茅すぐり状況

化粧茅が葺かれた状況 (北東から)

軒部分の茅葺き状況 (北東から)

平葺き状況 (南東から)

茅葺き道具 (カ ヤゴテ・軒打ち・針)

棟部分の茅葺き状況 (南東から)

置千木取 り付け状況 (南東から)

妻部分の茅刈り込み状況

平部分の茅刈 り込み状況

刈り込み道具 (ハサ ミ・ハサミ・ヌキ)

茅葺き職人のみなさん

自然土舗装表層工施工状況 (南東から)

自然土舗装表層工施工状況 (南東から)

擬石平板施工状況 (北西から)

カラー舗装施工状況 (南から)

排水管基礎砂埋戻し状況

排水工管布設状況

U型側濤施工状況 (西から)
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7 L型側濤施工状況 (南から)     8 L型 側濤施工状況 (南から)

図版26 1 給水管埋設床掘状況 (南から)    2 給水管埋設状況 (南から)

3 埋設テープ布設状況 (東から)    4 散水栓 BOX据付状況

5 散水栓完成状況 (南から)      6 水飲み自閉式水栓 (西から)

7 水飲み完成状況 (西から)

図版27 1 電線管埋設床掘状況         2 電線管埋設状況 (北から)

3 埋設テープ布設状況 (北から)    4 引込柱基礎

5 照明柱基礎             6 引込柱設置状況 (南から)

7 照明灯設置状況 (南東から)

図版28 1 木製ベンチ設置状況 (北から)

図版29 1 水飲み設置状況 (北西から)          ´

図版30 1 図面上でのレイアウト        2 版下フィルムのチェック

3 白磁陶板廃成            4 白磁陶板寸法チェック

5 イングレ転写紙貼込み        6 イングレ窯焼成

7 焼成後完成品            8 焼成後完成品

図版31 1 植栽枡完成状況 (北東から)     2 パーク堆肥施肥混入状況

3 ケヤキ植栽状況           4 植栽枡植栽完成状況 (北東から)

図版32 1 現地指導状況            2 T6貝 塚調査状況

3 T10調査状況 (南から)       4 調査作業員のみなさん

5 現地説明会状況 (西から)

図版33 1 調査区全景 (南西から)       2 調査区近景 (南から)

図版34 1 T6貝 塚断面 (東から)       2 貝塚断面近景

3 遺物出土状況

図版35 1 T4溝 1検出状況 (西から)     2 T5濤 1断面 (北東から)

3 T8溝 1断面 (南西から)

図版36 1 T10溝 2遺物出土状況 (南から)   2 T7濤 2断面 (北から)

3 T8溝 2断面 (南東から)

図版37 1 T3竪 穴住居 1検出状況 (北から)  2 T3竪 穴住居 1完掘状況 (北から)

3 T3竪 穴住居 1完掘状況 (西から)

図版38 1 整備竣工状況全景空中写真      2 整備竣工状況空中写真

(堀家純一氏撮影)           (堀 家純一氏撮影)

図版39 1 整備竣工状況全景 (南西から)    2 整備竣工状況全景 (西から)

図版40 1 竪穴住居・貝塚復元空中写真     2 竪穴住居・貝塚復元空中写真

(堀家純一氏撮影)           (堀 家純一氏撮影)

図版41 1 竪穴住居復元状況全景 (南西から)  2 竪穴住居復元状況全景 (南西から)

図版42 1 竪穴住居復元 外観 (南西から)   2 竪穴住居復元 外観 (南東から)

図版43 1 竪穴住居復元 内部         2 竪穴住居復元 内部

3 竪穴住居復元入口部分 (南西から)
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第 1節 史跡門田貝塚の位置と環境

位置 と環境 (第 1図 )

史跡門田貝塚は、岡山県邑久郡邑久町尾張字門田217番地外11筆に所在する。

本貝塚の所在する邑久町は、岡山県の南東部の県下三大河川の一つである吉井川下流の東岸に位置

する人口約 2万人の町である。町の東部は、片上湾日の布浜地区や和気郡日生町との境になる瀬戸内

海に浮かが邑久町最大の島である長島から西南西へ吉井川河日の岡山市と境となっている北島地区ま

で約20血にわたり、南北は、長船町と牛窓町の境の本庄地区で約 1血を測る東西に細長い町である。

邑久町の地形は、東部と西部で様相を異にしている。東部は、丘陵地が多く200m級 の山々が連な

り、長船町・備前市との町市境の丘陵が接し、南は、100m級の山々が瀬戸内海に面している。一方、

西部は、北と南の町境に100～ 200m級の丘陵が広がるものの中央部の大部分は、いわゆる「千町平

野」と呼ばれる、岡山県下でも有数の肥沃な沖積平野が広がっている。町の面積68.82� のうち、約

50%が山林で、農地は25%、 宅地は約 5%と なってぃる。

吉井川下流域東岸の沖積地は、縄文時代後期以降の吉井川の活発化した堆積作用により急速な低微

高地の形成によるものである。その沖積平野も山塊から派生した丘陵や独立丘陵によりいくつかの単

位平野として小地域に区分出来る。北から、北側に熊山、南側に西大平山から派生した丘陵部に挟ま

れた南北約500m、 東西約3.Okmの細長く延びた、長船町長船から備前市大内にかけての香登平野。吉

井川下流東岸平野の中央部に独立丘陵としてある甲山、桂山の北側までの南北約1.5km、 東西約3.0血

の長船町服部・土師・機上・牛文地区の長船平野。北を邑久町・長船町境の独立丘陵と南部を牛窓半

島から児島湾口に延びる丘陵地帯に囲まれた、邑久町中西部の東西約3.5km、 東西約5,0血に及び、小

単位平野の中で最大規模を測る千町平野の 3つの沖積平野に区分される。門田貝塚はこの千町平野の

中心部に所在する。

周辺の遺跡 (第 2図 )

史跡門田貝塚の所在する千町平野周辺部で最古の遺物とし

て、船原梶ケ端貝塚ωからナイフ形石器が出土してお り、背

後の低丘陵上に遺跡が想定されている。邑久町内では、才の

峠遺跡採集のナイフ形石器に次ぐ旧石器時代の遺物である。

近年、内陸低位部での旧石器時代の石器の出上が知られる

ようになり、西谷遺跡 (長船町西須恵)②、亀井戸廃寺 (備前

市佐山)0な ど、野営的な小規模遺跡の存在が確認されてい

る。

後氷期における世界的な気侯の温暖化に導かれ、縄文時代

早期に急速に現在の千町平野のほとんどに海水が入 り込み瀬

岡山県＼  jゝ F虚

第 1図 遺跡位置図 (黒九印)
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1 門田貝塚
2 熊山田散布地
3 福中堂山古墳群
4 大平山幸典寺廃寺
5 福山宮山古墳群
6 散布地
7 山根古墳
8 大山寺跡 ?
9 福元遺跡
10 峨城山古墳群
■ 峨城山 1号墓
12 甲山古墳群
13 国城遺跡

下笠加遺跡

南寺跡

熊山田遺跡
サアナ寺跡
サアナ貝塚

畑中遺跡

宮下貝塚

半田貝塚

半田散布地

半田前遺跡
品治遺跡

拝登遺跡

水南遺跡

歳森遺跡

堂免貝塚

百田遺跡

馬場崎遺跡

助三畑追跡

尾張城跡

潤徳追跡

仁生田遺跡

尾張廃寺

高砂山古墳群

真徳古墳

真徳貝嫁

扇の端貝塚

扇の端散布地

鳥博遺跡

船原梶ケ瑞貝塚
円張東貝塚

蔵が端貝塚

舟原古墳

古墳

宮ノ前貝塚

幸田木古墳
幸田木古墳 1号

猫の端古墳

大橋谷古墳
大橋貝塚

２７

２８

２９

３０

３‐

３２

３３

３４

３５

３６

３７

３８

３９

第 2図 門田貝塚と周辺遺跡分布図 (1/25,000)
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戸内海に続く海となっていく縄文海進が行われる。

縄文時代前期になると、海を挟み北に宮下貝塚、南に大橋貝塚が形成される。さらに、中期末から

後期初頭の山手貝塚、後期以前では真徳貝塚Ba)が形成されている。これらの只塚の内、大橋貝塚
④

は、前期から後期初めまで長期に亘って居住が継続されている。貝塚の広がりも面積にして約3,000

だと、吉井川東岸下流域で最大規模を測 り、当地域での中核的集落であったと考えられる。

晩期になると、助三畑遺跡や堂免貝塚から晩期突帯文土器片の出土に見られるように、瀬戸内海の

海水面の降下と旧吉井川の上砂の雄積により急激な陸化が進んでいき、しだいに微高地が形成され、

沖積地へ人々の生活の痕跡がみられはじめ弥生時代をむかえる。

弥生時代になると、旧吉井川の堆積作用により下笠加から仁生田にかけて細長く弧状の自然堤防が

形成される。この微高地は、中 。小の支流によりいくつかに分断されるが、全域が熊山田散布地とし

て連綿と前期以降集落が形成される。その中で中核的な集落として、史跡門田貝塚が存在する。数回

に及ぶ発掘調査により数条の大規模な濤や貝塚の存在が明らかにされた。また、弥生時代前期後半の

上器型式とされた「門田下層式」よりさらに古い前期前半の土器も出上し、集落の開始時期がさらに

古く遡ることが明らかになった。
60

熊山田散布地の所在する地域は、地理的立地の良さから近年各種開発に伴い発掘調査が行われ、畑

中遺跡
⑭・熊山田遺跡 (吉井川水利事業)。 歳森遺跡・堂免遺跡・熊山田遺跡 (小林石油)等で弥生時

代前期の遺構が検出されており、前期段階にすでに広範囲に集落が形成されていることが切らかにさ

れつつある。熊山田遺跡 (吉井川水利事業)では前期後半の舟形土羨から眉 。耳・鼻を立体的に表現

した人形土製品や微高地斜面の下層から前期から中期の土器に伴い木製鍬の未製品も出土し、初期農

耕社会を考える資料として注目される。
e9助三畑遺跡では、中期中葉の竪穴住居・掘立柱建物や大規

模な 4条の濤が検出され遺構密度も高い。00

中期中葉以降、微高地周辺部の水田の拡大と人口増に伴い遺跡の分布は、微高地上から千町平野を

望む丘陵上や丘陵裾部に拡大していく。これらの遺跡として真徳貝塚 。蔵が端貝塚
。円張東貝塚・船

原梶ケ端貝塚・扇ケ端貝塚等があり、いずれも小規模な貝塚を伴っている。弥生時代を通じて、当地

域は、安定した水稲耕作を生産力の基盤として、また後期後半以降、土器製塩も集落内で行われ、邑

久地域の中心地として古墳時代に発展する母胎となる。ただ、千町平野東側部分は、千町平野中央部

に自然堤防が形成され小河川の排水ができなくなり、中世段階まで後背湿地として取 り残されること

になる。

弥生時代の墓制については明らかでない点が多いが、沖積地の遺跡では、堂免遺跡から木棺小日溝

を持つ土羨墓に近接する円形周溝 (墓)乃ミ3基検出された。周溝は全周せず、 2基の墳墓の周溝を一

部共有するものや、周溝の一部が陸橋状になり切れているものがある。 1基から中央部に組合せ式の

木棺痕跡が検出されている。
はりまた、門田貝塚や助三畑遺跡からは壼と鉢を合わせた壷棺が出土 して

いる。丘陵部では下笠加の峨城山 1号墓から綾杉文・鋸歯文の施された特殊壷形土器が採集されてお

り、吉井川東岸では唯―の特殊壷を伴 う弥生墳丘墓として注目される。
°か

古墳時代の集落遺跡としては助三畑遺跡・門田只塚・堂免貝塚で弥生集落の延長上で溝や井戸が検

出されているが、 5世紀後半以降の集落変遷については明確でない。

千町平野周辺部では、平野を望む独立丘陵の頂部から尾根にかけて小規模な円 。方墳が群集して築

造されている。その中で、最古に属する遺物として福中地区の福中堂山古墳から無茎定角式銅鏃が 1
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点出土している。福中堂山丘陵上には小規模古墳が数十基築造されており、かつて堂山F号墳からは

銅鏃10点が出土したと伝えられておりこのF号墳からの 1点とも考えられる。福中堂山古墳出上の無

茎定角式銅鏃は、北へ約 4 kmの岡山市浦間に所在する吉備最古の前方後円墳と考えられている浦間茶

臼山古墳から出土したと伝えられる銅鏃と同拍品の可能性が高いという。
α°

千町平野北側の山手地区の標高135mの高砂山の山頂から南尾根にかけて約200基にのぼる低平な古

墳群が築造されており邑久町内でも有数の前半期の群集墳を形成している。内部主体は、箱式石棺や

小竪穴式石郭を主とし、副葬品として内行花文鏡 2面、変形四獣鏡 l面、捩文鏡 1面をはじめ玉類、

鉄器が出上している。

後半になると、邑久地域の前方後円墳築造系譜の最終段階となる 2基の前方後円墳が千町平野北東

の邑久町との境である長船町亀ケ原に築造される。 1基は金鶏塚古墳で明治27(1894)年 開墾により

墳形が大破され石室から画文帯神獣鏡 1面他が出上したと伝えられる。墳丘測量により墳長約35mの

前方後円墳で後円部から採集された埴輪から川西編年 V期で 6世紀前半と推定されている。もう1基

は約30m南に後円部を向け合う形で亀ケ原大塚古墳が築造されている。墳丘測量により墳長約40mの

前方後円墳で埋葬施設として前方部に古墳主軸に直交する全長約 7mの横穴式石室が築かれ、後円部

にも横穴式石室が推定されている。詳細な時期については不粥であるが概ね 6世紀後半と考えられ邑

久地域最後の前方後円墳で須恵器生産を掌握 。管理していた首長の墓と考えられている。
°°

小古墳群として、高砂山南斜面をはじめ豊原・福中地区の丘陵端部の斜面に横穴式石室を内部主外

とする小古墳が築造される。高砂山ではほとんどの声墳が無袖式
の横穴式石室で、多 くに須恵質の陶

棺が納められている。 6世紀後半～ 7世紀にかけての須恵器窯跡群の集中と重なり、長船町釜が原古

墳群と共に須恵器製作工人集団の墳墓と考えられる。

水落地区の水落古墳からは、畑の開墾中横穴式石室に納められた須恵質の切妻形陶棺が出土し、身

と蓋の妻部分に焼成前に「南」の文字が線刻されている。陶棺が小型化しており7世紀末頃のものと

考えられる。以上、邑久地域の首長墓の造営には特色ある分布と変遷が認められる。このことは、邑

久地域でも長船町沖積平野一帯と牛窓湾を望む海岸地域を中心とする二つの首長墓の展開である。こ

れらの二つの地域に取 り残された形で邑久町千町平野地域には前半期の前方後円墳が築造されていな

い。つまり、弥生時代以降の水稲耕作を生産力として邑久地域の中心地として発展して古墳時代を向

かえた地域に前方後円墳が築造されていない点である。これらの古墳時代の勢力は、千町
。長船平野

を中心とした沖積平野での農業生産力と牛窓湾地域の臨海性の塩生産及び海上交通権ないし海運力を

基盤として築造されたものであり、古墳築造にあたり邑久地域の複雑な歴史的展開の一環を示してい

るようである。

また、 7世紀以降邑久郡地域で特筆すべき遺構として、恵まれた陶土と蒔材を背景に約■0基 もの

須恵器生産遺跡である邑久古窯址群の存在である。邑久古窯址群の開始は、現在確認されている長船

町木鍋山 1号窯は°の 6世紀中葉から牛窓町寒風窯址
90の 7世紀～ 8世紀初頭をピークとして■世紀頃

まで存続する。窯では須恵器だけでなく陶棺
。鳥尾・瓦も生産されている。千町平野周辺では、本庄

地区の横尾 1・ 2号窯が存在し邑久古窯址群で最も南東に位置する窯址である。

奈良時代、尾張地域は『和名抄』『続日本紀』によると律令体制下で備前国邑久郡の中心地である尾

張郷に属し、門田遺跡から大規模な掘立柱建物の一部と見られる柱穴群の検出や円面硯や須恵器、緑

釉陶器の出土から同地に官衡的な施設の存在が想定されている。
OD寺院として、山田庄半田地区の緩
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やかな丘陵南斜面平坦部に尾張 (半田)廃寺が想定されている。は0ただし推定地での伽藍配置について

不明である。周辺部から長瀬 薫氏により採取された軒平瓦の中に、本薬師寺や平城薬師寺の軒平瓦

と同氾瓦である痛行唐草文があり、藤原官造瓦用として本薬師寺の造瓦組織の一部が解体され大和以

外の地に瓦製作依頼が行われ、当地での瓦生産の可能性も想定されている。
Q0

千町平野地域で現在まで遺構が明らかに残っているものに条里制遺構がある。平野南部を流走する

千町川周辺部を除きほぼ全域に条里地割 りが残存している。当地の坪割 りは「縦行き連続式」で左下

を起点として上へ荻える。条里地割の時期については、考古学的調査が行われていなく不明である

が、比較的陸地化が早かった尾張地域を中心に施行され、周辺部にあたったは中世段階までに開墾さ

れたものと考えられる。

中世になると、建久 4(■93)年、備前国は東大寺再建の造営国料となり、中世を通じ南都勢力の

荘園が数多 く存在している。尾張地域は、「尾張保」として京都加茂別雷神社領となる。北約 5血に

は、正安元 (1229)年成立の『一遍上人絵伝』に描かれた「福岡の市」で有名な福岡や、南西約 5血

には、吉井川の河口右岸に中世からの金岡庄の湊町、西大寺観音院の問前町として商工業の発展した

金岡・西大寺地区に近い。このことにより、当地は、山陽道にも近 く陸上交通や瀬戸内海沿いの海上

交通や舟運による物資集散地近 くの要所としての地理的要因と肥沃な千町平野を農業基盤として、集

落の安定が見られる。このことは、門田遺跡、堂免遺跡、助三畑遺跡、熊山田遺跡等で青磁 。白磁・

瓦器の出土が知られる。特に助三畑遺跡の井戸から多量の吉備系土師質土器・備前焼・亀山焼の在地

上器と共に畿内系土師器、東播系須恵質土器、和泉産瓦器、常滑焼の他青磁・白磁の貿易陶磁器、さ

らに、土器と共に養和元 (■81)年の紀年銘題義の共伴から中世の商品の流通交易関係や中世土器の

併行関係を知る基礎資料となるものである。
い212り

議

(1)平井泰男  「熊山田散布地ほか」『岡山県埋蔵文化財発掘調査報告』68 岡山県教育委員会 1988

(2)福田正継  『西谷遺跡』 長船町教育委員会 1985

(3)田代健二  『亀井戸廃寺確認調査報告』 備前市教育委員会 1984

(4)岡本寛久  『大橋貝塚発掘調査報告書』 邑久町教育委員会 1979

(5)近藤義郎  「F弓 田貝塚」『岡山県史』第18巻考古資料 岡山県 1986

(6)岡田 博  「F]田貝塚」『岡山県埋蔵文化財発掘調査報告』55 岡山県教育委員会 1983

(7)平井泰男 。光永真―  「畑中遺跡確認調査報告」『岡山県埋蔵文化財報告』12 岡山県教育委員会 1982

(8)福田正継  瞭量山田遺跡」『岡山県埋蔵文化財報告』14 岡山県教育委員会 1984

(9)『吉井川農業水利事業邑久用水路工事に伴う熊山田遺跡発掘調査実績報告書』 吉井川農業水利事業邑久

用水工事に伴 う埋蔵文化財発掘調査委員会 1984

(10)『助三畑遺跡発掘調査現場説明会資料』 邑久町教育委員会 1982

(11)『堂免貝塚現地説明会資料』 邑久町役場庁舎新築工事に伴う埋蔵文化財発掘調査委員会 1984

(12)邑久町立郷土資料館に保管

(13)宇垣匡雅  「吉備の前期古墳―浦間茶臼山古墳の測量調査―」『古代吉備』第 9集 古代吉備研究会

1987

(14)平井 勝・宇垣匡雅  「岡山県長船町亀ケ原所在の前方後円墳―亀ケ原大塚古墳と金鶏塚古墳一『古代吉

備』 第12集 古代吉備研究会 1990
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(15)江見正己

(16)山磨康平

(17)岡 田 博

(18)永山卯三郎

(19)山崎信二

化財論叢 I』

(20)馬場昌一

(21)馬場昌一

(22)橋本久和

第 1節 史跡門田貝塚の位置と環境

「木鍋山一号窯」『岡山県史考古資料』 山陽新聞社 1986
「寒風古窯址群」『岡山県埋蔵文化財発掘調査報告』27 岡山県教育委員会 1978

「官衝J『吉備の考古学的研究』 (下) 山陽新聞社 1992

『岡山県通史』上編 岡山県通史刊行会 1930
「藤原宮瓦と藤原官の時期の各地の造瓦」 奈良国立文化財研究所創立40周年記念論文集『文

同朋舎出版 1995

「岡山県助三畑遺跡出上の陶磁器」『貿易陶磁研究』配 4 日本貿易陶磁研究会 1988
「岡山県助三畑遺跡出土資料」『第11回研究集会報告資料』 日本中世土器研究会 1992
「吉井川河回出土の大和型瓦器椀」『中世土器研究82号』 中世土器研究会 1996

図版 2 門田貝塚周辺航空写真 (昭和38年頃)
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第 2節 環境整備に至る経過

門田貝塚の発見

門田貝塚の発見は、邑久郡内を中心に考古学の研究活動を行った旧邑久考古館長長瀬 薫氏 (明治

26年 5月 8日 ～昭和45年 2月 14日 )が残された原稿によると、Q〕 昭和 5(1930)年 4月 に初めて長瀬

氏により試掘 (第 1次調査)される。しかし、まだこの時点では貝塚は確認されていなく、遺跡が貝

塚であるか、また、土地に降った雨水がただちに乾燥することから窯跡とも考えていたようであるが

性格については不明であった。その後、昭和 8(1983)年 6月 に試掘調査 (第 2次調査)が行われ

た。この時、遺跡を弥生時代の貝塚として確認し、小字名の「門田」から門田貝塚と命名される。

門田貝塚の調査経過

門田貝塚の発見以降、長瀬 薫氏は、昭和 9(1934)年 2月 、邑久村の農業倉庫建築で貝塚を発見

し、水原岩太郎氏と共に大発掘 (第 3次調査)を行う。出上した土器 。石器・骨角器・動物遺存体は

2千点にも及びその資料報告が行われた。0翌年の昭和10(1935)年 5月 、さらに発掘を行う。(第 4次

調査)④ これらの調査により得られた資料は、昭和11(1936)年 1月 24日 に開設された岡山県最初の考

古館である邑久考古館の基礎となった。
0昭
和25(1950)年 3月 9日 ～ 4月 29日 、長瀬 薫・川崎 務

両氏は、貝塚の中心地を南北約22m、 東西約16m、 約380だを測る部分の発掘 (第 5次調査)を行な

い、彩しい弥生土器と共に石器・骨角器・動物遺存外が出上した。弥生土器底部の糎圧痕から弥生土

器は農耕文化という常識を実証すると共に多量の動物遺存体の出土から秀生時代に痛いても農耕と共

に狩猟・漁労が盛んに行われていたことを証明した。

昭和25(1950)年 4月 12日、 ミシガン大学日本研究所 リチャード.K.ビ アズリイ氏により貝塚部

分の小発掘が行われた。

昭和25(1950)年 4月 16日、鎌木義昌氏は、岡山県学生考古学会員と共に長瀬 。川崎両氏の調査区

一画の貝塚部分を発掘し、貝層の層位的な観察により甕のヘラ描き沈線文と櫛描文の時期差を示すも

のとして弥生前期後半の土器を門田 (下層)式と弥生中期初頭の上器を門田上層式として呼称の識別

を行った。
Cヤ→

昭和37(1962)年 3月 22日 ～30日 、弥生前期に属する貝塚と居住地区との関係を明らかにするため

邑久町教育委員会主催、長瀬 薫氏・近藤義郎氏調査担当による第 1次調査にひきつづき、昭和41

(1966)年 3月 8日 ～13日 、岡山県教育委員会主催、近諜義郎氏調査担当による第 2次調査が行わ

れ、貝塚の形成状況、ピット群などが明らかにされた。貝塚は、幅 4ないし5mで断面がU字形を呈

する濤を埋めて堆積・形成されたもので、貝塚の厚さは中心部で約 lm強を測 り、貝層直下の粘土層

から貝層直上まで、多量の弥生時代前期遺物を包合する。貝層は二条の赤褐色土層により大きく三分

されていることが確認された。貝塚により埋められた濤の性格については限られた調査区のため人工

的開削か自然河道の残存であるかは意見が分かれた
°・°

昭和57(1982)年 5月 10日～ 8月 12日 ・11月 24日 ～12月 16日、周辺部の宅地化が進んでくるなか、

岡山県教育委員会により将来の遺跡の保護保存を図るために遺跡の範囲確認調査が行われた。その結

果、弥生時代から鎌倉時代にかけての遺構が検出された。弥生時代前期では、すでに確認されている

大濤のほかに同規模の嵩がほかに教条存在することや、弥生時代前期後半の上器型式とされた「門田
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下層式」 よりさらに古い前期前半の上器も出上 し、集落の開始時期がさらに古 く遡ることが明らかに

なった。さらに、奈良・平安時代の掘立柱建物群の一部が確認され、円面硯や緑釉陶器の出土と共に

古代の役所の存在が切らかとなった。
9・り

ヨ

(1)長瀬 薫  『邑久考古館の創設から今日まで』 1960

(2)長瀬 薫  『邑久考古館の設立』 1967

(3)長瀬 薫  「岡山縣邑久郡邑久村門田貝塚附邑久郡貝塚地名表」『考古学論叢』第 4輯 1937

(4)長瀬 薫  「邑久郡の貝塚と古墳に及ぶ」『吉備考古』第32号 吉備考古会 1937

(5)邑久考古館は、邑久町山手に生まれた長瀬 薫氏 (明治26年 5月 8日 ～昭和45年 2月 14日 )が邑久郡を中

心に研究活動を行い、門田只塚、高砂山古墳群などの数多くの遺跡の発見や遺物の収集につとめ、昭和11

(1986)年 1月 24日 、洋服業のかたわら、邑久町公設市場の階上に、問田貝塚の出土品を中心に採集品約

2,000点を展示した、岡山県最初の私設の考古館である。昭和41(1966)年 10月 8日 、邑久考古館開設30周

年を機に収蔵品約28,000点 をすべてを邑久町に寄贈し、長瀬 薫氏は、町立邑久考古館長として協力者の

川崎 務氏と共に岡山県考古学会に重きをなした。邑久考古館は開館以来 5度の移転が行われ、昭和58

(1983)年 11月 1日 、旧邑久中学校校舎を改装した邑久町立郷土資料館が開館され邑久考古館の資料は、

考古資料室へ受け継がれている。

(6)鎌木義昌  「F]田貝塚の文化遺物について」『吉備考古』第84号 吉備考古学会 1952

(7)鎌木義昌  「各地域の弥生式土器 。中国J『 日本考古学講座』 4 1955

(8)鎌木義昌  「岡山県邑久郡門田遺跡」『日本考古学年報』 3(昭和25年度)日 本考古学協会 1955

(9)近藤義郎  「岡山県邑久郡門田貝塚J『 日本考古学年報』19(昭和41年度)日 本考古学協会 1971

(10)近藤義郎  「F]田貝塚」『岡山県史』第18巻考古資料 岡山県 1986

(11)岡 田 博  「F]田貝塚J『岡山県埋蔵文化財発掘調査報告』55 岡山県教育委員会 1983

(12)岡 田 博  「官衡」『吉備の考古学的研究』 (上)山陽新聞社 1992

図版 4 邑久考古館内部 (昭和33年 )図版 3 長瀬 薫氏
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史跡指定

昭和57(1982)年 までの発掘調査の結果、ハイガイを中心とする貝塚から石器・骨角器などと共に

出土する土器は、「F]田 (下層)式」として瀬戸内海沿岸における弥生時代前期後半の代表的型式とさ

れた。また、遺跡は、斎生時代前期から鎌倉時代にかけて保存状態が極めて良好な複合遺跡であるこ

とが確認された。しかし、近年門田貝塚周辺部は、赤穂線邑久駅や主要県道に近く、大形店舗や宅地

造成さらに交通網の整備に伴う開発が迫 り、極めて保存が良好な複合遺跡である門田貝塚の早急な保

護保存が望まれてきた。

指定申請範囲については、文化庁との協議の上、住宅部分に挟まれ後世、水田として利用するため

地下げが行われていない貝塚中心地、5,219どの12筆 (地権者 9名 )と し、昭和59(1984)年 7月 16

日、門田貝塚史跡指定説明会を開催し、土地所有者に対して史跡指定についての同意を求めた。その

後、研究者・地権者・地元の方々の深い理解と協力が実 り、 8月 24日 、地権者 9名全員の同意を得

た。昭和59(1984)年 8月 28日 付けで、邑久町は、文部大臣森 喜朗宛に史跡名称天然記念物指定申
を行った。昭和59(1984)年 10月 26日 付けで、国の文化財保護審議会 (小林行雄会長)は、門田貝塚

を史跡に指定にする旨、文部大臣に答申した。その後、昭和60(1985)年 3月 6日付けで、文部省告

示第29号で門田貝塚の史跡指定が官報告示され、同日付け庁保記第25の 7号により土地所有者宛に文

部大臣松永 光から門田貝塚の史跡指定が通知された。岡山県下での貝塚の史跡指定は、笠岡市西大

島の津雲貝塚についで二例日となった。

1(1)名  称
鬱)所在地及び地域

2(1)指定理由

ア 基 準

イ 説 明

庁保記第25の 7号

秋山昌子ほか 8名

文化財保護法 (昭和25年法律第214号)第69号第 1項の規定によ
り、下記 1の記念物を下記 2に よって史跡に指定します。

昭和60年 3月 6日

似)官報告示

文部大臣 松 永   光
記

門田貝塚

別添のとおり

特別史跡名称名勝天然記念物び史跡

名称名勝天然記念物指定基準

史跡 1(貝塚)に よる。
門田貝塚は、岡山県東部を流れる吉

井川下流域平野部の自然堤防上に立地

する弥生時代前期から鎌倉時代まで続

く大規模な夜合遺跡である。発見され

た遺構や遺物は、各時代の人々の生活

を復元する重要な手掛かりとなるもの

であり、特に著名な弥生時代の貝塚を

伴う貴重な集落遺跡である。よって史

跡に指定して保存を図るものである。

昭和60年 3月 6日 付け文部省告示第

29ナ計
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記
念
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。

昭
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三
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文
部
大
臣
　
松
　
永ヽ
　
　
　
光

門
田
貝
塚

名
　
称

岡
山
県
邑
久
郡
邑
久
町
尾
張
字
門
田

同
　
　
字
樋
口

同
　
　
字
西
畑
田

所

在

地

二

一
七
番
、
三
二
〇
番
、
三
二

一
番
、

三

一
八
番
、
三
一
九
番
、
三
二
二
番
、

二
一
六
番
ノ

一
、
二

三
ハ
番
ノ
二

三
二
四
番
、
三
二
七
番

一
三

二
番
、
三
一
一五
番
ノ
二

地

域

図版 5 門田貝塚航空写真 (昭和57年 )

門田貝塚史跡指定地一覧 :岡山県邑久郡邑久町尾張

字名 番地 地  目 指定面積 字名・番地 地  目 指定面積

F][日 217 雑種地 62∬ 樋口219 畑 180だ

F弓 [日 220 田 512だ 樋口222 畑 196 ∬

F][日 221 田 865 だ 樋 口223 畑 330 1置

F][日 224 畑 511だ 樋口225-2 畑 394 だ

F][日 227 畑 512 ピ 西畑田216-1 田 1,825 だ

樋口218 畑 249 だ 西畑田216-2 畑 83 r置

計合 5,219�
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第 2節 環境整備に至る経過

史跡 の土地公有化

昭和60(1985)年 3月 6日 の目指定により門田貝塚の保存が図られるようになったが、門田貝塚の

位置する尾張地区は、官公庁、各種店舗の密集する邑久町の中心部にあたり、門田貝塚の西約400mに

ある邑久駅を中心に宅地造成が急速に進み、大型スーパーや各種店舗の進出も著しく市街化が進んで

いる。特に瀬戸大橋の開通を迎え (昭和63(1988)年完成)開発は年毎に増加の傾向にあり今後も進

むものと推察された。こうした情勢の中にあって、地権者が宅地として造成し居宅も建築する意向を

もっていたが史跡指定のため、保留を要請し現在に至っているところや、スーパーが指定前に借 り受

け駐車場として埋め立て整地に入る直前、指定のため造成を中止させているところでは、宅地造成や

駐車場設置許可を強く求めてきていた。また、農地として利用している地権者からも早急に買い上げ

て欲しいという意向が極めて強く、地権者一様に買い上げの意向はもっていた。

さらに、邑久町としても町の玄関日ともいえる邑久駅前の整備計画を樹立しており駅前に位置し極

めて保存が良好な門田貝塚を早急に公有化して整備し、これからの保護保存と公開を図りたいと考え

ていた。このため、邑久駅前の開発が年毎に進むにつれ、昭和62(1987)年度指定地の土地鑑定評価

を不動産鑑定事務所に委託した。それによると、地価は県の標準地地価公示価格の尾張地区の評価地

によれば、昭和52(1977)年 と10年後の昭和62(1987)年 と比べ約50%の上昇をみていた。

以上のような状況の中、邑久町は、門田貝塚の土地公有化 (先行取得)について昭和63(1988)年

度事業として実施するため計画書を作成し昭和62(1987)年 12月 21日 に岡山県教育委員会へ提出し

た。

昭和63(1988)年 4月 21日 、文化庁において昭和68年度史跡等先行取得事業計画事情聴取が行わ

れ、その後、「事前確認書を提出するように」との指示を受け、昭和63年 8月 22日付けで文化庁長官宛

に史跡等土地先行取得償還事前確認申請書を提出した。その結果、昭和68年 9月 16日付け、委保第34

号で史跡門田貝塚に対する史跡地の先行取得事前確認の通知が、文化庁長官植木 浩からあり、史跡

指定地公有化事業の補助事業が採択された。

昭和68年 12月 8日、土地所有者と土地買い上げに伴 う説明会を地元公会堂で開催した。その後個別

交渉を行い、12月 23日 、邑久町所有地を除 く8名 の土地所有者と土地売買契約を締結 し、平成元

(1989)年 2月 28日 、買収地の邑久町への所有権移転が行われた。

その後、平成元 (1989)年 5月 26日 付けで昭和63年度史跡等土地先行取得実績報告書を文化庁長官

宛に提出した。

補 助 事 業 名 史跡 門田貝塚史跡等買上げ (先行取得償還)

補  助  率 80%

土地取得金額 126,000,000円

資金調達実績

借入年月日 平成元年 5月 10日 借 入 先 株式会社中国銀行

借 入 額 126,000,000円 オU 率 5,063り

`
償 還 方 法 半年賦元金均等払 。2年間据置 8年間償還

この史跡等買上げ (先行取得償還)事業は、平成元年度から平成10年度まで実施されている。
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第 1章 はじめに

門田貝塚史跡公有地一覧 :岡山県邑久郡邑久町尾張

字名 。番地 地 目 指定面積 字名・番地 地  目 指定面積

F][ヨ 220 田 512 m 樋口222 畑 196 ∬

F]E日 221 田 365 だ 樋口223 畑 330 M

F][日 224 畑 511∬ 樋口225-2 畑 394 ∬

F]E日 227 畑 512 ピ 西畑田216-1 田 825 だ

樋口218 畑 249 ど 西畑田216-2 畑 83 だ

樋口219 畑 180 だ 合 計 5,157 ピ

|   1史 跡指定範囲

公有化対象範囲

/

第 4図 史跡指定範囲 。公有化図 (1/1,000)
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第 1節 整備基本計画策定の経過

第 2章 整備基本計画・基本設計

第 1節 整備基本計画策定の経過

史跡門田貝塚環境整備基本計画・基本設計の策定

史跡地の公有化が進む中で、邑久町教育委員会では平成 2(1990)年 「史跡門田貝塚環境整備計画

(案 )」 を作成した。この目的および基本理念はつぎのとおりである。

邑久町のかけがえのない歴史的遺産である史跡門田貝塚を、長く後世に伝えながら町民に公開して

いくため、史跡整備の要素である保存、研究、活用の調査を目指す。

これを摩まえて次の理念に基づき整備を検討する。

史跡を将来に継承していくため、遺構等の保存を図る。

史跡の整備が単なる対処療法的な具体策にとどまぬよう、史跡の学術的、歴史的特色を正しく把

握し、それをできる限 リー般にわか りやすく表現していくことに努める。

上記の条件を踏まえつつ、地域社会に親しまれる環境の創出を目指す。

事務局で作成した整備案をたたき台として、史跡門田貝塚の保存措置はもとより、文化財としての

活用を図るため学識経験者・地元関係者を中心とした「門田只塚の保存整備について意見を聞く会」

を平成元 (1989)年 12月 13日、平成 4(1992)年 8月 25日 、平成 5(1993)年 3月 2日に開催した。

さらに、専門家を中心とした「門田貝塚の保存整備について意見を聞く会」を平成 2(1990)年 9月

12日、平成 3(1991)年 9月 18日 に開催した。さらに、平成 3(1991)年 11月 19日 、文化庁文化財保

護部記念物課の加藤允彦文化財調査官に整備方法について現地指導をお願いした。以上の会での要

望・指導を受け具体的な策定業務を株式会社環境事業計画研究所 (所長 :吉村元男)に委託し、平成

4(1992)年 3月 31日 、『史跡門田貝塚環境整備基本計画・基本設計説明書』を作成した。次節に基本

計画書から一部を再録した。

①

②

③

門田貝塚の保存整備について意見を聞く会委員

鎌木 義昌  岡山理科大学理学部 教授

近藤 義郎  岡山大学 名誉教授

河本  清  岡山県古代吉備文化財センター

岡田  博  岡山県古代吉備文化財センター

加原 耕作  岡山県教育庁文化課 課長補佐

伊藤  晃  岡山県教育庁文化課 課長補佐

柳瀬 昭彦  岡山県教育庁文化課 課長補佐

(専門家関係)

(平成 2～ 3年度)

(平成 2～ 3年度)

次長 (平成 2～ 3年度)

係長 (平成 2～ 3年度)

(平成 2～ 3年度)

(平成 2年度)

(平成 3年度)
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第 2章 整備基本計画・基本設計

第 2節 基本計画の理念と方針

計画 目的及び理 念

門田貝塚は、弥生時代から鎌倉時代までの文化を伝える歴史的遺産であるとともに、邑久町しいて

は全国民の財産である。この歴史的遺産を保存はもとより、人々に広く公開していくことは公共機関

の役割と考えられる。このことは、人々に文化との摩れあいの場を創出することであり、文化・貝塚

の重要性を認識させることである。また門田貝塚周辺は、公園、緑地が少ないため、人々のやすらぎ

空間としても整備が望ましい。これらのことにより、地域コミュニティの助長を促すとともに、邑久

町への愛町心の育成を促し、邑久町のイメージアップが図れるものと考える。

基本方針

邑久町のかけがえのない歴史的遺産である史跡門田貝塚を後世に残していくためには、魅力ある史

跡整備を行 う必要がある。そのためには、整備が一般的な公園とは異なった空間であり、人々を魅了

する空間でなければならない。その因子は、門田貝塚の特色を計画に反映させ人々に分かりやすく表

現していくことである。

■原風景の創出

門田貝塚は、林生時代前期の農耕集落遺跡でもあり、当時の生活・生産様式を伺 うことのできる吉

備地方を代表する遺跡である。この特色を生かし、遺跡の保護に十分留意しながら、可能な限り検出

した遺構の復元整備を行い、往時の空間を創出していく。

■学習できる空間の創出

陶磁の門田貝塚の景観や全体的概要を写真や絵、文章などの案内・説明板を用い。当時の姿を想像

させるような施設などを設置していく。

■遺跡への愛着心の創出

見学者及び地域住民の憩いの場となるように、ベンチや植栽などに風あいある物の導入を検討し、

景観に配慮した空間を創出する。そのことによって遺跡への愛着心を促進することが可能である。

-16-



第 2節 基本計画の理念と方針
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図版 6 基本計画鳥敵図
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第 2章 整備基本計画・基本設計

第 3節 基本計画の概要

計画プラン

従来の史跡整備は、遺跡を忠実に復元することに重点がおかれていた。今回これらの史跡との区別

化を図るために、遺構を復元していくとともに壁画を復元住居の借景にする等の環境、景観に配慮し

た、歴史的空間の創出を目指した。

地域区分

歴史を伝え、学習できる空間となるとともに、人々に親しまれる史跡となるために、基本理念・基

本方針に基づき地域区分を行った。(第 5図 )

地 域 名 称 容内備整 導 入 施 設

住居復元展示地域

竪穴住居を復元設置することで当時

の生活様式を再現し、当時の空間を体

験 。想像できるようにしていく。

復元竪穴住居

竪穴住居址

説明板

貝塚再現展示 地域

発掘調査より得た資料を基に、きれ

いな真砂土舗装の中に貝塚を示す砂利

敷きや貝の洗い出しを 2本配置し、婆

時の生活様式を表現していく。

貝塚 。大焉

説朔板

案内板

植 栽 展 示 地 域

弥生時代に生息したと考えられる植

物を主に導入し、当時の自然環境を創

出し展示して行くとともに、地域の緑

地空間として、活用されるように整備

を図って行 く。

高 。中木

低木・地被

動線計画

史跡門田貝塚を有効に利用してもらうために、以下の点に留意しながら、計画を進めていく。

・門田貝塚周辺には、公園・広場が乏しく、通路として広場を区切ることなく、有効に敷地を利用

するために、自由な動線が可能である。

・大溝が計画地を横断しているため、自由な見学が可能なように、見学通路を設けない。

・管理車両が計画地内に進入できる入口を設ける。

・身障者に対応する入口を設ける。

造成計画

遺構の保存を図っていくために、指定区全体に盛上していく。特に、復元住居を設置する場所や、

引込柱などの必要構造物、高木を植栽する区域などは、遺構に影響を及ぼさないように、入念に盛土

していく。排水管の埋設や、周辺地盤との取り合いなどで、現況地盤を掘削しなければならない場合

については、遺構の確認調査を基に、問題のない位置に設置していく。 (第 6図 )
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第 5図 地域区分計画図

第 3節 基本計画の概要

―

―P的

第 6図 造成計画図

遺構整備計画

これまでの発掘調査及び弥生時代の特徴等により、門田貝塚の特徴を示すために以下の遺構の復

元・再現が望ましいと考えられる。

1)住居跡

イ。発掘調査結果

門田貝塚から弥生時代前期の住居の検出例はないが、昭和57(1982)年の岡山県教育委員

会の調査で隅丸方形を呈する弥生時代最終末から古墳時代初頭の竪穴住居址が 2棟分検出さ

れている。また、昭和41(1966)年 の発掘調査において弥生時代後期の竪穴住居址が数棟検

出されている。

口,整備方針

これまでの発掘調査及び近隣遺跡の検出例などから、遺構の分布及び形態等を推定し、竪

穴住居の復元展示を行 う。しかし、当遺跡では、当時の住居の全貌を知ることのできる住居

址が検出されていないため、前記した一部確認されている住居址を再発掘を行い復元住居の

ための資料を得る。住居は、集落のイメージを創出するために複数とする。また、どのよう

に遺構が検出されたかを表現するために、石を用い住居址の平面プランをかたどる。
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第2章 整備基本計画・基本設計

2)貝塚

イ.発掘調査結果

貝塚は、幅 4～ 5mを測 り、断面がゆるいU字形を呈する濤を埋めて堆積・形成されたも

のである。貝塚の厚さは、ほぼ溝の深さで、中心部で約 lm強を測 り、貝層直下の粘土層か

貝層直上まで、弥生時代前期の遺物を包合する。

貝層は、二条の赤褐色土層によって大きく三分されている。構成する貝類は、ハイガ

シジミを主とし、カキ・ハマグリ。モガイ・アサリ・サザエ・ニシ・ホタテガイ

ン・ニナ・カラスガイなどを含む。また、各所にシカ・イノシンを主とする獣骨・

骨 。鳥骨を包含する。

口.整備方針

●ア

鹿角

こらまでの発掘結果を基に、当遺跡の最大の特徴である貝塚を表現していくために、貝塚

断面の写真や図版を説明板によって展示して行くとともに、貝塚の想定される位置に、貝の

洗い出しや砂利敷き等によって埋蔵位置を明示していく。

3)大溝

イ.発掘調査結果

本貝塚の中心をなす幅 4～ 5mの断面のゆるいU字形を呈する濤 (岡山県教育委員会調査

ではS D06)は、曲折して伸び、その始点・末点とも不明である。また、人工的掘削である

か、自然の河道であるか、意見が分かれている。他に同規模の溝S D03・ S D08がほぼ南東

方向に流れると考えられる濤が検出されている。大濤の性格は、S D03検出時には、 S D06

と対になって、環濠を形成するのではないかと思われたが、それらの東方 。西方でも弥生前

期土器の出土量は変わらず、居住区はほぼ全面にわたることが確認され、用水であった可能

性が考えられる。

口。整備方針

始点・末点の明確でない 2本の大濤の流走方向を トレンチ調査により確認し、貝の洗い出

しや砂利敷きによってその位置を明示する。

施設計画

1)案内板・説明板

門田貝塚の特徴・特色を理解してもらうために、発掘調査により得た資料等から、案内板・

説明板による図版や文章を用いた人々に新しみやすく、理解しやすくなるよう努めていく。ま

た、同時に、邑久町内に門田貝塚に至る経路や位置を知らせる案内板の設置、門田貝塚の概要

を記したパンフレットの作成等の検討も必要と考えられる。 (第 7図 )

2)その他の施設

地域の人々及び見学者に当遺跡を心地よく利用してもらうために、休息施設となるベンチや

水飲み等を設置していく。 くず入れ、灰皿等は原則的に持ち帰りとするため設置しない。

イ

　

カ 二
　

魚
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第 3節 基本計画の概要

雨水・排水計画

雨水排水計画を行う時に留意しなければならない点を以下に列挙する。

・計画敷地内に流出する雨水については、すべて集水することを原則とする。

・放流先については、計画地北側に接する水路及び南側に接するU字濤とする。

・管種については、施行性に優れ、小管径では最も経済的な塩化ビニール管 (VU管)を使用す
る。しかし、十分に土被が確保されない区間においては、コンクリート巻等の工法を用いる。

・現況地盤を侵す場合については、遺構の確認調査を基に、問題のない位置に設置する。 (第 8図 )

給水設備計画

給水設備計画を行う前に留意しなければならない点を以下に列挙する。

・ 給水は、当計画地北側に接する道路 (町道)に埋設されている給水管により、水道直結方式によ

り供給を受ける。

・ 散水栓については、概ね30m間隔に配置する。

・ 給水管は、施工性に優れ、経済的な HIVP管を使用する。しかし、土被 りが十分に確保できない

区間においては、コンクリート巻等の工法を用いる。

・ 給水管の埋設については、現況地盤を侵さないように注意する。現況地盤を侵す場合について

は、遺構の確認調査を基に、問題のない位置に設置する。 (第 9図 )

第 7図 施設計画図
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第 2章 整備基本計画・基本設計

⑤
-0蘭第 8図 雨水排水計画図 -第 9図 給水設備計画図

電気設備計画

電気設備計画を行う前に留意しなければならない点を以下に列挙する。

・計画地の照明灯は周辺環境にとけ込んだ、落ち着きのあるものとする。

・電源は、当計画地北側付近にある、中国電力電力柱より供給を受ける。

・照度については、夜間の利用がほとんど考えられないため、0.5～2.0ル クスとする。

・光源は、寿命とも優れている水銀ランプを使用する。

・点滅方式については、デーライ トON―タイマーー OFFと する。

・電源施設の基礎部分については、現況地盤に影響がないように留意する。

・ 配線は地下埋設方式とし、ケーブル防護管に波付硬質ポリエチレン管を用いる。電線管敷設時に

おいては、現況地盤を侵さないように注意する。現況地盤を侵す場合については、遺構の確認調

査を基に、問題のない位置に設置する。 (第 10図 )

植栽計画

植栽は、弥生時代当時の環境を創出する重要な素材と考えられるため、当遺跡の整備に当たって

は、弥生時代前期の自然特性を考慮し、当時植生したと思われる植物を主体に構成する。

以下に植栽計画を行う前に留意しなければならない点を列挙する。
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第3節 基本計画の概要

・ 高木植裁については、将来これらの樹木成長に伴 う樹根の遺構に対する影響のないように、現況

地盤に耐根シー トを設置する。

・ 樹種の選定は、福岡県板付遺跡の花粉分析の結果及び上東遺跡出上の木製品の樹種等を参考にす

る。

・ 周辺民家等との緩衝のために周囲に植栽を施す。 (第 11図 )

⑤
第10図 電気設備計画図 植栽計画図第11図
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第 3章 整備実施設計

第 3章 整備実施設計

第 1節 整備実施事業の経過

史跡門田貝塚保存修理事業の採択

平成元 (1989)年 2月 28日 、史跡の土地公有化を終え、その後、史跡の保存・整備のあり方を専門

家・地元関係者と検討する会として「門田貝塚の保存整備について意見を聞く会」を開催し、今後の

環境整備の指針となるべき「史跡門田貝塚環境整備基本計画・基本設計書」の策定を進め、史跡門田

只塚の史跡整備を国庫補助事業として進めるために、平成 3(1991)年 5月 30日 、平成 4(1992)年

1月 6日 、平成 4年度文化財関係補助金に係る事業計画書を岡山県教育委員会へ提出し、さらに、平

成 3(1991)年■月19日、文化庁文化財保護部記念物課の加藤允彦文化財調査官の来訪を受け環境整

備の進め方について現地指導を受けた。

その結果、平成 4(1992)年 6月 4日付けで門田貝塚史跡整備事業の内定通知を受け、史跡等保存

修理 。一般 (史跡門田貝塚保存修理事業)の採択となった。補助事業は、当初、 4ヶ年事業で計画を

策定したが、遺構確認調査の結果や整備状況から最終的に平成 4～ 9年度の 6ヶ年で環境整備事業を

実施した。

経費

史跡等保存整備事業 ,一般にかかる収支内訳はつぎのとおりである。

史跡等保存整備事業 (一般)年度別収支内訳

収入の部 (単位 :円 )

区  分 平成 4年度 平成 5年度 平成 6年度 平成 7年度 平成 8年度 平成 9年度 合   計

国庫補助金 4,500,000 10,000,000 10,000,000 12,500,000 20,000,000 14,000,000 71,000,000

県費補助金 1,500,000 3,333,000 3,333,000 4,166,000 6,666,000 4,666,000 23,664,000

町一般財源 3,000,424 6,667,632 6,812,210 8,652,967 13,352,260 9,334,358 47,819,851

合  計 9,000,424 20,000,632 20,145,210 25,318,967 40,018,260 28,000,358 142,483,851

-24-



支出の部

第 1節 整備実施事業の経過

(単位 :円 )

区 分 平成 4年度 平成 5年度 平成 6年度 平成 7年度 平成 8年度 平成 9年度 合 計

主

た

る

事

業

費

発掘調査関係経費 3,799,664 3,799,664

報償費 委員謝金 77,000 42,000 21,000 7,500 147,50C

旅 費 委員旅費 9,900 5,460 2,760 2,760 21,80C

消耗品費 樹木ラベル 129,780 129,78〔

委託料 標 柱

白磁説明板

720,000 720,000

2,801,600 772,500 6,863,920 10,438,020

施設計監理 1,030,000 1,957,000 1,957,000 2,678,000 2,987,000 2,572,500

工 事 請 負 費 504,700 17,914,790 18,102,250 21,807,160 30,034,800 22,801,800 111,165,500

主 た る 事 業 費 計 8,942,864 19,919,250 20,083,010 25,266,080 40,018,260 25,374,300 139,603,764

そ

の

他

の

経

費

旅 費 事務連絡 57,560 61,460 62,200 181,220

需用費 消耗 品費

印刷製本費

15,450 39,38ユ 54.831

4,472 13,506 2,626,058 2,644,036

そ の 他 の 経 費 計 57,560 81,382 62,200 52,887 0 2,626,058 2,880,087

合 計 9,000,424 20,000,632 20,145,210 25,318,967 40,018,260 28,000,358 142,483,851
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第 3章 整備実施設計

工事の施工業者名

設計監理受託者 平成 4～ 9年度

施工請負者 平成 4年度

平成 5年度

平成 6年度

平成 7年度

平成 8年度

平成 9年度

教養施設受託者 平成 4年度

平成 4・ 7・

株式会社環境事業計画研究所

有限会社野崎建設

株式会社八塔組

株式会社八塔組

株式会社八塔組

株式会社エイコー

株式会社エイコー

坂本石材株式会社

8年度

岩尾磁器工業株式会社

株式会社アボック社平成 7年度

特殊工事用材料の協力会社

平成 4年度から平成 9年度の施工工事に伴い、提出された工事材料使用願等により、特殊工事の協

力会社は以下の一覧表のとおりである。

使用材料 の名称 材 料 の 規 格 等 製造 会 社 叉 は製 造 元

真砂土 有限会社奥山建材

イシコーポレーション株式会社

砕石 C-40 有限会社奥山建材

九紅産業有限会社

株式会社ヒオカ砕石破業所

生 コンク リー ト レデ ィー ミクソ トコン

ク リー ト

大西屋生コンクリート株式会社

岡山菱光コンクリートエ業株式会社

グレーチング枡 MD55-66受枠共 株式会社全備

密粒度アスコン 日本鋪道株式会社

鉄筋 東京製鐵株式会社

硬質塩化ビニル管 V P 150f 株式会社ダイカロン化工

耐根シー ト 吹出し防止シート アオイ化学工業株式会社

細砂 丸一砂利株式会社

擬石平板ブロック 稲田300× 300× 60

300× 600× 60

株式会社ヤマウ

擬石皿型ブロック 稲 田300× 300× ■0

擬石縁石 稲 田 150× 150× 600

擬石車止 稲田E型可動式
φ300)(350

ヨンクリート車止基礎 Btt φ 290× 300
擬石縁石 (1面) 稲田120× 120× 600
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第 1節 整備実施事業の経過

擬石縁石 (2面) 稲 田 120× 120× 600

U型 トラフ PU-240 ランデス株式会社

排水管 VI)一―φ150。 200

VU――φ100。 150。 200
旭有機材工業株式会社

グレーチング蓋 GF一 B400 中部工機株式会社

IIM25-33・ U F 193-24 三重重工株式会社

アクリル系カラー舗装 株式会社ウエストックス

ケーブル C V3.5-2C 株式会社東光電気製作所

安定器200V H2・ 5RC2B4-1

引込柱

自動点滅器

分電盤

水銀灯灯具 I15050-― O]D 岩崎電気株式会社

水銀ランプ250W H F 250X

ベースプレート

真砂土専用改良材 オールイ ンフン 東邦レオ株式会社

植栽樹木 株式会社山都屋
さんもく工業株式会社

光緑地産業株式会社
杉丸太

張芝 野芝 鳥取県芝生産組合

高強度無収縮セメント

系グラウト材

コンベクス トラGP フェセ・ ジャパン・ リミテ ッド

左官用多目的接着剤 セボン ド

コンクリート床面強化

剤

リ トリン

膨張性セメント・グラ
ウト混和剤

コンベ ックス100

セメント用急結急硬剤 クイ ックソークリー ト

骨材露出仕上げ用表面

遅延材

プレコEAC一 S

プレコ洗い出し工法モ

ルタル添加剤

プレグラウ トG-14

高性能浸透性撥水剤 デックガードP20

常温ガラスコーティン

グ剤

ヒートレスグラス 株式会社大本

水飲み 人造石FW-46 株式会社ホクショウ

木製ベンチ さんもく工業株式会社

暦入れ 株式会社フォレスト

カラー舗装 ウエスペープ 3タ ン 株式会社ウエストックス

カラー舗装仕上剤 トップ コー ト

防腐・防蟻剤 サ ンプレザーOG 株式会社ザイエンス

防火難燃材 フ ァイ ア ープ リペ ン

ダー
株式会社大本

茅葺き 山本屋根工事

土質改良材 SLソ イルサン ド SL化学研究所
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第 3章 整備実施設計

第12図 実施設計全体平面図 (1/600)
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第 1節 整備実施事業の経過

年度別事業概要

平成 3年度

平成 3年度は、環境整備事業実施に向けての条件整備として、史跡地の現況地形測量図の作成と、

「門田只塚の保存整備について意見を聞く会」で地元 。専門家の意見指導を受けながら「門田貝塚史

跡保存整備基本計画・基本設計書」を策定した。具体的な業務については業者委託とした。

平成 4年度

国庫補助事業 (史跡等保存修理・一般)の適用を受け、補助事業、単町事業と併用して環境整備事

業に着手した。整備実施にあたり「門田貝塚の保存整備について意見を聞く会」を発展的に解消し新

たに「史跡門田貝塚史跡整備委員会」を発足した。平成 4年度は、 6か年事業の第 1年度として、遺

構復元を計画する貝塚・濤・竪穴住居の規模・方向の基礎資料を得るため 9か所に調査区を設け、遺

構確認調査を実施した。

また、史跡地管理用通路入口として史跡の北側農業用水路に管理用通路としての橋設置工事、史跡

標柱・磁器製史跡総合説明板・磁器製樹木説明柱の制作業務委託及び実施設計監理業務委託を行っ

アセニ。

単町事業 として、確認調査で検出した貝塚貝層の断面象Jぎ取 り転写加工業務委託を実施 した。まJぎ

取 りを行った貝層断面は、平成 10年 4月 から邑久町立郷土資料館 2階門田貝塚資料室に展示予定であ

る。

種 冴J 対  象 内 容

補

助

事

業

遺構確認調査  | ↓旨定 地 1調査区 :9ヶ 所、調査面積 :228,7だ

調査期間 :平成 4年 10月 26日 ～平成 5年 3月 22日

管 理 施 設
| 
十日地 形 1管理用通路橋設置

:lヶ 所

工期 :平成 5年 3月 8日 ～27日

教 養 施 設

指 定 地 1史跡標柱制作
:1基

委託期間 :平成 5年 1月 11日 ～ 3月 31日

指 定 地
 1葎〒守量TE綴

総合説明板・磁器製樹木説明柱制

委託期間 :平成 5年 1月 18日～ 3月 31日

設 計 監 理 1 
工事の実施設計監理

委託期間 :平成 4年 7月 1日 ～平成 5年 3月 31日

単

町
事

業

付 帯 事 業

|

展示関係 貝層断面象Jぎ取 り転写加工

委託期間 :平成 5年 1月 21日 ～ 3月 31日
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第 3章 整備実施設計

平成 5年度

平成 5年度は、 6か年事業の第 2年度として、遺構の保護と今後の遺構復元にあたり史跡地全域の

真砂上による敷地造成工事、次年度までの間、造成真砂上の流出を防ぐため敷地の東西に素掘側溝を

設け雨水を板棚枡に集め配管による排水を行 う管理施設工事、植栽樹木直根により遺構の破壊を防ぐ

ため造成斜面と高・中木の植栽予定地に造成工事を行う前に耐根シー トを設置する敷地造成工事を

行った。

また、工事実施設計監理業務委託を行った。

単町事業として、史跡地と隣地との境界設定のため、指定地の境界復元作業業務委託及び史跡地北

側町道に埋設されている上水道を史跡地内へ引き込む工事及び、弥生時代の環境を創出するため当時

生育していた樹種の選定のため平成 4年度に確認調査を実施した大溝下層の上壌花粉分析業務委託を

行った。

種 房J 対 象 内 容

補

助

事

業

敷 地 造 成 旧 地 形 搬入盛土 :3,016.7だ、流用盛土 :50,9だ

管 理 施 設 旧 地 形
排水 :配管工 :6.3m、 素掘側溝 :199,3m、 板棚

枡 :2ヶ 所

修  景  施  設 1旧 地 形 1植栽工・耐根シート :800∬

工期 :平成 5年 11月 29日 ～平成 6年 3月 28日

設 計 監 理  1工事の実施設計監理

委託期間 :平成 5年 6月 1日 ～平成 6年 3月 14日

単

町

事

業

付 帯 事 業 整備関係

指定地境界復元作業

委託期間 :平成 5年 11月 22日 ～11月 26日

水道引き込み工事

工期 :平成 5年 12月 2日

土壌花粉分析

委託期間 :平成 5年 7月 1日 ～ 9月 30日
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第1節 整備実施事業の経過

図版 7

4.磁器製縮合説明板制作状況 図版 8

2.管理用通路橋施工状況 (南から)

3.史跡標柱制作状況

1.耐根シート施工状況 (西から) 2.素掘側溝、板柵料施工状況 (東から)

3.平成 5年度工事完成状況 (南西から)
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第 3章 整備実施設計

平成 6年度     1

平成 6年度は、 6か年事業の第 3年度として、敷地造成工事、造成斜面部と広場部の境となる雑割

縁石・史跡地東側に隣接する水田部分の高低差雨水排水を兼ねた擁壁工を中心とした園路広場工事、

広場の北 。西・南に設置するベンチの基礎工、水飲み工の休養施設工事、史跡地内の雨水排水をする

たものL型側嵩・皿型側濤・U型 トラフ・排水管設置等の雨水排水施設工、散水栓を設け植栽樹木の

給水管を地中に埋設する給水設備工、照明灯・引込柱の基礎と配管を地中に埋設する電気設備工の管

理施設工事、高木を植裁するため広場に植栽枡を設け植栽樹木の根が地下遺構に影響しないよう植栽

/PA・工の修景施設工事、貝塚復元を行 う部分の基礎工である遺構復元工事を中心に行った。

また、工事実施設計監理業務委託を行った。

単町事業として、水道上水栓移設工事と史跡地北西に設置されているカーブミラーが北西入ロエン

トランス中央部分にあたり西側農道部分への移設工事を実施した。

種 房J 対  象 内 容

補

助

事

業

敷 地 造 成 旧 地 形
土工 :切土 :75,9ど 、搬入盛土 :80。 9だ、流用盛

土 :386.6ゴ

園 路 広 場 史 跡 地

縁石工 :雑割縁石 :182.lm、 擁壁工、スロープ

エ、土間コンクリー トエ :10,0だ 、擬石平板舗装

工 :9,0露

体養・便益施設 史 跡 地 ベンチエ (基礎工事):14ヶ 所、水飲み :lヶ 所

管 理 施 設 史 跡 地

雨水排水施設工 :L型側濤、蓋掛、皿型側溝、U
型 トラフ、浸透側濤、排水管、集水枡17ヶ 所

給水設備工 :散水栓 7ヶ 所、給水管

電気設備工 :照明灯 4ヶ 所、引込柱 lヶ 所、電気

管

修 景 施 設 史 跡 地 植栽枡工 :14カ所

復 一死 施 設
|

貝 塚 1貝塚復元基礎工
:115.0∬

工期 :平成 6年 10月 5日～平成 7年 3月 28日

設 計 監 理
工事の実施設計監理

委託期間 :平成 6年 9月 2日 ～平成 7年 3月 31日

単

町

事

業

付 帯 事 業 整備関係

水道止水栓移設工事

工期 :平成 6年 12月 12日

史跡整備事業に伴うカーブミラー移設工事

工期 :平成 7年 3月 28日 ～29日
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第1節 整備実施事業の経過

図版 9

1.雑割縁石施工状況 (南から) 2.擬石平板舗装施工状況 (北東から)

3.ベ ンチ基礎施工状況 (南から) 4.皿型側濤施工状況 (南から)

6.植栽料施工状況 (南東から)

子

5.集水枡、排水管施工状況

7.平成 6年度工事完成状況 (南東から)
-33-



第 3章 整備実施設計

平成 7年度

平成 7年度は、 6か年事業の第 4年度として、敷地造成工事、北西と南西入ロエントランス部分の

擬石平板舗装 。西側の管理用通路部分のカラー舗装工の園路広場工事、水飲み蛇口工 。前年度配管し

た電気配管にケーブルを配管・外灯用照明灯 4基の設置と電気引込柱 1基設置の管理施設工事、周囲

の造成斜面部分に用途別に樹木を配植する高木植栽工・入口部分の景観上や史跡境界部分に垣根上に

配植する低木地被植栽工の修景施設工事、実際の貝殻を使用し貝塚の最終堆積状況を再現した貝塚復

元工 。白大理石を洗い出し工法により大溝 2本を再現した濤復元工事を中心に工事を行った。

また、白磁製樹木説明柱 3基の制作業務委託、工事実施設計監理業務委託を行った。

単町事業として、史跡地に接した西側と東側の農道部分の縁石・擁壁設置とカラー舗装工事と南側

の農道部分の舗装工事を実施し史跡地周囲の環境整備を行った。

種 夕

'lJ

対  象 内 容

補

助

事

業

敷 地 造 成 旧 地 形

園 路 広 場 史 跡 地
舗装工 :擬石平板舗装 (車両進入部 。一般部)、 カ

ラー舗装 :109.5だ、橋工

管 理 施 設 史 跡 地
水飲み蛇口工、電気ケーブル :142.8m、 照明灯 :

4ヶ 所、引込柱 :lヶ 所

修 景 施 設 史 跡 地 高木植栽工 :52本、低木地被植栽工

復 一死 施 設

|

貝 塚 貝塚復元正 :83.3だ

大溝復元正 :388.6nt溝

工期 :平成 7年10月 25日～平成 8年 3月 28日

教 養 施 設 史 跡 地
白磁製樹木説明柱制作 :3基

委託期間 :平成 7年 12月 1日 ～平成 8年 3月 31日

設 計 監 理  1工事の実施設計監理

委託期間 :平成 7年 9月 29日 ～平成 8年 3月 31日

単

町
事

業

付 帯 事 業

|

整備関係  F]田貝塚史跡整備付帯工事

工期 :平成 7年12月 1日 ～平成 8年 4月 26日
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第 1節 整備実施事業の経過

図版 10

1.擬石平板舗装施工状況 (北から) 2.カ ラー舗装施工状況 (北から)

3.低木地被植栽工施工状況 (西から)

5.貝塚復元工施工状況 (南東から)

4.高木植栽工施工状況 (北から)

6.大溝復元工施工状況 (東から)

7.平成 7年度工事完成状況 (北西から)
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第 3章 整備実施設計

平成 8年度

平成 8年度は、 6か年事業の第 5年度として、広場平坦部分をセメント系硬化剤よる自然色土舗装

の園路広場工事、復元貝塚の周囲にロープ概と植栽帯を設け復元貝塚の保護を図る棚工・北西と南西

部分の入口に車止めを設置 。西側ベンチ部分に暦入れ設置の管理施設工事、住居の材料となった樹木

の植栽・造成斜面前面の芝張りの修景施設工事、木製ベンチ14ヶ 所の座板設置の体養施設工事、復元

貝塚を破損から保護するため表面にガラスコーティングを行う貝塚保護工の復元施設、史跡総合案内

板と貝塚説明板の基礎工事、史跡標柱設置、樹木説明柱設置の教養施設工事を中心に工事を行った。

また、用途別樹木の解説用として樹木ラベルの購入、貝塚・住居・土器について白磁陶板製説粥板

の制作業務委託及び工事実施設計監理業務委託を行った。

種 男U 対  象 内 容

補

助

事

業

園 路 広 場 史 跡 地 自然土舗装 :2,149,0だ 、擬石縁石 :54.4∬

管 理 施 設 史 跡 地
EU・工 :

所

ロープ棚、車止め :2ヶ 所、暦入れ :4ヶ

修 景 施 設 史 跡 地 植栽工

休養・便益施設 史 跡 地 木製ベンチ :14ヶ 所

復 元 施 設 1 貝塚・溝 1貝塚保護工 :82.0∬

工期 :平成 8年 12月 10日～平成 9年 3月 25日

教 養 施 設 史 跡 地

史跡総合説明板基礎工 :lヶ 所、貝塚説明板基礎
工 :lヶ所、樹木説明柱設置 :4ヶ 所、史跡標柱

設置 :lヶ 所

工期 :平成 8年 12月 10日～平成 9年 3月 25日

樹木ラベル購入 :40枚

貝塚説明板制作 :10枚、住居説明板制作 :4枚、
土器説明板制作 :4枚

委託期間 :平成 8年 10月 1日 ～平成 9年 3月 28日

設 計 監 理  1工事の実施設計監理

委託期間 :平成 8年 9月 3日～平成 9年 3月 31日
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第 1節 整備実施事業の経過
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(南から)

図版 11

2.ロープ柵施工状況 (北西から)

3.木製ベンチ施工状況 (北から) 4.貝塚保護工施工状況 (北から)

5,史跡標柱施工状況 (西から) 6.磁器製土器説明板制作状況

'I TⅢ I｀

// に1揖Ξl■
7.平成 8年度工事完成状況 (北西から)
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第 3章 整備実施設計

平成 9年度

平成 9年度は、 6か年事業の最終年度として、遺構の保護 。遺構復元をするため敷地造成工事、復

元住居周囲園路部分の自然色土舗装・復元住居周辺広場の芝生舗装・舗装端部工の園路広場工事、環

境整備事業のメインエ事となる竪穴住居 2棟の復元施設工事、史跡公園総合案内板、史跡総合・貝

塚 。住居・土器に関する磁器製説明板設置の教養施設工事、復元住居周濤からの雨水を排水する雨水

排水施設工 。上水道配管引込工 。電気引込の管理施設工事、食用となった樹木植栽の修景施設工事を

中心に工事を行った。

また、工事実施設計監理業務委託、「史跡門田貝塚環境整備事業報告書」の印刷製本を行った。

単町事業として、門田貝塚出土資料や平成 4年度の確認調査時に行った貝層象Jぎ取 リパネルを展示

するガイダンス施設として邑久町立郷土資料館の 1室を「門田只塚資料室」として改造工事を行っ

ブセl。

種 男J 対   象 内 容

補

助

事

業

敷 地 造 成 史 跡 地

園 路 広 場 史 跡 地
自然土舗装 :208,8だ 、舗装端部工 :77.5m

芝生舗装 :446.1だ

復 元 施 設 竪穴住居 復元住居 :2棟

教 養 施 設 史 跡 地

住居・土器説明板 :2

磁器製陶板設置 :24枚

史跡公園総合案内板 :

ヶ所

1 ヶ所

管 理 施 設

卜
跡 地

1竃資勢4初
豚

“

獅 継

「 li三
工期 :平成 9年 10月 31日 ～平成10年 2月 27日

設 計 監 理 1工事
の実施設計監理

委託期間 :平成 9年 9月 3日～平成10年 3月 31日

印 用J 製 本 1環境
整備事業報告書印刷製本

契約期間 :平成10年 1月 22日 ～平成10年 3月 31日

単
町
事
業

付 帯 事 業

|

教養関係 邑久町立郷土資料館改造工事

工期 :平成 9年 12月 22日 ～平成10年 3月 14日
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第 1節 整備実施事業の経過

図版 12

芝生舗装施工状況

3.復元住居施工状況

1.自然上舗装施工状況

4.復元住居施工状況

6.説明板設置状況

7.平成 9年度工事施工状況
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第 3章 整備実施設計

第 2節 史跡門田貝塚史跡整備委員会

本史跡の保存と活用を図るため専門家からの指導助言を受けるため「門田貝塚の保存整備について

意見を聞く会」を平成 2・ 3年と開催してきたが、平成 4(1992)年、国庫補助の史跡保存修理事業

の採択を受け、今後の整備に伴う遺構確認調査の方法、整備内容や方法について専門的見地から指

導、助言を得るため、「F]田 貝塚の保存整備について意見を聞く会」を発展的に解消し、平成 4

(1992)年 8月 28日、史跡門田貝塚史跡整備委員会 (委員長 :邑久町長木村恵昭)を発足し、以後整

備完了まで継続した。また、必要に応じて現地指導をいただいた。

史跡門 田史跡 整備委 員会設置要綱

(設 置)

第 1条 史跡門田貝塚の史跡整備を実施するため、史跡門田貝塚史跡整備委員会 (以下「委員会」

という。)を設置する。

(内 容)

第 2条 委員会は、史跡門田貝塚の史跡整備事業の調査及び実施について、審議・指導する。

(組 織)

第 3条 委員会は、学識経験者・行政関係者からなる委員をもって組織する。

2 委員は、町長が委嘱する。

3 委員の任期は、第 2条の終了した日をもって終わる。

(委員長及び代理者)

第 4条 委員会に委員長を置く。

2 委員長は、委員の互選により定める。

3 委員長は、委員を代表し、会務を総括する。

4 委員長に事故があるときは、委員長があらかじめ指定する者がその職務を代理する。

(会 議)

第 5条 委員会は、必要に応じて委員長が召集する。

(事務局)

第 6条 委員会の事務局は、邑久町教育委員会社会教育課に置 く。

2 事務局長は、社会教育課長とする。

(委任規定)

第 7条 この要綱に定めるもののほか、委員会に関して必要な事項は、町長が別に定める。

附 則
この要綱は、平成 4年 8月 28日 から施行する。

この要綱は、史跡整備事業を終了した日に、その効力を失う。
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第 2節 史跡門田貝塚史跡整備委員会

史跡 門 田貝塚 史跡整備委 員会名簿

指導 。助言  加藤 允彦   文化庁文化財保護部記念物課文化財調査官 (平成 4～ 5年度)

本中  真   文化庁文化財保護部記念物課文化財調査官 (平成 6～ 9年度)

整備委員会

委 員  鎌木 義昌   岡山理科大学理学部教授 (平成 4～ 6年度死去)

近藤 義郎   岡山大学名誉教授 (平成 4～ 9年度)

河本  清   岡山県立博物館副館長～岡山県古代吉備文化財センター所長～く

らしき作陽大学教授 (平成 4～ 9年度)

岡田  博   岡山県古代吉備文化財センター課長補佐 (平成 4～ 9年度)

日井 洋輔   岡山県叛育庁文化課課長補佐～岡山県教育庁文化課課長代理 (平

成 4～ 9年度)

柳瀬 昭彦   岡山県教育庁文化課課長補佐 (平成 4年度)

高畑 知功   岡山県教育庁文化課課長補佐 (平成 5～ 7年度)

平井  勝   岡山県教育庁文化課課長補佐 (平成 8～ 9年度)

委員長  邑久町長    木村 恵昭 (平成 4～ 9年度)

邑久町助役   金居 章甫 (平成 4～ 9年度)

邑久町総務課長 佐藤  浩 (平成 4～ 5。 9年度)

木村 末廣 (平成 6～ 8年度)

邑久町企画課長 日下 英男 (平成 4～ 5年度)、 佐藤  浩 (平成 6～ 8年度)

佐藤 伸― (平成 9年度)

委員長  邑久町教育委員会教育長

代理         石黒  克 (平成 4年度)、 有森  剛 (平成 4～ 8年度)

岡村 三平 (平成 8～ 9年度)

邑久町教育委員会教育次長

奥田 辰男 (平成 4～ 6・ 8年度)

オブザーバー 株式会社環境事業計画研究所 吉村 龍二 (平成 4～ 9年度)

福島 三佳 (平成 7年度)

榊山建築設計事務所     榊山  健 (平成 9年度)

事務局

事務局長  邑久町教育委員会社会教育課長

横山 次男 (平成 4・ 8年度)、 大田 勝昭 (平成 5～ 6年度)

奥田 辰男 (平成 7年度)、 久保田 晴久 (平成 9年度)

邑久町教育委員会社会教育課

木下 督士・馬場 昌― (平成 4～ 9年度)
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第 3章 整備実施設計

整備委員会の開始日 。議事等

名 称 開  催  日 内 容

平成 4年度 (1992)

史跡門田貝塚史跡整備委員会

第 1回

平成 4年 8月 28日

・史跡門田貝塚史跡整備委員会の設置

・委員の委嘱

・環境整備基本計画の説明

・ 4年度整備事業の概要説明

第 2回

平成 4年 9月 4日

・植栽樹種の検討

・貝塚復元方法の検討

・復元住居の構造の検討

第 3回

平成 4年12月 15日

・確認調査現地視察

・ 門田貝塚全体説明板の内容検討

第 4回

平成 5年 1月 30日

・確認調査現地視察

・ 門田貝塚全体説明板の内容検討

第 5回

平成 5年 2月 24日

・確認調査現地視察

文化庁文化保護部記念物課

加藤允彦文化財調査官来訪
平成 4年 11月 13日

・整備事業事業について指導、現地視察

平成 5年度 (1993)

史跡門田貝塚史跡整備委員会

第 1回

平成 5年 9月 16日

・確認調査概要説明

・ 確認調査により位置の確認された遺構を基

に全体整備図の作成 。検討

・ 5年度整備事業の概要説明

第 2回

平成 6年 3月 9日

・ 5年度工事概要説明

・ 花粉分析結果による植樹樹木の検討

・樹木、貝塚説明板の内容検討

・復元住居構造の検討

平成 6年度 (1994)

史跡門田貝塚史跡整備委員会

第 1回

平成 6年 10月 21日

・ 6年度整備事業の概要説明

・植栽配置計画の検討

・樹木、貝塚説明板の内容検討

・復元住居構造の検討

第 2回

平成 7年 3月 27日

・ 6年度整備事業の概要説明

・樹木植栽計画の検討

・ 貝塚説粥板の検討

・復元住居構造の検討

文化庁文化保護部記念物課

本中 真文化財調査官来訪
平成 7年 3月 9日

・整備事業について指導、現地視察
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名 称 開  催  日 内 容

平成 7年度 (1995)

史跡門田貝塚史跡整備委員会

第 1回

平成 7年 12月 4日

・ 7年度整備概要説粥

・ 貝塚復元工法の検討

・ 貝塚、土器説引板の内容説明

・ 復元住居小屋組の検討

第 2回

平成 8年 1月 31日

2月 1日

・ 貝塚復元工事現地視察

文化庁文化保護部記念物課

本中 真文化財調査官来訪
平成 8年 1月 17日

・整備事業について指導、現地視察

平成 8年度 (1996)

史跡門田貝塚史跡整備委員会

第 1回

平成 8年 10月 24日

・ 8年度整備概要説明

・復元貝塚保護概の検討

・ 貝塚、土器、住居の内容検討

・復元住居防火対策の検討

平成 9年度 (1997)

史跡門田貝塚史跡整備委員会

第 1回

平成 9年 6月 2日

・ 9年度整備概要説引

・復元住居構造の検討

・環境整備事業報告書目次の検討

・復元住居防火対策の現地焼成実験

第 2回

平成 9年 8月 18日

・復元住居実施設計図の検討

第 3回

平成10年 2月 6日

・復元住居施工現地指導

第 4回

平成10年 3月 19日

・ 環境整備事業報告書内容検討

・ 9年度整備竣工現地視察

図版 13 史跡整備委員会現地指導状況 (平成 9年 6月 2日 )
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第 4章 整備工事概要

第 1節 敷地造成

1 敷地造成工

敷地造成の検討

史跡整備での一番の目的として、遺構の保護保存を第一に考え、史跡地全体に盛土造成を行うこと

を基本とする。ただし、盛土厚については、周囲との一体性をもたせて整備を行 うものとした。

史跡地

・ 往時の地形復元をめざし盛土を行 う。

このため、確認調査で検出した基盤面の海抜高を確認すると、全体的に海抜約1.8～ 2.Omで基盤

面が検出されているが、一部北側部分で基盤面検出高が低い調査区がある。しかし、全体に微高

地内の安定した地点に史跡地があることが分かった。

・ 史跡地北側に用水、西・南側に農道があり斜面勾配を緩くとり、史跡地との高低差は法面です り

つけて一体化をはかる。

・ 史跡地東側の水田と史跡地部分の高低差が約70clllあ り境界部分は擁壁を設ける。

・植裁計画地に耐根シートを設置し、樹木の直根の遺構への影響をないようにする。

・造成敷地内に降った雨水を、すべて史跡地の北と南側の用水へのフト水計画をする。

遺構部

・ 遺構復元にあたり切土は行わない。

・ 竪穴住居の復元では、柱 。床・炉穴・周濤の設置に伴い、造成部分の掘 り込みが必要となるので

旧地表に影響しない盛土厚の検討を行 う。

敷地造成の概要

・ 史跡地内の雨水はすべて北と南側の用水に排水するため、造成高は、史跡地中心部と復元住居計

画地部分を最高造成高とし、現況地盤より約 lmの盛上を施し南北へ水勾配をとった。

・ 史跡地の公有化前は、畑・水田として使用されていたため、地盤が軟弱であった。そのため、盛

上の搬入にあたり機械搬入に支障をきたす。このため、搬入に必要な幅員を確保するため、工事

用搬入道として幅員幅の上壌改良を行い、搬入ダンプについても周囲の民家や北側町道に影響し

ないよう4tダ ンプによる盛上の搬入を行った。

・ 盛土は真砂土を用い、重機による敷均しとブル ドーザーによる転圧を交互に繰 り返し、振動ロー

ラーで最終転圧を行った。

・史跡地東側の水田部分との境界部分については、L型側焉を兼ねた長さ76.3mの擁壁を設け、東

側の民家と畑地に面した境界部分についても、 L型側嵩を兼ねた長さ23.2mの擁壁を設けた。

(第 13図)
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第13図 整地造成平面図 (7600)
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図版 14

1.施工前 (北から) 2.施工前 (北東から)

3.真砂土搬入状況 (北西から) 4.真砂土搬入状況 (北西から)

5。 ブルドーザー敷均し状況 (西から) 6.ブルドーザー敷均 し状況 (南西から)

7 振動ローラー転圧状況 (北から) 8.振動ローラー転圧状況 (西から)



第 2節 復元施設

第 2節 復元施設

1 貝塚復元

貝塚復元の検討

平成 4(1992)年度、遺構の確認調査は、幅約 4mの断面U字形を呈する溝を埋めて形成した貝塚

中心部の貝層断面を再調査し貝塚の形成状況を確認を行った。また、貝塚中心部では溝の肩部よりさ

らに盛 り上がり貝塚が形成され厚さは約 lmに及んだ。この濤上部まで貝層が形成 される範囲は、

ボーリング調査により幅 4m、 長さ約28mに及んだ。

確認調査の現地説粥会を平成 5(1995)年 2月 27日 実施し、貝塚貝層断面の迫力から地元関係者か

らは、遺構の活用から貝層の露出展示整備を希望する声が上がった。

整備方法として、只塚は、史跡門田貝塚の最大の特質であることを考慮して、貝塚の復元整備を検

討した。

整備方法

法方 問  題   点

A案 幅約 4mで断面が緩やかなうU字形を
呈する喬を埋めて堆積・形成された貝

層断面の露出展示を行 う。覆屋等の施

設を設け、断面の保存処理を行 う。

貝塚の保存・防災上かなり問題が残る

と共に、清底に溜まる水が汚泥するこ

が予想され、維持・管理上も困難が予

想される。

B案 幅約 4mで断面が緩やかなうU字形を
呈する溝を埋めて堆積・形成された貝

層上面の露出展示を行 う。覆屋等の施

設を設け、上面の保存処理を行 う。

貝塚の推積している姿を示すことがで

きない。また、保存上問題が残 り、維

持・管理上も困難が予想される。

C案 発掘調査の結果に基づき、復元整備す
る。整備にあたっては、盛上を施し、

遺構面が直接露出しないようにし、実

物の貝殻を使用し貝塚の表現をする。

貝塚の本物の姿を示すことができない。

上記の 3案などが考えられるが、門田貝塚の場合、貝塚が濤内に形成されており、濤下層は湧水の

処理と露出面の保存上から検討が難しく、今後さらに検討・研究が進め最終的な案を採択する。計画

としては、溝の復元との係わ りから検討し、保存上最も問題が少ないと考えられるC案を採択するこ

とにする。

整備実施にあたり、貝塚は濤との関係で形成されており、遺構保護を第一に考え遺構はすべて地下

に保存 し、造成上上に確認調査時貝塚埋土から採集した貝殻を使用し、溝内の貝塚の最終堆積状況を

復元し、貝塚の広がりを視覚的に認識できる形で整備を行った。

このため、貝塚復元のテス トピースを作成し、濤内の貝殻の検出状況の表現、ベースコンクリート

による下地の凸凹状況、復元貝塚の土色について、史跡門田貝塚史跡整備委員会で検討を受けた。

復元貝塚の保護については、貝殻がそのまま露出した状態になっており保護策として、貝殻本体の
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硬化処理と、復元後の表面の硬化処理を行った。さらに、復元貝塚内の進入により踏圧され破損を抑

制するため保護柵設置の検討を行った。

保護柵の検討

設置規準として(1)～(8)を設定した。

(1)防護柵設置要頂に準ずる (防護柵設置要項の防護柵設置に関する規定による)

(2)耐久性のあるもの

(3)維持しやすいもの

に)経済性の良いもの

6)内部の復元貝塚のが主体であるので、見通しの良い、存在感の薄いもの

俗)整備全体のバランスと調和するもの

17)結界性の高いもの (踏み越え難いもの)

(8)安全性の高いもの

以上の 8点を規準として各プランを作成し検討した結果、低木生け垣による植栽帯とロープ柵を併

用した貝塚保護柵とした。

貝層断面については、平成 4(1992)年 度、確認調査時、貝層断面の象Jぎ取 り転写を行い、邑久町

立郷土資料館門田貝塚資料室に展示。

貝塚復元 の工程概要

1.基礎工事

濤 1・ 2の復元工事と同一工事として、基礎部分を脅の流走位置に復元濤のベースとなる100

11ull厚 の基礎砕石の上に、5041111厚 のコンクリート (160-8-25)打 ちと、濤端部を濤状に表現する

ため脅底面より10011ull高 くコンクリート打ちを行った。

2.下地処理

下地工事後、貝の洗い出しによる貝塚復元は次年度に行ったため、基礎コンクリートにクラッ

クが生じ、幅 1.511ull以上のクラックに対して表面より≒3.OIlull研 り (Vカ ット)高強度無収縮セメ

ント系プレミックスグラウト材 (コ ンベクス トラGP)を 流し込みクラック処理を行う。また、
コンクリート表面にホコリ・ゴミ・油分等ないよう表面清掃を行い確認する。

3.下地調整
ベースコンクリートに、水 1:左官用多目的接着剤 (セ ボンド)2に混合された「セボンドプ

ライマー」を水刷毛ローラー等にて、ベースコンクリートに擦 り付けるように全面に塗布する。

4.調整モルタル

粒度調整された、 1:3モ ルタル硬目にセメント用防凍急結硬剤 (ク イックソークリートD)

をモルタル使用水10に対して 1混和し、よく撹拌し平均で20111111厚 で、貝層最終堆積面のように、

表面をランダムに凹凸させ最大40111111程度の高低差がつくよう、モルタル盗 りを行う。

5.貝塚復元用モルタル混練り

a)骨材処理

確認調査時最終した貝殻はほとんどがハイガイとシジミであるが、非常にもろく、粉状化を

起こしているため、そのままの状態では外部用資材として使用できない。このため、遺物とし
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ての貝殻を資材として、長期的に保護させるため貝殻の強化処理を前もって行わなければなら

ない。処理にあたり、加工された貝殻は、変色をしてはならなく、出土時と同じ色・艶でなく

てはならない。

出上した貝殻を水洗いし、表面の上・泥分等を取 り乾燥させる。(処理剤を使用)貝殻の内部

の粉状化を起こしているカルシウム分 (遊離石灰)と化合して、安定した、非常に硬い弗化カ

ルシウムの層を作る無機質強化剤 (リ トリン)粉末を、お湯で溶かし含浸させる。 リトリン 1

に対し、湯 4の配合溶液へ貝殻を約 5分間浸け込み (溶液から気泡がでなくなるまで)空中に

さらし、約24時間乾燥させ、同様 2回 目の処理も行う。

b)混練り

傾動型 ミキサーの中に海砂 5 kgと 、膨張性減水剤 (コ ンベックス100)1缶 (200g)を よく

空練 りし、次にセメント1袋 (40kg)と 出土地の上色を出すため色粉 (アミイエル)黄土色・赤

錆色・黒色を混合した物を、セメント重量の 2%(800g)に添加し空練 りし、次にセメント用

防凍急結硬剤 (ク イックソークリートD)の 10倍溶液を混練り水として使用し、(W/C60%程

度)モルタル状態になったところで上記 5。 a)の骨材処理された貝殻30kg。 海砂より取り上

げた貝殻 (塩分を水洗いし、乾燥した物)l kg・ 白玉石 (白大理 1分 目)5 kgを 入れ、均―な

コンシステンシー (作業性)と なるよう4～ 5分間、混練りする。

6.流 し延べ

4.調整モルタル上に、 5。 で混練りされた貝殻グラウトモルタルを、静かに敷延してゆき、

貝塚の検出された状態のように、貝殻の向き等に注意をはらいながら、作業を進める。

7.表面遅延剤の散布

敷き広められた、貝殻モルタルの表面の水引きの状態を見て骨材露出仕上げ用表面遅延剤 (プ

レコCCRレギュラー無色)をエアレススプレー又は、噴霧器等を使用し、均―に確実に≒3～ 4

∬/甥 (1だ当り0.25～0.33能)散布する。

8.養生

骨材露出仕上げ用表面遅延剤を吹き付け後、直ちに0。 211ull厚程度のポリエチレンシートをかけ

て石土等で、両端を固定しその上からブルーシート等で養生掛けする。

薬品効果の保持と、雨・風等による不均―なセメントの硬化を防ぐために、二重養生を行う。

9.洗い出し作業

a)翌 日または、翌々日 (前日の外気温により左右する)洗い出し表面のモルタルペーストの状態

を確認し、先ずシートを取り外して未硬化の表面をホースまたは、高圧洗浄機 (50kg～ 80kg/訴 )

にて洗い出し除去していく。一様に全面を洗い流して、もう一度洗い残しのないように、入念に

チェックしながら仕上げ洗いをする。

b)ノ ロの処理

現場設置の側溝に上のう袋にて堰き止めし、上澄水は排水し、ノロ分は、現場責任者の指示に

従い所定の場所に廃棄する。

10.表面保護

洗い出し作業終了後、材令 3日 以上で、良 く乾燥 した状態の表面に、高性能浸透性撥水剤

(デックガードP-20)を 0.4賜/雷 (2回塗)の割合で、エアスプレー等により均―に散布す
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第14図 貝塚・溝復元平面図 (1/600)
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る。

仕上が りは無色透明で洗い出しされた貝殻の長期的な保護が可能である。

さらに、貝塚表面の硬化 。防水・防カビ・防汚染のため透明艶消しの常温ガラスコーティング

剤 (ヒ ートレスグラス600)をエアスプレー等により均―に散布する。

溜まり水排水作業

復元した濤 2本内の雨水は、各 3基の集水枡を設け排水し、復元貝塚部分に降った雨水につい

ても集水枡へ排水するが、貝塚表面に凸凹を設けたため谷状にレベルの低い所に雨水が溜まるの

で基礎砕石部分まで表面から見にくい部位に10111111φ のドリルにて、水抜き穴を開ける。

復元貝塚保護柵

復元した貝塚内への人の進入防止のため、復元貝塚に平行し、(H)0.5m(W)0.2mの イヌツ

ゲによる生け垣と復元貝塚端部と貝塚部分の通路南側に杉丸太 2本の間にマニラロープを張った

貝塚保護柵を設置した。
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第15図 貝塚・溝復元断面図 (1/20)
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図版 15

1.貝塚復元施工前状況 (南から) 2.コ ンクリート打設状況 (南から)

3.調整モルタル打設状況 (南から) 4.出土貝殻受取

5。 骨材処理状況 (リ トリン処理 1回 日) 6.骨材処理状況 (リ トリン処理 2回 目)

7.混練 り状況 8.ミ キサー混合状況 (石及び貝殻 )
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図版 16

1.種石及び貝殻塗布状況 (南から) 2.種石及び貝殻塗布状況 (南から)

3.表面遅延剤散布状況 (南から) 4.養生状況 (南から)

5.洗い出し状況 (南から) 6.表面保護剤塗布状況 (南から)

7.貝塚復元完成状況 (北から) 8.復元貝塚保護柵設置状況 (北から)
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2 溝復元

溝復元の検討

昭和41(1966)年の発掘により規模が確認された、門田貝塚の中心をなす幅 4～ 5mで断面がゆる

いU字形を呈する溝 1(S D06)は、溝自体は曲折して延び、その始点・末点とも不明であり、人工

的開削であるか、自然の河道であるか意見が分かれていた。

昭和57(1982)年、岡山県教育委員会の調査により溝 1(S D06)の他に同規模の溝 S D03・ SD

08がほば南北方向に流走すると考えれる溝が検出された。 S D03検出時には、 S D06と 対になって、

環濠を形成するのでなないかと思われたが環濠としては確認できず、用水としての可能性が考えられ

た。

平成 4(1992)年度、邑久町教育委員会の確認調査では、過去の発掘調査により検出された溝 l

(S D06)・ 嵩 2(S D03)の流走方向を確認するためトレンチを設けた。その結果、濤 1は南北方

向に蛇行しながら史跡地外に延び、溝 2(S D03)は、幅約 2～ 4mで約80～ 90mの 円弧を描き史跡

地外に延びていることが確認された。さらに、溝 1。 2に直交する溝 3も検出された。

これらの調査結果から整備方法として、溝は、貝塚と共に史跡門田貝塚の最大の特質であることを

考慮して、溝の流走方向が確認された濤 1・ 2の復元整備を検討した。

整備方法

法方 点題問

A案 溝の壁面に保存処理を行い、確認され
ている濤の露出展示を行 う。

濤の保存上・防災上かなり問題が残る

と共に、濤底に溜まる水が汚泥するこ

が予想され、維持・管理上も困難が予

想される。

B案 発掘調査の結果に基づき、復元整備を

行う。整備にあたり、遺構盛土上に濤

を復元する。

溝の本物の姿を示すことができない。

C案 基本的にB案であるが、一部A案を取
り入れ、濤の実物を示す箇所を設け

る。A案を取 り入れる箇所には保存上

覆屋を設けることを検討する。

視覚上、覆屋の箇所で濤のつながりが

途切れ、遺構の広がりを有効に示せな

い。

上記の 3案などが考えられるが、門田貝塚の場合、濤下層の湧水処理と露出面の保存上から検討が

難しく、今後さらに検討 。研究を進め最終的な案を採択する。

計画としては、貝塚の復元との係わ りから検討し、保存上最も問題が少ないと考えられるB案を採

択することにする。

整備実施にあたり、濤は貝塚との関係で形成されており、遺構保護を第一に考え遺構はすべて地下

に保存し、造成上上に、溝の平面状態を復元し、濤の流走方向を視覚的に認識できる形で整備を行っ

た。

さらに、 2本の溝が史跡地外に延びていることを示すため、溝復元を史跡地造成平坦部から斜面部
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まで延ばし表現 した。

溝の表現としては、幅約 4mの端部を10cm高 くし濤状の基礎 コンクリー トに摩耗の少ない 1分の白

玉石 (白大理)を使用 し、骨材露出仕上げの洗い出し技法で行った。

溝復元 の工程概要

1.基礎工事

溝 1・ 2の流走位置に復元濤のベースとなる10011ull厚の基礎砕石の上に、50111111厚のコンクリー

ト (160-8-25)打ちと、濤端部を溝状に表現するため溝内部より10011111高 くコンクリート打ち

を行った。

2.下地処理

基礎工事後、骨材の洗い出しによる溝復元は次年度に行ったため、基礎コンクリートにクラッ

クが生じ、幅1.5111111以上のクラックに対して表面より≒3.OIllll析 り (Vカ ット)高強度無収縮セメ

ント系プレミックスグラウト材 (コ ンベクストラGP)を 流し込みクラック処理を行う。また、

コンクリート表面にホコリ・ゴミ。油分等ないよう表面清掃を行い確認する。

3.下地調整
ベースコンクリートに、水 1:左官用多目的接着剤 (セ ボンド)2に混合された「セボンドプ

ライマー」を水刷毛ローラー等にて、ベースコンクリートに擦 り付けるように全面に塗布する。

4.調整モルタル

3.下地調整の「セボンドプライマー」が乾燥しないうちに追いかけで、粒度調整された、

1:3モルタル硬目にセメント用防凍急結硬剤 (ク イックソークリートD)を モルタル使用水10

に対して 1混和し、よく撹拌の上、平均で≒1011ull厚で、下地コンクリートの表面のレベルを調整

しながら、木ゴテ・金ゴテで流し広げる。

5.骨材露出仕上げ用モルタル混練 り

電動 ミキサーに、指定された骨材白玉石 (白大理)1分を100kg、 海砂より取 り上げた貝殻 (塩

分を水洗いし、乾燥した物)洗い出し工法用モルタル混和剤 (プ レグラウトG-14)の 粉末を 2

kg/袋を入れよく混練 りし、40kg/袋 を投入し、程良く混和されたのを確認し、使用水10に対し防

凍急結硬剤 (ク イックソークリートD)1の 溶液を混練 り水として使用。(W/C約 50%)

均―なコンシステンシー (作業性)と なるよう様 4～ 5分間、混練 りして≒2011ull厚で流し広げ

る。

6.表面遅延剤の散布

上塗 リモルタルの表面の水引きの状態を見て骨材露出仕上げ用表面遅延剤 (プ レコエクスポ

ザールイエロー)原液 5:水 1の割合で調合し、エアレススプレー等を使用して、協/4～ 5∬/

200～250ccの 使用量で表面に均等に吹き付ける。

散布量の目安は、イエローの色で下地モルタルの色が見えなくなり、水光りする程度とし塗布

ムラのないように注意して吹き付ける。

7.養生

骨材露出仕上げ用表面遅延剤を吹き付け後、直ちに0.211ull厚程度のポリエチレンシートをかけ

て石土等で、両端を固定しその上からブルーシート等で養生掛けする。
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薬品効果の保持と、雨・風等による不均―なセメントの硬化を防 ぐために、二重養生を行 う。

8.洗い出し作業

翌 日または、翌々日 (前 日の外気温により左右する)洗い出し表面のセメン トペース トの状態

を確認 し、シー トを取 り外 して未硬化のセメントペース ト (表面ノロ)を、高圧洗浄機にて (水

圧舗/80kg～ 120kg)除去していく。一様に全面を洗い流して、もう一度洗い残しのないように入

念にチェックしながら仕上げ洗いをする。

9.表面保護

洗い出し作業終了後、材令 3日 以上で、良く乾燥した状態の表面に、高性能浸透性撥水剤

(デ ックガードP-20)を 0.4協/∬ (2回塗)の割合で、エアスプレー及びローラーで塗布す

る。

これにより、表面の防水撥水はもちろん、耐汚染性も大幅に向上する。

10.溜ま り水排水作業

復元 した溝 2本内の雨水は、各 3基の集水枡に排水するが、部分的にレベルの低い所に雨水が

溜まる箇所に基礎砕石部分まで表面から見に くい部位に 1011ull φの ドリルにて、水抜 き穴を開け

る。

図版 17

1.溝復元施工前状況 (南東から)

3.下地調整状況

2.下地処理状況 (東から)

4.調整モルタル打設状況 (東から)
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図版 18

1.ミ キサー混合状況 2.練 り込み状況

3.種石塗布状況 (東から)
IIIIIIIIIIIIIIII:!:!::i´ :::i:;と 、II:ξ,IiH:こ 骨::写 :言S言言ミ三」I:畳 ]:!!!:!!I!!!!!!!!!日

4.表面遅延剤散布状況 (東から)

5.洗い出し状況 (南東から) 6.表面保護剤塗布状況 (南から)

7.濤復元完成状況 (南東から) (南から)8.溝復元完成状況
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3 竪穴住居復元

復元の意義

史跡門田貝塚は、弥生時代の貝塚を伴う初期農耕集落遺跡であり吉備地方を代表する遺跡である。

環境整備にあた り遺跡の特色を踏まえ『弥生時代の門田ムラ』の復元をテーマに、代表的遺構の復元

を行い、遺跡の姿を視覚的・総合的に往時の空間を創出していくために整備を行うものである。住居

は、集落のイメージをもたせるように 2棟復元する。住居の復元にあたり、発掘で確認した遺構を原

位置に同規模の平面プランで復元することを原則とする。

さらに、住居は遺跡立地場所の地理的条件や気候条件の違い、文化的な地域差が構造へも反映する

と考えられ、そのことも考慮して構造を検討する必要がある。

復元住居 の設定

竪穴住居の復元に当た り、その資料は、昭和41(1966)年 の発掘調査によって数棟検出された、弥

生時代後期に属する平面が円形を呈する竪穴住居址である。さらに、昭和57(1982)年、岡山県教育

委員会の範囲確認調査によって 2棟検出された、平面が隅丸方形を呈する弥生時代終末から古墳時代

初頭と考えられる竪穴住居址である。これら遺跡の中の限られた調査区では、弥生時代前期に属する

竪穴住居址の検出がなく、環境整備事業にあたり復元を行 う住居のみは、先の昭和41年の発掘区で約

1/2の プランが検出された弥生時代後期に属する竪穴住居址を、復元住居の諸データとすべ く全掘

調査を行い、さらに、各地で復元されている竪穴住居を参考に構造を検討した。

平面形態

平面形すなわち住居の床面を作るために地表から掘 り込んだ部分の形である周壁の平面形は、平成

4(1992)年度に邑久町教育委員会によリトレンチ 3の竪穴住居 1と して全掘した結果、南東部分が

土羨により削平を受けているが、南北約4.6m、 東西約4.5mを測 り、ほぼ円形を呈した。

周堤の設定

竪穴住居の周壁外側に周堤がめぐらされていたことは、火山噴火の堆積物や立地上の好条件により

残存した周堤の検出や
①、発掘調査結果の再検討により、円形住居の周壁外側に同心円形の濤がめぐ

る例の解釈等により周堤の存在を想定されている。また、竪穴掘削時の廃土処理の問題からも、竪穴

住居を掘削した廃土を周堤の盛土に利用し、壁体の上半部と化すことにより頑丈な高い壁体を比較的

容易に獲得するという建築技術上の特質と考えた。
②

門田貝塚の竪穴住居の周堤の高さは、竪穴掘削時の廃土量から単純に計算でききるものではない

が、一つの目安として計算してみると次のような数値となる。ただし、半径以外の数値は、遺跡地の

立地の良さから弥生時代以降中世にわたる遺構が検出され上層部の削平や遺構の重なりにより仮定し

た数値を用いた。

半径………………………………r  r=2.25m(直 径が4.5m)

地表からの深さ……………d  d=0.50m(調 査時では0.20mであったが0.50mと 仮定する)

周堤の幅…………………・………w  w=1.00m(仮 定する)
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周堤の地表からの高さ……hと した場合

hπ {(■ +w)2_}=dπ ■2でぁるから
d r2

h= と表現され
2 r wttw2

0.50× 2.25× 2.25

2× 2.25× 1.0+1.0× 1.0

2.53125             
｀

5,5

==0.46022

学生o。 46

d tt h=0,96mと な り、住居床面から周児上端までの高さの目安とした。

周堤の内側には、多くの竪穴住居址の周鷺の検出から、この遺構を、周堤内側壁にそって杉割り板

を立て並べ土留め用施設と理解し設置した。周堤外側の土留め用施設については、後世に地表面の削

平により遺存しない可能性もあるが、復元にあたり設置しなかった。

柱の設定

発掘調査により、住居床面から10数基のピットを検出した。(第20図)それらすべてのピットが柱穴

として機能したと考えられず、他の遺構に伴うピットも含まれていると思われた。約50cm× 80cmの掘

り方に、柱を設置する部分をさらに深く掘り込み二段掘り構造を呈する明らかに柱穴と思われるピッ

トを手がかりに、P-1～ 6の計 6本で主柱が構成される住居と考えた。 6本の主柱の配置は、中央
ピットであるP-7を 中心として住居周壁近くに、ほぼ同一円周上に並ぶ。

棟の設定

棟の存在を考えることは、屋根形態と大きく関係し、入母屋造りの屋根形態と想定する。

棟方向の設定として、東日本の弥生時代の竪穴住居に見られる平面形態が隅丸長方形や小判型であ

れば長軸方向に棟方向を設定できるが、西日本の竪穴住居の平面形態が円形の場合、周堤の平面形態

のみで棟方向を設定することができない。このことから、主柱に架けられる桁の長さを次のように比

べ棟の方向を設定した。

桁 aと桁 dが他の4本の桁に比べ長く、この桁方向に棟が平行するものと想定した。ただし、桁 a

と桁 dは他の相対する桁どうしの様に平行ではなく角度で2.15° 振っている。そこで角の 2等分線を

引くとN線 となりこれを棟方向と設定した。(第 19図 )

桁 と梁の設定

住居の四主柱形式の構造は、棟木の方向から平行する材を桁、直行する材を梁として柱に架け渡す

が、本例のような六主柱形式の構造では、柱間に架け渡す材はすべて桁として扱う。P-1～ 6の主

柱の柱心での柱間は、P-1～ P-2で 1.57m、 P-2～ P-3で 1.55m、 P-3～ P-4で 1.91

m、 P-4～ P-5で 1.89m、 P-5～ P-6で 1.14m、 P-6～ P-1で 2.05mを測る。主柱と桁

の組み合わせ方は、多 くの復元住居で採用されている上部が三又状になった柱に桁を架け渡すのでは
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なく、門田只塚で復元する竪穴住居は弥生時代後期のものであり、弥生時代の農耕社会の成立による

新しい土木技術や金属製工具による多様な木製品に見られる高度な木工技術から考え、ほぞとほぞ穴

で組み合わされたものと考えた。

桁と桁の組み合わせ方法は、四主柱形式の構造のように単純に配置出来ず (第 21図)の桁配置図の

ように、まず桁 bと桁 eを P-2～ P-3と P-5～ P-6の 柱に架け渡し、その上に、桁 bと桁 e

にはぼ平行する桁 aと桁 dを P-1～ P-2と P-4～ P-5の 主柱上の桁に架け渡し、さらに、棟

木と平行する桁 cと 桁 fを P-3～ P-4と P-6～ P-1の 主柱上の桁に架け渡した。桁の組み合

わせ部分は互いに上下に相しゃくりとした。

垂木の配置

垂木は幅 lmの周堤内側まで住居内部の有効利用を図るため、極力周堤外側に配置した。このため

周堤内側で床面から垂木までの高さは約170cm、 住居内の周堤上の幅を約50cm確保出来た。垂木配置

の間隔は、桁から竪穴壁までの床面にほとんど間隔を開けずに密に列した状態で発掘された例が山陽

地方に多く遺存し、桁から地面までは土葺きで、桁から上は草葺き屋根で有ることも推測されている

が、0本例はすべて茅葺き屋根として想定し、住居規模から考え、垂木尻で65cm間隔で放射状に配し、

周堤内に差込み固定した。

桁に乗る垂木の勾配は、多 くの復元住居の勾配に矩勾配 (45つ として設定されているが、門田貝塚

復元住居では、 6本の桁までの距離が一定でないが基本勾配として、邑久町平野部にある近世寄棟造

茅葺き民家の降棟の角度を参考にし、垂木勾配を 9寸 5分 (43.5° )と した。

屋根 の形態

屋根の形態は、大きく切妻造・寄棟造・入母屋造があるが、屋根の妻部分は、竪穴住居内への採光

の一番の箇所であり、住居中央の床面に「灰穴炉」といわれる炉からの煙出しの必要性、さらに、総

社市横寺遺跡出上の竪穴住居を模した家形土製品
0(第 18図)を参考に、屋根形態を、桁から下は、垂

木を円錐形の放射状配置に配す。桁から上の小屋組は、上部の屋根加重により柱 1・ 3・ 4・ 6が外

側に開かないよう桁 fと 桁 cに梁 gと梁 hを配する「京呂組」の軸組を行う。0(第 21図 )その上に先

端を交差させた斜めの部材の叔首を組んで棟を支えた切妻を乗せたいわゆる入母屋造と考えた。(第

25図)こ のように、主柱とこの上に架した桁材によってできる立方体の骨格が上部を支える基礎枠組

みと考えた構造を、都出比呂志氏は「主柱枠組骨格構造」と仮称 し、弥生時代以降主柱穴が大 くか

つ、深いことから主柱は重力を支える基本枠組みと考えるべきで、弥生時代に全国的に定着する構造

と考えた。
②

入母屋の屋根の妻側端部である崚羽は雨や風で痛みやすいので外側に転びを設けた。 (第 27図 )

茅葺 き

茅葺き材を固定するための部材としての「下地」あるいは「葺地」については、横方向に幅18cm間

隔で「エツリ」または「小舞竹」をならベシュロ縄で結束し屋根下地を行う。

通常の葺き方と逆の方向で、茅の穂先を下にして葺く「逆葺き」と呼ばれる葺き方がある。この茅

葺きは、葺き茅の量が少なくてすむし、葺いた茅を押さえるための押さえ竹の間隔もまばらで済む、
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さらに普通の茅葺きに必要な野地と茅の間に捨て茅 (延べ茅)を挟み、茅葺き角度を調整しなくても

良いという技法的に簡単な方法であり竪穴住居でも逆葺が行われたものと考えられるが、『日本書紀

仁徳元年』に「茅茨の蓋い、切りととのえず」の一文から支配者層の住居では屋根面に茅の尻すなわ

ち根元がでており茅を切りととのえていなかったようである。今回の復元では、茅の耐久性の問題か

ら復元住居の茅葺き方法は、茅の根元を下にし、捨て茅を挟み込み固定するため密実な茅葺きができ

る通常の茅葺き方法で約40oll厚で葺くものとした。

棟については、下からの積み茅に棟を跨ぐように「枢」とか「鞍茅」と言われる茅を掛け三、四重

ねの杉皮で覆う。さらに杉皮を押さえるため棟と平行に 6本の腹竹を並べ押え竹に結束する。棟の上

には、木材を「X」 状に組み合わせた「置千木」を並べ、重みで枢茅を押さえた。千木の数について

は、古墳・埴輸窯跡出上の家形埴輸の棟押さえとして並列した「堅魚木」の数を参考とするため調べ

ると次表のとおりとなり、入母屋造の屋根は、棟部分の幅が広く、堅魚木の数は 5。 6本が多いよう

である。今回の復元では 5本の置千木を設置した。

第18図 横寺遺跡出土家形土製品 (1/2)

◎
桁 C

椒方向0推定
0及ザ dの 強向がIBo 4辺 にLべて長く

`

伸方向と平行な帝と催潤する。

ね0通 りな0位 置推定
。0特と Jの桁轄他0組ら合わせと同しく平行ではをく
角庄て ,2.155宝 犠つてい Is,
そこて角02等 分観全gIく と報 Nとなる
猟0中心0推定
上霊o報 N上で推葉半笹2.25日とをる位置を
実潤日0周颯に極力二なる拉Hモ配Hし

`

その中心真を報0中心とし,そ の点● 0と する .

9        1        ?m

第 19図 竪穴住居 1平面図 (1/60)

/も7蒸
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ヽ

第20図 復元住居柱配置図 (V60)

撫 0推定 通 りお を基 芭 とな るよ うに
表刑 固を S7.S2,=園 喧す る。

LRO確定
性のお0世 H嗜 ´素刈□よりそれぞれ A～ Fと し ,
3殖離4 rl瀾 し国面に畠載
資料より本口02000性 を調H

祭桁0な定
資料より 上下に相しゃくりとし,とおてほぞ入れとして想定
ウイズは ホロ200と 思定
資料よリホロ02000性を開H

2m

O                m

第21図 復元住居梁伏図 (1/60)
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古墳・埴輪窯出土家形埴輪堅魚木 (鰹木)数一覧表

魚
数
堅
木 屋根形

遺 跡 名
(出土地)

所在地 時  期 堅魚
木数
屋根形

遺 跡 名
(出土地)

所在地 時  期

3 寄棟造

寄棟造

寄棟造

寄棟造

寄棟造

寄棟造

寄棟造

野崎 4号墳

殿部田 1号墳

経塚古墳

瓦塚古墳

勢野茶臼山古墳

殖蓮村上植木

杉ケ袋経ノ塚

京都府

千葉県

福島県

埼玉県

奈良県

群馬県

宮城県

6世紀前半

6世紀前半

6世紀前半

6世紀

6世紀

6 切妻造

切妻造

切妻造

入母屋

古市村誉田

今井茶臼山古墳

新沢281号墳

赤堀村今井

大阪府

群馬県

奈良県

群馬県

5世紀中葉

5世紀

7 入母屋

入母屋

入母屋

形態不

四つ塚13号墳

今城塚古墳

古市村誉田

強土村西長岡

岡山県

大阪府

大阪府

群馬県

6世紀前半

6世紀前半

4 寄棟造

寄棟造

寄棟造

寄棟造

寄棟造

寄棟造

寄棟造

入母屋

長瀬高浜遺跡

常光坊谷4号墳

平所埴輪窯跡

杉ケ袋経ノ塚

松原町高萩

殖蓮村上植木

美土里村

経僧塚古墳

鳥取県

三重県

島根県

官城県

茨城県

群馬県

群馬県

千葉県

5世紀後半

5世紀後半

古墳後期

6世紀後半

8 切妻造 殖蓮村上植木 群馬県

10 切妻造

入母屋

ヤスミ古墳

舟塚古墳

鳥取県

茨城県

古墳後期

6世紀中葉

13 入母屋 富士山古墳 栃木県 6世紀後半

5 入母屋

入母屋

入母屋

入母屋

寄棟造

切妻造

宮山古墳

長瀬高浜遺跡

不明

花園村上ノ城

韮川村

南金屋

奈良県

鳥取県

群馬県

埼玉県

群馬県

埼玉県

5世紀前半

5世紀後半

6世紀後半

参考文献

・後藤守―  「埴輪家乗成」『上野国佐波郡赤堀村今井茶臼山古墳』 帝室博物館学報六 帝室博物館 1933

・伊達宗泰  『埴輪』 保育社 1978

・猪熊兼勝  『埴輪』 日本の原始美術 6 講談社 1979

・石野博信・岩崎卓也・河上邦彦・白石太一郎編  『古墳Ⅲ 埴輪』 古墳時代の研究九 雄山閣 1992

・ 高橋克壽  『歴史発掘③ 埴輪の世紀』 講談社 1996

出入 口の位 置 と構造

出入田部分を遺構から確認できた例は、東日本の弥生時代の竪穴住居において、出入口用の梯子を

埋めたピットや梯子の痕跡を検出した例があり、位置や構造までも確認されている。また、岡山県久

米町の声ケ谷遺跡からは、壁体溝内で検出された柱穴を出入回の下柱の柱穴と判断し位置を設定して

いる。0今回、門田貝塚で検出した竪穴住居では、住居内や周壁近くに小ピットが10数基検出された

が、それらの遺構から出入日の位置を設定すべきことはできなかった。多淵敏樹氏は、「竪穴住居とい

う生活空間では、……室内全体が一体となったいわゆる一室空間であるから、どの位置へ出入口を

持ってきても、室内の使い勝手としては基本的には大きな差がないJと考え、さらに、出入日の位置

を棟の方向に対して同方向にある妻入 りか直行する方向にある平入 りとするかに対しても上記の考え

から、「近世民家が棟に対して地域的に厳格な決定があるが、弥生時代の竪穴住居では、出入日の位置
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を固定する必要がなかった」と考えた。
①このため一般的に、出入口の位置は、冬場の住居内の保温問

題と関係し、当地は冬場北からの風が強いので、反対側の南方向と考え、家屋文鏡や環頭太刀の家形

装飾を参考に妻入りとし、P-4～ P-5の 部分に出入口の位置を設定した。

出入日の構造については、古墳時代の竪穴住居資料になるが、奈良県佐味田宝塚古墳出上の家屋文

鏡や奈良県東大寺山古墳出上の環頭太刀の家形装飾
①を参考に「突き上げ戸」とか「跳ね上げ戸」と言

われる軽く開閉が出来る構造のものと考えた。具体的には、出入口の屋根として垂木に庇受けの横木

を渡し3寸勾配で庇桁を掛け約10cm厚に茅葺きを行いさらに上部を杉皮葺きを行い雨対策を行 う。戸

板は杉皮張 りで出入口屋根の柱に取 り付ける。出入 り日の幅は、人が土器等を持って出入 りが出来る

幅と考え周堤内側で約90cl■、外側で約120cmの幅を設けた。また、住居内部へ出入 りの際して梯子の使

用が考えられるが、安全面も考慮し周堤部に 3段の階段を設け出入 り用とした。

灰 穴炉

西日本の弥生時代の竪穴住居床面のほぼ中心部に炭や灰の堆積がある土羨が存在する。また、土羨

の周縁部に加熱赤変の痕跡を確認することがある。これは、土羨内に灰を詰め、灰を媒介物として火

が使われたことを示し「灰穴炉」と呼ばれている。

門田貝塚で検出した住居では、床面が削平を受けていたが長径45clll、 短径 30cm、 深さ20cmを測る

P-7が この灰穴炉と考えられ、復元にあたり岡山県雄町遺跡第 8号住居跡①で確認されている中央

土羨の周囲に土堤をめぐらせた灰穴炉を参考に復元した。

防炎対策

各地の復元住居のいくつかのところで火災に見昇われれいる。発見時には消火は間に合わず数分の

内に全焼している。この原因には、ほとんどが茅に覆われているという可燃性のある材料であるため

と共に、環境整備したいわゆる門田貝塚史跡公園は、史跡地周辺にも少なからず宅地があり、地域住

民の憩いの場所としての機能を果たすよう夜間も開放することから防火対策について検討する必要が

ある。

これまでの主な防火対策は、住居内に消火器を設置したり近くに消火栓を設置する。また、煙感知

器を屋根の梁部分に取 り付け管理施設で集中管理しスプリンクラーを設置するシステムを併設してい

るケースもまれに見受けられるが、設置コストが高くあまり浸透していなく決定的な解決策となって

いないようである。

門田貝塚史跡公園では、近接した施設がなく煙感知器による集中管理が出来ないため、火災を早期

発見しかつ初期の延焼を抑えることが重要であると考え、住居の建材に防火難燃剤 (フ ァイヤープリ

ペンダー)を塗布または含侵し、類焼を遅らせる工法を検討した。すなわち、火災では通常燃えやす

い紙類、衣類、木材、ワラ類など引火しやすい物が発火するフラッシュオーバー (約 750℃ )状態にな

り不燃物質以外はすべて燃えてしまうが、この防火難燃剤は1300Cの熱を用いても炎を出さない。す

なわち引火をしないため、フラッシュオーバー状態にならない。いわば着火物からの類焼をしないこ

とになる。この防火難燃剤のその他の効果として、無色透明で無公害性の水容性薬剤であり、紫外線

や気温による効果の損失がなく、雨に当たらないところでは半永久的に効果が持続する。さらに、復

元住居完成後、屋根の内外面に噴霧された防火難燃剤や茅の維持のため、表面に常温ガラスコーティ
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ング剤 (ヒ ー トレスグラス)の吹き付け作業を行い防水・防虫・硬質化を図った。

建築材

復元住居に使用する木工事での構造材及び造作材については、付載 2建築材製品別樹種一覧表を参

考に、外観 。強度を考慮し次のとおり樹種及び等級を選定した。

なお、構造材については材の皮象Jき。末口については鋸引きを無くすよう加工した。さらに、古色

を出すため表面焼き処理を行った。

建築部材一覧

構造材 間伐九太使用

部 材 部 分 名 材 種 末   口 長   さ 本  数

柱 栗丸太 皮剣き 150111111 3,000111111 6本

桁 A 松丸太 皮剣き 150 2,700 3

桁 B 松丸太 皮象Jき 150 2,000 3

梁 松丸太 皮剣き 医
υ 3,600 2

叉 首 桧丸太 皮劉き ｎ
υ 2,000 4

棟 木 桧丸太 皮剣き ０
る 3,600 1

垂木 (下部短) 桧丸太 皮劉き 食
υ 2,700 14

垂木 (下部長) 桧丸太 皮象Jき 企
υ 3,600 17

垂木 (上 部) 桧丸太 皮象Jき 貪
υ 2,700 16

垂木受け 松丸太 皮劉き ｎ
υ
∩
υ 1,800 2

入口柱 桧九太 皮剣き 公
υ 2,700 4

入口桁 桧丸太 皮剣き ｎ
υ
食
υ 1,800 3

入口垂木 桧丸太 皮剣き 60 2,700 3

造作材 間伐丸太使用

部 材 部 分名 材 種 末   口 長   さ 本  数

棟押え 桧丸太 皮剣き 100mm 4,50011un 1本

杉皮押え 桧九太 皮剣き 60 4,500 6

千 木 桧丸太 皮劉き 60 1,500 10

煙出し 雑木小枝 30 900 40

周堤内部堰板下地 桧丸太 皮剣き 90 2,000 4
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板 材 製材板でなく割板とする

部 材 部 分 名 材 種 厚   み 巾 長   さ 枚  数

周堤内部堰板 杉害より板 平均50 平均 20011ul 1,200mm 72t策

階段堰板 杉割り板 平均50 平均200
会
υ

つ
０

″ 〃 1,200 6

広小昇 杉割り板 平均24 平均210 1,200 45

堅穴住 居 復元 の施工工程概要

竪穴住居の復元にあたり、上記の各検討内容を受け具体的施工工程概要は次のとお りである。な

お、A～ E工程の一部については前後したり、平行して行 うものもあるが基本的にはA～ Eへの工程

で施工を行った。

A.準備

1.復元住居 1の位置を竪穴住居 1の確認調査時の実測図によリプランを現場に復元した。復元住

居 2については、復元住居 1の周濤から5m北側に復元住居 1と 同規模のものを現場に復元し

た 。

B.基礎工事 。土間工事

1.主柱布基礎部分を重機による掘削し、1501114圧で砕石転圧。

2.鉄筋による配筋を行い、コンクリートの打設。

3.主柱位置の墨出しを行い、主柱型枠の設置。

4.布基礎埋め戻しと床・周堤部分に100411n圧で砕石転圧。

5.床面のコンクリート打設し、棟方向・出入日の墨出し。

6.周堤内側に円形に周壁板・周堤・垂木の施工上、周晃と同規模の木製型枠を作成し設置した。

7.周堤型枠に添って周壁板を配し、裏面 3ヶ 所を角材で背面よリビス止めを行った。

8.周堤を真砂土による自然土舗装を周堤半分の高さまで打設。

9.垂木尻に 1本置きにアンカーボル トを取 り付け、周堤に埋め込む。

10.周堤の外側・天場 。人の自然土舗装を行 う。

11.周堤の天場と床の仕上げとしてセメント着色料を加え真砂上がセメントにより白色を呈するの

を防ぎ黒褐色の上色を出した。

12,中央の炉穴の周囲に土堤を巡らせ、反穴内部に灰を入れた。

C.小屋組工事

1.棟上まですべてクレーンで建築材を吊り下げ小屋組を行った。まず、柱を型枠の中に立柱し仮

止めを行い、各柱に桁を渡し、棟方向に平行する桁に梁を 2本渡す。柱・桁 。梁の木組み部分は

すべて六角ボル トにより固定。

2.梁の上に叉首を 2ヶ 所組み、その上に棟木を乗せコーチボル トで補強。

-66-



第 2節 復元施設

3.周堤設置部分で55.8cm間隔で垂木を桁と棟木に取 り付けコースレットにて固定。

4.周堤中から垂木に沿い広小舞として21cm幅の杉板を 3枚垂木に取 り付け。

5,主柱根元、周壁板内外、広小舞への防腐処理剤の噴霧。

D.屋根工事

1.屋根面の骨格である垂木材までの小屋組みができると茅葺き作業に必要な仮足場を住居の周堤

とほぼ同じ高さで幅一丈 (約 3m)で組み軒先から三尺 (約90cm)の バタ板で通路を設ける。

2.柱 と桁、桁と梁、桁と垂木、叉首と棟木、棟木と垂木の組み合わせ部分に化粧的に葛弦巻きを

行った。

3.屋根下地の最後として垂木の上に横方向に最下段の「コジリ」とか「茅負」と呼ばれる長さ約

3mの真竹を横たえる。次に 5寸 (約15cm)離 し垂木に縫い付け竹を 2本 6寸 (約 18cm)間を開

け横たえ平小舞に釘で固定しシュロ縄で結束する。それ以上の段は「エツリ」を 6寸幅で配し釘

で垂木に固定し、さらに、シュロ縄で結束する。

4.茅葺きのための茅を使用する部位別に仕分ける「茅すぐりJを行う。

5。 出入日の屋根部分に茅を約15cm厚で葺き、さらにその茅を三枚重ねの杉皮で巻き込み上部は雑

木で押さえる。側面については杉皮葺きを行った。

6.屋根下地が完成すると、屋根全体に化粧茅 (ソ グリ茅)と言われる茅の袴を取 り除いた芯のみ

の茅を一列に敷き並べ 2ヶ 所を針金で「エツリ」に結束する。

7.軒付けとしてまず最初に長さ150～ 160cm、 幅25cm、 高さ22cmに束ねられた茅を「コジリJに針

金そ結束し、茅の根元部分を「軒打ち」「日Fき板」と呼ばれるオール状の道具で横殴 りに叩き付け

て茅の尻を斜めに揃える。次に 3尺 (約 90cm)に 切 りそろえた切 り茅を挟み、その上に長さ

170～ 180cmの長茅を重ね「ハバコ竹」「押しボコ竹」「押え竹」と呼ばれる長さ約300cmの真竹を横

たえ垂木に針金で結んで茅を挟み込む。

8.軒部分が終わると、屋根斜面部分の茅葺きである平葺きが行われる。切 り茅を厚みと勾配を保

ち重ね長茅を上に葺き、押え竹で留めるのを 1工程として10工程で棟部分まで葺きあげていく。

押え竹は 1尺 5寸 (約45cm)か ら2尺 (約60cm)間隔で配し、「針J呼ばれる葺いた茅に針金や縄

を通すために金属の針を使い押え竹を垂木と針金で固定するために使用 した。平葺 きの過程で

「カヤゴテ」「カヤウチ」「ガキ板Jと 呼ばれる屋根の勾配を整える道具が使用されながら平葺き

が行われいく。

平葺きで 1工程終了後、上部の作業のため長さ約120～ 160cm、 径約 6～ 10cmの九太を屋根の周

囲に取 り付けて棟まで 8段に丸太足場が付けられた。

9.平葺きを終わると、棟部分の茅葺きが行われるが、作業用足場として棟の周囲に足場と妻部分

の外側にバタ板で足場が作られる。先ず、長茅を棟と平行方向に横積みして積み上げられ断面が

三角形を呈する芯が作られる。その上に、棟をまたぐように「福」「鞍茅」と呼ばれる茅を 2寸厚

(約 6 cm)で二つ折 りにかぶせ、棟頂部と斜面各 3本計 7本の押え竹で平葺きの押え竹と針金で

結束する。

10。 「枢」の上に棟の端部にあたる部分に 6寸幅 (約20cm)の 板を挟み、 3枚重ねの杉皮で覆い、

その上に棟部分に屋根勾配に合わせ切 り込みを入れた棟押さえの九太材 (長さ約430cm、 径約 10
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cm)と 杉皮部分の斜面に 3本計 6本の杉皮押さえの九太材 (長さ約390clll、 径約 6 cm)で ある「棟

竹J「からす押え」を取 り付けて「枢」の押え竹と針金で結束する。

11.さ らに、棟押さえとしての機能面と修景的に「置き千木」 (長さ約90cm、 径約10cm)を 「X」 状

に 5組棟方向に対して垂直に並べ釘で「からす押え」に固定し、シュロ縄でさらに結束した。

12.茅葺きの最終工程として、屋根面を刈り込んで平坦にする。刈り込みには、刃の幅が広 く先端

が上方に反っている専用バサミを使用し、棟の妻部分の崚羽の外側への転びの傾斜に合わせ揃え

刈り揃える。刈 り揃えの途中で「カヤゴテ」で茅端部を揃えながら刈り込みが行われる。

13.妻部分の刈 り込みが終わると、煙 り出し部分下に三枚重ねの杉皮が葺かれ雑木で押さえシュロ

縄で結束される。

14.棟部分を茅葺きするため架けられた足場がかされ、軒部分の刈 り込みが行われる。軒の刈 り込

み線を水糸を張 り決め、ハサミで刈り揃えていく。それと共に屋根の平部分が、丸太足場をはず

しながら上方から刈 り揃えていく。刈り込み時、一部の茅が屋根奥にある場合は、「ヌキ」と呼ば

れる金属製の道具で茅を挟み、外に摘み出し、刈 り込みが行われる。

刈 り込んだ切 り茅は、竹需や熊手で掻き降ろしながら刈 り込みが行われる。

15。 平葺き部分の刈 り込みが終了すると住居周堤外側の足場を解体し茅葺き工事を終える。 (屋根

工事の内茅葺き作業の足場設置から解体までの実質日数は、茅葺き職人 5人で北側住居が12日

間、南側住居が10日 間であった。)

E.保存処理

1.茅葺き終了後、防炎処理と防護処理として、防火難燃剤を屋根の内外面に噴霧しさらに、ガラ

スコーティング剤の吹き付けを行った。

註

(1)富山県福岡町下老子笹川遺跡で検出された方生時代終末期の 3棟の住居には周堤が残存し、さらにその内

の 1棟は、周堤上に小穴が並んで検出され、垂木が差し込まれていた可能性が考えられている。

上田尚美  「福岡町下老子笹川遺跡J『埋文とやま』第59号 富山県埋蔵文化財センター 1997

(2)都出比呂志  『日本農耕社会の成立過程』 岩波書店 1989

(3)宮本長二郎  「住居」『岩波講座日本考古学 4集落と祭祀』 岩波書店 1986

(4)武田恭彰  「新本新庄地 EXIほ場整備事業に伴う発掘調査 lJ 『総社市埋蔵文化財調査年報 4』 (平成 5年

度) 総社市教育委員会 1994

(5)柱や桁の構造体の「軸組」の組み方で、柱の上に桁を載せ、その上に梁をまわす組み合わせ方を 「京呂

組」といい、柱・梁・桁の順番に組み合わせ方を「折置組」と呼ぶ。「京呂組」の方が柱配置の自由度が高

い 。

石田潤一郎  『屋根のはなし』 鹿島出版会 1990

(6)村上幸雄  「芦ケ谷復元住居の記録」『稼山遺跡群 I』  久米開発事業に伴う文化財調査委員会 1979

(7)多淵敏樹  「大中遺跡の竪穴住居址の建築史的意義J『播磨大中遺跡の研究』 播磨町教育委員会・播磨町

郷土資料館 1990

(8)金関 恕  「卑弥呼と東大寺山古墳」 『古代史発掘』 6 講談社 1975

(9)正岡隆夫  「雄町遺跡J『埋蔵文化財発掘調査報告一山陽新幹線に伴 う調査』 岡山県教育委員会 1972
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今回の竪穴住居復元にあた り註に記 した以外に以下の文献を参考に検討を加えながら、史跡門田貝

塚史跡整備委員会専門委員の近藤義郎 。河本 清・岡田 博・臼井洋輔・柳瀬昭彦 。高畑知功 。平

井 勝氏の他、渋谷泰彦・岡本明郎・村上幸雄・葛原克人の諸先生からの指導助言を受け、実際の茅

葺 きの施工工程や仕様等については山本屋根工事代表山本 勇氏の教示を得ました。

さらに、復元住居の参考例 として、福岡県福岡市「板付弥生のムラ」、岡山県津山市沼遺跡・津山弥

生の里文化財センター、岡山県総社市昔公園、岡山県倉敷市倉敷埋蔵文化財センター、岡山県美星町

五万原遺跡、岡山県 日生町鹿久居島古代体験の里「まほろば」、岡山県美甘村堂の前遺跡、岡山県八束

村蒜山郷土博物館、鳥取県淀江町伯者古代の丘公園、鳥取県米子市福市遺跡、兵庫県赤穂市東有年・

沖田遺跡公園、兵庫県播磨町播磨大中古代村、大阪府和泉市大阪府立弥生文化博物館、愛知県清洲町

貝殻山貝塚資料館、愛知県名古屋市見晴台考古資料館、静岡県静岡市登呂遺跡、千葉県千葉市加曽利

貝塚を参考としました。

参考文献

・近藤義郎  「竪穴住居址」 近藤義郎・渋谷泰彦編『津山秀生住居址群の研究』 津山郷土館考古学研究報告

第 2冊 津山市・津山郷土館 1957

・渋谷泰彦  「竪穴住居址群の復元研究」 近藤義郎・渋谷泰彦編『津山弥生住居址群の研究』 津山郷土館考

古学研究報告第 2冊 津山市・津山郷土館 1957

・ 間壁忠彦・間壁改子  「岡山県美星町五万原遺跡」 『倉敷考古館研究集報』第 5号 1968

・ 間壁忠彦・間壁改子  「女男岩遺跡」 『倉敷考古館研究集報』第10号  1974

・石野博信  「考古学から見た古代日本の住居」 大林太良編『家』 社会思想社 1975
0津山市教育委員会  『津山市沼弥生住居址群』 1977

・津山市教育委員会  『沼秀生復元住居復旧工事報告書』 1979

・渋谷泰彦  「竪穴住居の復元」 『津山弥生の里』 津山市教育委員会 1984

・ 宮本長二郎  「住居と倉庫」 金関 恕・佐原 真編『弥生文化の研究』第 7巻  1986

・平井泰男 『堂の前遺跡』 美甘村教育委員会 1989

・播磨町教育委員会・播磨町郷土資料館  『播磨大中遺跡の研究』 1990

・ 山本輝雄  「住居の上部構造と建築材」 『古墳時代の研究』第 2巻  1990
0大阪府立弥生文化博物館編  『弥生文化』 1991

・ 岡本明郎  「家形埴輪と蒜山原の民家との比較」 近藤義郎『蒜山原四つ塚古墳群』(改訂版)岡 山県真庭郡

八東村 1992

・ 太田邦夫  「復元住居について」 『よみがえる太古うつのみや遺跡の広場一史跡根古谷遺跡保存整備事業報

告書―』 宇都宮市教育委員会 1992

・ 福岡市教育委員会  「史跡板付遺跡環境整備報告書」 『福岡市埋蔵文化財調査報告書』第314集  1992

・ 千葉市教育委員会  『史跡加曽利只塚環境整備事業報告書』 1994

・福岡市教育委員会  「史跡板付遺跡環境整備報告」 『福岡市埋蔵文化財調査報告書』第439集  1995
。高槻市教育委員会  「ハニワエ場公園 1-新池埴輪製作遺跡整備事業報告書―」 『高槻市文化財調査報告

書』第19冊  1995

。三輪嘉六・宮本長二郎  「家形はにわ」 『日本の美術』第348号 至文堂 1995           _

・ 臼井洋輔  「丸い柱痕は即丸い柱の証明になるであろうか」 『近藤義郎古稀記念考古文集』 考古文集編集
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委員会 1995

。CJl桜井市文化財協会  「大和の高殿―渦巻飾から飛雲飾ヘー」 『桜井市立埋蔵文化財センター展示収蔵室特

別図録』第12冊  1997
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図版 19

2.建築材搬入状況

6.周堤壁板

1.建築材搬入状況

3.建築材加工状況 4.表面焼き処理状況

5。 柱の仕口

7.施工前 (南から) 8.床面コンクリート打設状況 (南西から)
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図版 20

1.周堤型枠設置状況 (南西から) 2.周堤壁板取付け状況 (南西から)

3.柱の建て込み状況 (南西から) 4.桁渡し状況 (南西から)

5.棟木の取り付け状況 (南西から) 6。 垂木の取り付け状況 (南西から)

7.周堤・小屋組み完成状況 (南西から)
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1.葛弦巻き状況
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図版 21

i羽

(北東から)6.化粧茅が葺かれた状況

Ⅷ
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‐
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―

2.エ ツリの取り付け状況

3.屋根下地完成状況 (北から) 4.茅すぐり状況

5。 化粧茅結東状況

7.軒付け状況 8.軒部分の茅葺き状況 (北東から)
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図版 22

囲

1.平葺き状況 (北東から) 2.平葺き状況 (南東から)

3.カ ヤゴテの使用状況 4.茅葺き道具 (カヤゴテ・軒打ち。針)

5.棟部分の茅葺き状況 (北東から)
|ぽ
夢 守

6.棟部分の茅葺き状況 (南東から)

7.茅葺きを終えた状況 (北東から) 8.置千本取 り付け状況 (南東から)
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図版 23

1.茅の刈り込み状況 (北東から) 2.妻部分の茅刈り込み状況

3.雪の中の復元住居 (北から) 平部分の茅刈り込み状況

5,足場の取り外し状況 (東から) 6.刈 り込み道具 (ハサミ・ハサミ・ヌキ)

7.茅葺きの完成状況 (北東から) 8.茅葺き職人のみなさん
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第 3節 園路広場

園路広場としては、盛土造成平坦部及び
。復元住居周堤・床面 。側溝の自然土舗装、北

。南の入口

エントランス部分の擬石平板舗装、史跡地西側の管理用通路のカラー舗装のほか、縁石工として造成

盛土と斜面境の雑割縁石・東側水田部との境界部分の擁壁工・復元濤を横断する橋工等を行った。

1 自然土舗装

史跡造成平坦分の溝-2の西側、濤-1と濤-2に挟まれた部分、復元住居周辺の園路部分につい

ては、遺構復元に調和し、自然の土色を生かして自然上に近い感触のものを基本となる。また雨水の

表面排水の区間・勾配を配慮して、表面を硬化させ、仕上げ材料の流出を抑えるものが摩さわしいた

め、セメント系硬化剤 (パ ーフェクトクレイL)を使用し真砂土による自然色土舗装を行った。

また、復元住居の周堤・床面 。側溝・周囲の園路部分については、セメント系硬化剤 (パ ーフェク

トクレイL)よ りさらに均―でより硬化をさせようと土質改良材 (SL-1900無 機系特殊水溶液)と

セメントをカロえ真砂土舗装を行った。 (第34図 )

施工工程 (セ メント系自然土舗装)

1.掘削

造成盛土をユンボにより必要深さまで鋤取 り、不陸整正を行い、振動ローラーにより路床規正

転圧を行 う。

2.路盤工

15clll厚でクラッシャーラン (C-40)を グレーダーによる敷均しを行い、振動ローラーによる

転圧。

3.表層工

路盤工の上に均―に真砂土とセメント系硬化剤を混合し10clll厚でアスファル トフィニッシャー

による敷均し行い、振動ローラーによる転圧後、散水し真砂土を安定硬化させる。

施工工程 (モルケルソイルサンド)

1.掘削

造成盛上の不陸整正を行い、振動ローラーにより路床規正転圧を行う。

2.路盤工

10clll厚でクラッシャーラン (C-40)の敷均しを行い、振動ローラーによる転圧。

3.表層工

路盤工の上に真砂土、SL-1900、 セメント、水をミキサーにて 7分間以上均―に撹拌し10cm

厚で敷均し行い、左官によるコテ仕上げ、需目仕上げを行う。

2 擬石平板舗装

史跡地北西と南西側のエントランス部分は、史跡地内への出入口部分としてぶさわしいものとして

擬石平板ブロックによる舗装を行った。 (第 35図 )

北西エントランス擬石平板面積70.0だ、南西エントランス擬石ブロック面積39,0∬。

施工工程
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第3節 園路広場

・ 機械による必要深さまでの床掘。

・ 砕石路盤として100111111厚のクラッシャーラン (C-40)敷石の敷均し、ランマーにて転圧。

・ 10011ull厚 のコンクリート (160-8-40)打設。

・ 3 cm厚の敷モルタル (1:3空練り).打設後、擬石縁石平板ブロック (稲田)の据え付け。

・ 擬石平板ブロックに砂目地込みを行い、ランマーにて転圧。

3 カラー舗装

史跡地西側は、境界を挟み農道と接している。史跡地西 。南側の施設管理のための管理通路として

整備を行った。

89.0だ を自然土に近い色 (タ ン)と してアクリル系のカラー舗装を行った。 (第 36図 )

施工工程

・ 機械による必要深さまでの床掘。

・ 砕石路盤として10011ull厚のクラッシャーラン (C-40)敷石の敷均し、ランマーにて転圧。

・ 10011ull圧 のコンクリート (160-8-40)打設。

・ 吹き付け以外の部分のマスキングを行い、スプレーガンによリー度目 (下吹)の吹き付け (ス プ

レーイング)を行い、約15分間硬化させる。そして、三度目 (ウ エスペープ :タ ン色による上

吹)の吹き付けを行う。

・ カラー舗装乾燥後、仕上剤 (ト ップコート)を吹き付ける。

象れケエ朝セ
'七

よラトヘ増黒■今Wた o′″

第34図  自然土舗装断面図 (V20)

擬石平板舗装平面図 (V40)
m
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擬石平板舗装 1断面図 (V20)
0                50cm

第36図  カラー舗装断面図 (V20)

擬石平板舗装 2断面図 (V20)

ヒ     甲m

第35図 擬石平板舗装 1・ 2平・断面図
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1.自然上舗装路盤工施工状況 (北から) 2.自 然土舗装表層工施工状況 (南東から)

3.自然土舗装表層工施工状況 (北から) 4.自 然土舗装表層工施工状況 (南東から)

(北西から) 6。 擬石平板舗装施工状況 (北西から)

7.カ ラー舗装施工状況 (南から) 8.カ ラー舗装施工状況 (南から)



第 4節 管理施設

第 4節 管理施設

管理施設としては、史跡地内の雨水の排出施設としての雨水排水施設、多目的利用者のための水飲

み 。手洗い場としての便益施設である水飲み。また、植栽樹木の管理のため必要な散水栓設置のため

の給水設備、夜間の防犯的な明るさをもつ照明灯設置の電気設備を設置する。

その他の施設として、耳ヒ・南側の入日部分に固定式の擬石製車止めを設置、西・南側ベンチ近 くに

「燃えるもの」「燃えないもの」の分別式の居入れを 2セ ット設置した。

1 雨水排水施設工

雨水排水は基本的に敷地内で処理することとし、斜面植裁部分・造成平坦部分・濤復元部分・竪穴

住居復元部分の4ヶ 所に排水計画を行った。排水にあたり集水枡を設け鋼製グレーチング蓋 (480×

480× 25)を掛けた。雨水排水の末端は北と南にある農業用水路とした。 (第37図 )

斜面植栽部分

・ 北側 (総延長49,4m)と西側 (総延長74.5m)の 史跡地境界部分は、擬石皿形側濤 (300× 110×

600111111)を設置した。】ヒ側部分は東から西へ水勾配をとり北側農業用水路へ排水し、西側部分は北

から南へ水勾配をとり南側農業用水路へ排水した。

・南側と南入ロエントランス部分まで (総延長57.Om)の史跡地境界部分は、U型側溝 (240× 240

×600111111)を設置し、グレーチング細目蓋 (997× 225× 19111111)を 掛けた。U型側濤は、集水枡 (M

D)に接続し南側農業用水路へ排水した。

・ 西側 (総延長99.5m)の史跡境界部分には史跡地と水田・畑地との高低差が大きいため擁壁を設

置し、擁壁内側にL型側溝を設置した。L型側溝は、集水枡 (MC-1・ MC-2)に 接続し排

水管を通 り北側農業用水路へ排水した。L型側溝の南半分の雨水は、U型側溝へ排水できるよう

水勾配をとった。

造成平坦部

・造成平坦部である自然土舗装と住居復元を行った部分は、水勾配をとり平面を流れた雨水は、雑

割縁石で斜面との境界部分にL型側濤 (総延長196.9m)を設置した。雨水は 3ヶ 所に区画された

平坦部分に 4ヶ 所集水枡 (MA-1・ MA-2・ MA-3・ MA-4)に 接続 し、集水枡

(MA-1。 MA-2)は 、排水管 (VUφ 200)か ら南側農業用水路へ排水した。MA-3は 、

排水管 (VUf 200)か ら集水枡 (ME-3)へ 接続し北側農業用水路へ排水した。集水枡 (MA一

4)は、排水管 (VUφ 200)か ら復元溝-1内に設置した集水枡 (MB-4)と 接続し排水管か

ら北側農業用水路へ排水した。

溝復元部分

・濤 1・ 2の復元は、自然土舗装面より10cm低 く濤状を呈するように復元し、溝を横断する通路を

各 2本づつ設けたため通路に分断される区間毎に排水枡を設置した。

・復元溝-1は、貝塚復元を行った中央部分を境に北と南に水勾配を設け、北側に集水枡 (MB一

6。 MB-4)を 、南側に集水枡 (MB-1・ MB-7)の 4基を設置 した。集水枡 (MB一

7)は、排水管 (VPφ 150)ん らヽ復元溝-2の 集水枡 (MB-5)と 接続 し、排水管 (VPφ

200)か ら集水枡 (MA-1)と 接続し、排水管 (VUφ 200)か らU型側濤へ排水した。集水枡
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(MB-1)は 、排水管 (VUφ 150)か らU型側濤へ排水した。集水枡 (MB-6)は 、排水管

(VPφ 150)か ら集水枡 (MB-4)に 接続し、排水管 (VUφ 200)か ら北側農業用水路へ排水

した。

・ 復元溝-2は、 2ヶ 所の通路により3区画され、水勾配をとり端部に集水枡 (MA-2・ MB一

5。 MB-3)の 3基を設置した。集水枡 (MB-5)は 、排水管 (VPf 200)ん らヽ集水枡

(MA-1)と 接続しU型側溝へ排水した。集水枡 (MB-2)は 、排水管 (VUφ 200)ん らヽU

型側濤へ排水した。集水枡 (MB-3)は 、排水管 (VUφ 200)か ら集水枡 (ME-1)へ 接続

し、排水管 (VPφ 200)か ら集水枡 (MA-3)へ 接続し、排水管 (VUφ 200)か ら集水枡 (M

E-3)へ 接続し北側農業用水路へυ
'水

した。

堅穴住居復元部分

・復元住居部分の雨水排水は、復元住居周囲に幅50cmの側溝を設け、出入日の反対側側濤内に集水

枡を各 lヶ 所設置した。復元住居の集水枡は排水管 (VPφ 150)から造成平坦部北東隅の集水枡

(MB-4)で 接続し、北側農業用水路へ排水した。

2 給水設備工

・ 史跡地内への給水は、平成 5年度で単町事業として、史跡地北側の町道地下に布設されている水

道給水本管から史跡地内へ引き込みを行った。

・給水設備は、斜面部分に植栽する樹木の維持管理用の散水栓と利用者の水飲みの施設のため設置

する。

・給水管 (ⅢVP 25、 総延長188.5m)は、引込管から北側から東側の植栽維持管理用と、西側から

南側の植栽維持管理用に分岐し、斜面部分に埋設し地表下30cmに埋設表示テープ (W=150)を 布

設した。

・ 北入口は管理用車の進入のため、給水管の4.5m間を20× 20cm角のコンクリート巻きで行った。

・ 止水栓は 4ヶ 所、散水栓は約30m間隔で 7ヶ 所設置した。

・ 水飲みは、南西入口近 くで南側植栽枡の西側に、斜面植栽部分地下に配管 した給水管 (HIVP

25)から引き込み、人造石製の立飲用・足場用自閉式水栓の付いた水飲みを 1基設置した。使用

後の排水については、排水管 (VUφ 100)か ら排水枡 (MA-2)へ 接続 し、排水管 (VUφ

200)か ら集水枡 (MD)へ接続し南側農業用水路へ排水した。 (第 38図 )

3 電気設備工

・ 電気設備は、史跡地北側の町道に電線が引かれており、ここより史跡地内へ引込柱へ給電し、以

降電線管類はすべて地下埋設とした。

・電線管 (FEP 30、 総延長142.5m)は、引込柱から西側斜面植栽部分から南入口東部分をとおり

貝塚復元の東側まで地下へ埋設し、地表下30cmに埋設表示テープ (W=150)を 布設した。

・ 引込柱は、北側入回の東側の斜面植裁部分に設置 し北側電線から引き込んだ。高さ5.5m、 φ

ll.43cmの ダークブラウン塗装で屋外共架式分電盤を接続した。

・ 照明灯は施設内の防犯のため最低限の数とし4基設置した。高さ4.Omの照粥ポールに250Wハ ロ

ゲンランプとし、照明ポールの色彩については、落ち着きのあるダークブラウン塗装とした。(第

39図 )
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第37図 雨水排水施設平面図 (V600)
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給水設備平面図
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嵯

0                    50cm

第40図 排水管埋設工断面図 (V20)

第41図 皿型側濤断面図 (V20)
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l              m

第46図 給ホ管埋設工断面図 (1/20)

9    50cm

第48図 止水栓断面図 (1/20)

亀 J
o    60m

第491図 散水栓断面図 (V10)

第4節 管理施設
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第50図 電線管埋設工断面図 (1/20)
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図版 25

1.排水管布設状況 2.排水管基礎砂埋戻し状況

3.集水桝工施工状況 4.排水工管布設状況

5,皿型側溝施工状況 (南から) 6.U型 側溝施工状況 (西から)

7.L型側溝施工状況 (南から) 8.L型側溝施工状況 (南から)
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1.給水管埋設床掘状況 (南から)2.給 水管埋設状況 (西から)

5.散水栓完成状況 (南から)

図版26

3.埋設テープ布設状況 (東から)

4.散水栓 BOX据付状況

6.水飲み自閉式水栓 (西から)
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図版 27

1,電線管埋設床掘状況 2,電線管埋設状況 (北から) 3.埋設テープ布設状況 (北から)

4.引込柱基礎 5。 照明柱基礎

6.引込柱設置状況 (南から)
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第 5節 休養・便益施設

休養 。便益施設としては、利用者のための休養施設として北 。西 。南側に14基のベンチを設置 し

ソセニ。

便益施設として、南西入口近 くに水飲みを 1基設置した。

1 ベンチ

ベンチの配置位置は、斜面植栽部分と平坦部自然土舗装の境となる位置に、高木植栽のための植栽

枡を取 り囲む形で設置した。このため、休憩時の見学方向は、史跡地内を向けるようとした。具体的

には、植栽枡の中心からベンチ座板の内側でR=3.05mで 60° の角度で円弧を描く位置にベンチを設

置した。

設置数は、北側に 2基、西側に 8基、南側に 4基、計14基である。

施工工程

・造成盛土を必要深さまで床掘 り行う。

・ 10011ull厚で基礎砕石 (C-40)を敷均しを行い、振動ローラーによる転圧。

・ 基礎砕石上に10011ull厚で基礎コンクリート打設。

・ ベンチの基礎型枠を組みコンクリート (160-8-25)の 打設。

・ 基礎表面のハツリ仕上げ。

・加圧式防腐処理を施した杉板 (75× 75cm、 L=450cm)41枚 で構成されたベンチ座板が取 り付けら

れたベンチ土台を、基礎コンクリート上部10ヶ 所にスリーブ抜きを行いボル トで固定、スリーブ

穴はコーキング剤を充填した。

2 水飲み

水飲みは、南西入口近 くで南側植栽枡の西側に、斜面植裁部分地下に配管 した給水管から引き込

み、人造石製の立飲用・足場用自閉式水栓の付いた水飲みを 1基設置した。

使用後の排水については、フ,水枡 (MA-2)へ 接続し南側用水へ」,水した。

図版28 ベンチ設置状況 (北から)
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図版29 水飲み設置状況

第 5節 休養・便益施設
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第55図  水飲み平 。断面図 (V30)
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''1´
「

第54図 ベンチ平 。断面図 (V60・ V30)

-97-



第 4章 整備工事概要

第 6節 教養施設

・ 教養施設としては、史跡標柱 1基、史跡公園案内板 l基、史跡総合説明板 1基、貝塚説明板 1

基、住居説明板 l基、弥生土器説明板 1基、植栽樹木説明柱 4基、樹木ラベル40枚を設置した。

・ 材質については、将来的な維持管理や耐久性・耐気候性を考え、史跡標柱は花開岩、説朔板関係

をコンクリート本体に磁器磁製陶板を組み合わせた。

1 史跡標柱

史跡地北西入日のエントランス東にエントランス方向へ向け史跡標柱を設置した。標柱は、花開岩

御影石製 (白色)ビシャン仕上げで、(W)50clll× (D)30cm× (H)210clllの 本体を据え、標柱の四

隅に (W)20clll× (D)20clll× (H)70clllの棚柱を建てステンレスチェーンを巡らせた。

標柱の三面には、史跡の名称、指定年月日、設置年月日、整備主体者名を彫 り込んだ。 (第57図 )

正 面  史跡門田貝塚

左側面  昭和六十年三月六日指定

裏 面  文部省

岡山県教育委員会

邑久町教育委員会

2 説明板

史跡公園案内板                             ・

(W)146clll× (D)92clll× (H)137clllの表面ハツリ仕上げしたコンクリート本体の斜め前面に

29.5 cln角の磁器製陶板を 3段 5列の計15枚使用し史跡公園案内板を、史跡北西のエントランス東

側に設置した。

(W)120cln× (D)90clllの 板面には、史跡公園全体図と復元遺構の名称を記した。 (第 58図 )

史跡総合説明板

(W)226clll× (D)83clll× (H)140clllの表面ハツリ仕上げしたコンクリート本体の斜め前面に

39.5 clll角の磁器製陶板を 2段 5列の計10枚使用し史跡総合説明板を、史跡北西のエントランス西

側に設置した。

(W)200clll× (D)80clllの 板面には、門田貝塚全体の説明と貝塚検出写真、「弥生時代前期」「弥

生中期～古墳時代」「奈良～平安時代」「鎌倉時代」の遺構
。遺物の解説と写真、門田貝塚調査年表

を入れた (第59図 )

貝塚説明板

(W)426clll× (D)■5cm× (H)60clllの表面ハツリ仕上げしたコンクリート本体の斜め前面に

39.5clll角の磁器製陶板を 2段 10列の計20枚使用し貝塚説明板を、復元した貝塚を横断する位置に設

置 した。

(W)400clll× (D)80clllの板面に、中央に貝層断面写真、「F可田遺跡の只塚」の解説と貝塚断面

図、「貝塚とは」「狩猟について」の解説と土器の出土状況・イノンシの下あご骨写真を入れた。

本体の高さについては、説明板の只層断面写真と共に前面に復元した貝塚の最終堆積状況が広が
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る視野を遮らないよう低く抑えた。 (第60図 )

堅穴住居説明板

(W)106clll× (D)115clll× (H)60clllの 表面ハツリ仕上げしたコンクリート本体の斜め前面に

39。 5clll角の磁器製陶板を 2段 2列の計 4枚使用し堅穴住居説明板を、復元住居前に設置した。

(W)800clll× (D)800clnの板面に、「竪穴住居について」の解説と弥生後期の竪火住居址の検出

写真、復元住居の構造イラス トを入れた。

本体高さについては、復元住居の景観を考え低く抑えた。

弥生土器説明板

(W)106cm× (D)115cln× (H)60clllの 表面ハツリ仕上げしたコンクリート本体の斜め前面に

39.5clll角の磁器製陶板を 2段 2列の計 4枚使用し弥生土器説明板を、復元住居前に設置した。

(W)800clll× (D)800clllの板面に、「弥生土器について」の解説と壷・甕・鉢の写真を入れた。

本体高さについては、復元住居の景観を考え低く抑えた。 (第61図 )

樹木説明柱

(W)20cln× (D)20cm× (H)75cmの 磁器製本体上に「花粉の化石が見つかった樹木」「農具の

材料となった樹木」「住居の材料となった樹木」「木の実がとれる樹木」の解説と、どんぐり。く

わ 。すきのイラストを入れた 4基の説明柱を制作し、ゾーエングした植栽箇所に設置 した。 (第 56

図)

3 樹木ラベ7L/

弥生時代の植生の理解を一層深めるため、史跡造成斜面部分に用途に応じデーエング植樹した樹木

の名前の由来や社会との係わ りなどをわかりやすく解説した樹木ラベルを40枚取 り付けた。

樹木ラベルは、(W)21.9clll× (H)16.4clll× (T)1,2cmの 樹脂製ベースに耐酸性アルミ板に解説

を表示したものでラベルを樹木に、ステンレススプリング 2本を使用し取 り付けた。

樹木ラベルの内訳

樹 種 名 枚数 樹 種 名 枚数 樹 種 名 枚数

ケヤキ
ワ
‘ ヨナ ラ 4 ハンノキ 2

ウハメガシ 5 トチノキ 3 アベマキ 2

エ ノキ 5 イチイガシ 2 アラカシ 2

ツ ガ 4 アカマツ 2 シラカシ 2 合 計 40

陶災 滋
野

繰 屈

騨
z【 r″

7´
一

甲                l ln

第56図 樹木説明柱正 。断面図 (V40)
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第57図 史跡標柱

0-― 十 一 十 一 坤

(1/40)
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衝卑 1)__

卑
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第58図 史跡公園案内板正・断面図 (V40)
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第59図  史跡総合説明板正・断面図 (V40)

第60図  貝塚説明板正・断面図 (V40)

第61図 住居・土器説明板正・断面図 (V40)

O       m
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1。 図面上で

レイアウト作業

3.白磁陶板焼成

2.版下フイルムのチェック

4.白磁陶板寸法チェック

5。 イングレ転写紙貼込み 6。 イングレ窯焼成

ｉ弊

ド■,_― ●イ

7.焼成後完成品
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第 7節 修景施設

第 7節 修景施設
植栽工

植栽は「弥生時代の関田ムラ」の環境を創出する重要な素材であり、遺構復元と共に当時遺跡周辺

部に植生していた樹木を系統的に植栽することにより野外 ミュージアムとしての機能を果たすよう、

植栽の実施にあた り基本計画を受け、遺構保護、導入樹種、配植の面から検討した。

遺構保護

遺跡の保護について、現況地盤に盛土

を行いを樹木を植栽し、高木のエノキ・

トチノキについては植栽ポット内に植裁

した。また、移植樹木も直根は切断され

た状態で植樹するため地下遺構に影響を

及ぼさないとと考えられた。今回さら

に、樹根が地下遺構に影響しないよう、

植栽が行われる範囲800ゴに耐水性、耐

腐蝕性、耐候性に優れた耐根シートを現

況地表面に施し、造成を行った。 (第62

図)

導入樹種

導入樹種選定にあた り、平成4(1992)

年度遺構確認調査時、弥生時代前期後半

の溝 1。 2の最下層の上褒を採取し土壊

花粉分析を実施した。

(付載 1門田貝塚土壌花粉分析報告参

照)

分析結果を踏まえて、樹種の特定を

行った。

土壌花粉分析結果表

種類 (Taxa)

4つの条件を満た  シダ類胞子
ツダ類胞子

トレンチ T-5 T-6 T-10

遺 構 名 溝-1 溝-1 溝-2

試料番号  1   2   3

木本花粉

マキ属              1   -   ―

モミ属           2  -  一

ツガ属             3   -   5

トウヒ属          1  -  ―

マツ属            8  2   3
ハンノキ属           -   1   -

コナラ属コナラ亜属       ―   -   1

コナラ属アカガシ亜       1   -   3

ニレ属―ケヤキ属        一   -   1

草本花粉

イネ科

サナエタデ節―ウナギツカミ節

ヨモギ属

オナモミ属

３ ‐

　

一
　

　

一
　

‐

一　

　

一
　

１

　

１

３

１

６

一

特定方法は、以下の

すものとした。 41

合 計

木本花粉

草本花粉

不明花粉

シダ類胞子

16

10

0

41

3

2

0

10

13

32

0

10
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特定条件

①日本に自生していること

②中国地方 (山陽)に 自生していること

③自生海抜高が Omに近いもの

④現在でも造園樹種として入手可能なもの

花粉分析で検出された樹種名に①～④の特定条件を満たさないものを樹種名に番号を示すと以下の

とおりとなる。

マツ類 (綱 )

マキ科

イヌマキ……………

ナギ・…………………②

ナギは中国地方に自生しない。

そのためマキ属として検出された花粉は

イヌマキである可能性が高い。

マツ科

モミ属

モ ミ・…………………………

ウラジ ロモ ミ………②③

オオシラビソ………②③

アカトドマツ・………②③

シラビソ……………②③

モミ属として検出された花粉は、他の品

種が高山種であるため、モミである可能

性が極めて高い。

トウヒ属

イラモミ………………②③④

アカエゾマツ………②③

エゾマツ………………②③

トウヒ…………Ⅲ……②③

ヤツガタケトウヒ…②③④

ヒメハラモミ・………②③

ハリモミ………………②③

ヒメマツハダ………②③

オウシュウトウヒ…①④

トウヒ属は概ね高山種であるものが多く

トウヒ属として検出された花粉は、どの

樹種であるかは特定できない。一番可能

性として高いものは、ハリモミである。

(海抜400m以上)

ニレ科

ケヤキ属

ツガ属

ツ ガ … … … … … … …

コメツガ………………②③

カナダツガ…………①④

ツガ属として検出された花粉は、ツガ以

外の品種は、高山種。日本に自生しない

ものであるため、ツガである可能性が高

い。

ケヤキ属として検出された花粉は、樹種

特定までされており、保存状態が良好で

あったと考えられる。
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マ ツ属

ア カマ ツ …… … … … …・

ア カ ク ロマ ツ… … … …

ク ロマ ツ… … … … … …

ゴ ヨ ウマ ツ… … … … …

ヤクタネゴヨウ。………②③

チョウセンゴヨウ……②③

ハッコウダゴヨウ……②③

リュウキュウマツ……②

ハイマツ……………・……②③

バンクスマツ…………①②

エチナータマツ………①②

スラッシュマツ…………①②

ヒマラヤゴヨウ………①②

タイワンアカマツ……①②

カイガンショウ………①②

ダイオウマツ…………①②

リギダマツ…・…………①②

ストローブマツ…………①②

オウシュウアカマツ…①②

テーダマツ……………①②

マンシュウクロマツー①②

バージエアマツ………①②

マツ属として適正のあるものは、アカマ

ツ、アカクロマツ、クロマツ、ゴヨウマ

ツの 4種類である。一般的に、アカマツ

は北方性でかつ内陸地方に多く、クロマ

ツは南方性で海岸地方に多いため。マツ

属として検出された花粉はクロマツであ

る可能性が高い。

第 7節 修景施設

ブナ ロ

カバノキ科

ハンノキ属

ハンノキ………………

ヤシヤブシ……………

ケヤマハンノキ………②

タニガフアハンノキ…②③

ヤハズハンノキ………②③

ミヤマハンノキ………②③

ヒメヤシャブシ…………②③

オオバヤシジャブシー②

ハンノキ属として検出された花粉は、上

記よリハンノキ、ヤシヤブキである可能

性が高い。

ブナ科

コナラ属

ア ラカシ

ハナガガシ

シラカシ

イチイガシ

ウラジ ロガシ

ツクバ ネガシ

クヌギ

ナ ラガシ

カシ ワ

ミズナ ラ

アベマキ

アカガシ ワ

コル クガシ

ピンオ ーク

ヨナラ属として検出された花粉は、樹種

特定までされており、保存状態が良好で

あったと考えられる。

ウバ メガ シ
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以上の検討結果とさらに、参考資料 として、当遺跡北西約 8血に位置する山陽町南方前池遺跡の縄

文時代晩期の貯蔵穴と包合層で採集された植物遺存体の分析結果
°)をぶまえ導入樹種をシラカシ・ ウ

バメガシ 。エノキ・ コナラ・ トチノキ・アラカシ 。アベマキ 。イチイガシ・ケヤキ・ ツガ・ハ ンノ

キ・アカマツの12種類の樹種 とした。

配植 (ゾー ニング )

(高木)

遺構復元にあたり、史跡地が 2本の濤により3つのゾーンに分かられる。 ドングリ類を中心とした

堅果樹木を中心とした食用樹種植栽デーン・農耕具や生活用具として利用された有用樹木を中心とし

た農耕具用樹種植栽ゾーン・住居の建築用材として利用された建築用樹種植裁ゾーンの 3つのゾーン

によって構成した。

デーニングは、南西入口付近から南側の植栽範囲の一番多いゾーンを食用樹種植裁ゾーン、北西入

口付近を農耕具用樹種植栽ゾーン、竪穴住居が復元される北東付近を建築用樹種植栽 ゾーンとした。

(多宮63屁コ)

(低木)

】ヒ。南のエントランス部分にサツキツツジとシモツケを植栽、エノキ・ トチノキの植栽枡内にシモ

ツケを植栽、遺跡地境界部分にヤマブキを生垣状に配植した。

(地被類)

造成地北 。西・南側の斜面部分に斜面上砂流出保護のため野芝を施した。

ゾーン別樹種分類表

常 緑 樹 落 葉 樹

シ  ラ

カシ

ウハ メ

ガシ

ア ラ

カシ

イナイ

ガン

ツ ガ ア カ

マ ツ

エノキ トチ

ノキ

ヽ ン

ノ キ

ケヤキ コナ ラ アベ

マキ

食  用 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

農 耕 具 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

建築用材 ○ ○ ○ ○ ○

註

(1)三木 茂  「貯蔵穴内外の植物」 近藤義郎編『南方前池遺跡』一縄文時代木の実貯蔵穴の発掘― 山陽

町教育委員会 1995
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第62図 耐根シート設置平面図 (V600)
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第63図 植栽平画図 (V600)
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第64図 植栽桝平・断面図 (V60)

1.植栽桝完成状況 (北東から)

図版31

2.パーク堆肥施】巴混入状況

ケヤキ植栽状況 4.植栽桝植栽完成状況 (北東から)
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第 5章 確認調査概要

第 1節 調査経過

調査 に至 る経過

門田貝塚は、昭和 8(1933)年の長瀬 薫氏による発見以降、昭和57(1982)年岡山県教育委員会

の確認調査に至るまでの数次に亘る発掘調査により弥生時代前期前半から中世の遺物の出土や遺構の

存在が確認されてきた。特に、貝塚から出土した多くの方生時代前期後半の上器は「門田下層式」ま

たは「門田式」として命名・呼称され注目された。このことにより門田貝塚は、特に遺物中心に注目

されてきた。遺構については、主となる弥生時代前期の遺構群と出土土器の広がりが、貝塚を伴 う溝

の東方、西方でも変わらず「三日月」形を呈する畑地全面に居住区が広がることが分かった。 しか

し、竪穴住居や井戸は検出はされず、居住地の中心部や環濠もしくは用水の可能性が指摘された数本

の幅約 4mに及が大濤の性格や始点や末端についても不明であった。

『史跡門田貝塚環境整備基本計画・基本設計説明書』にも示されたように「弥生時代の関田ムラの

復元」を基本テーマに貝塚・濤・住居の復元整備を図るため各遺構の規模・方向の資料を得るため平

成 4(1992)年度、史跡門田貝塚の環境整備事業として確認調査を実施することとなった。

調査 の経 過

(調査経過)

平成 4(1992)年 6月 4日付けで岡山県教育委員会教育長から門田貝塚史跡整備事業の内定通知を

受け、 6月 18日付けで文化庁長官あてに交付申請書を提出した。

その後、確認調査実施にあたり、平成 4(1992)年 10月 1日 付けで文化庁長官あてに埋蔵文化財発

掘調査通知を提出。併せて10月 15日付けで文化庁長官あてに史跡現状変更許可申請書を提出した。調

査期間については、平成 4(1992)年 10月 26日 ～平成 5(1993)年 3月 22日 まで行った。

(調査区の設定)

貝塚 。溝・竪穴住居の遺構確認調査には、過去の調査結果をぶまえ当初全10ヶ 所の調査区 (ト レン

チ :略称 T)を設定したが、調査段階で遺構検出状況により調査区の変更が生 じ最終的に全 9ヶ 所

(228.7だ )の調査区となった。このため、計画段階でT9と して設定した調査区は欠番 となってい

る。

只塚については、堆積状況の確認のため昭和41年調査区内にT6(27.7∬)を設定した。濤につい

ては、昭和57年調査結果から溝 1(S D06)と溝 2(S D03)の規模、方向の確認を目的として溝 1

にT4(20.0∬)。 T5(21,9∬ )・ T7(30.0∬ )。 T8(51.7だ)を設定し、溝 2に T7(30.0

∬)・ T8(51.7∬ )。 T10(22.5M)を設定した。竪火住居については、従来の調査に痛いて弥生時

代前期の住居の検出がなく新たに竪穴住居を検出する期間もないため、昭和41年調査区内に一部重複

し竪穴住居の完掘による平面構造確認を目的にT3(48,9∬ )を設定した。さらに、環境整備や周辺

整備計画にあたり地下構造を把握するためTl(1.1∬ )。 T2(4.9だ )を設定した。
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第1節 調査経過

(調査の方法)

遺構の掘 り下げは、最低限での面積や遺構の破壊を極力避けることとしたが、重層的な遺構状況か

ら弥生時代前期の遺構検出でやむなく上層遺構の記録した後、掘 り下げを行った。特に大溝の堆積状 _

況や形状を確認するため必要な調査区では、一部を下層まで掘 り下げた。また、土羨・柱穴の一部は

半裁し時期推定の手掛かりとした。

(発掘作業協力者 :敬称略)

大河原成善・梶原君子・川口保子・黒田弘子・土屋静子・福島 馨・真黒嘉代子・政田佑子・六

車藤吉・森岡清土

(遺物実測協力者 :敬称略)

仲井光代・大久保雅子

現地での電気使用では史跡地東隣の三宅昭博氏のご協力を賜った。

(調査体制)

確認調査は平成 4年度国庫補助事業として、文化庁、岡山県教育委員会、邑久町文化財保護委員

会、史跡門田貝塚史跡整備委員会の指導、助言を受けながら邑久町教育委員会 (調査担当 :馬場昌

―)が実施した。

(日誌抄)

平成 4(1992)年

10月 26日 (月 )

邑久幼稚園内に発掘調査調査の器材置き場としてテントを設置。また、史跡地内に作業員休憩用

テントを設置し器材の搬入。発掘区 (T4・ 5。 6)の設定作業。

10月 27日 (火)～ 30日 (金 )

発掘区 (T4・ 5・ 6)の発掘調査を開始する。基準杭及び測量用レベルの設定作業を行 う。T

6の西端部で、昭和41(1966)年 調査の貝層断面部分の一部を確認する。

11月 2日 (月 )～ 6日 (金 )

発掘区 (T5・ 6)の遺構検出作業。T6で溝 1(S D06)の北端部を確認する。

11月 10日 (火)～ 13日 (金)

発掘区 (T4・ 5。 6)の掘 り下げ作業。T6で溝 1(S D06)の南端部を確認し、北側端部と

南側端部の幅は520cllを 測った。T5で脅 1(S D06)の東端部と考えられる落ちを確認し、西側に

調査区を拡張する。 4層において古墳時代前半の上器だまりを検出。写真撮影。遺構実測。

11月 16日 (月 )～ 19日

T5の上器だまり土器実測、溝 1(S D06)の西端部を確認し、幅を480cmと 測る。発掘区 (T

7)を設定し遺構検出作業。11月 16日 ・19日 邑久小学校 6年生約100名、調査状況の見学とT6の貝

塚埋土掘下げ体験。11月 18日、文化庁文化財調査官加藤允彦氏来跡、現地指導を受ける。 11月 19

日、邑久小学校教諭約20名見学。

11月 24日 (月 )～ 11月 27日 (金 )

T4の 4層で小型丸底壷の集中する土器だまりを検出し、写真撮影。実測作業。 T6の 貝層埋土
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第5章 確認調査概要

掘 り下げ作業。T7の東端部で溝 1(S D06)と 考えられる西端部を確認する。11月 24日 、邑久小

学校 6年生約30名見学。

11月 30日 (月 )～ 12月 4日 (金 )

T4の小型丸底壷の集中する土器だまりの実測と取 り上げ。 T7の古代の井戸状遺構検出、実

浪J。

発掘区 (T10)を設定し、遺構検出作業。12月 1日 、裳掛小学校 6年生約30名見学。

12月 8日 (火)～ 10日 (木 )

T4で溝 1(S D06)と考えられる平面プランを確認する。 T10の遺構検出作業。

12月 15日 (火)～ 18日 (金 )

T4の遺構全体実測。 T8遺構検出作業。 T10で奈良時代掘建柱建物柱穴、溝 1(S D06)の北

側端部を検出。12月 15日 、史跡門田貝塚史跡整備委員会を開催、調査方法・調査区の設定について

助言を受ける。

12月 21日 (月 )～ 25日 (金 )

T6の貝塚埋土掘 り下げ。T8東側へ調査区を拡張し溝 1検出作業。 T10で焉 2(S D03)の平

面プランを確認。遺構実測。

平成 5(1993)年

1月 8日 (金 )

T6の貝塚埋上の掘 り下げ。T8で溝 2(S D03)の東側端部を検出するため、調査区を拡張。

1月 11日 (月 )～ 16日 (土 )

昭和37年 (1962)調査で検出された方生時代後期の竪穴住居を確認するためT3を設定。T6の

貝塚埋土掘 り下げ作業を行 うが、下層からの湧水のため作業難航するがほぼ貝層の下層まで検出す

る。T8で溝 2(S D03)の 両端部をほぼ確認する。

1月 18日 (月 )～ 21日 (木 )

T3の掘 り下げ作業。 T6の貝層断面及び溝 1(S D06)の 断面を検出し全体写真撮影、実測。

T8の全体写真撮影。

1月 25日 (月 )～ 30日 (土 )

T3で竪穴住居 1の平面プランを検出し、全体の写真撮影。T6の貝塚断面の清掃作業、写真撮

影。貝層の下層で前期土器片が集中して出土する。 1月 29日、邑久中学校生徒 17名 見学。 1月 30

日、史跡門田貝塚史跡整備委員会を開催し現地指導を受ける。

1月 31日 (日 )

T6の貝層断面図作成。

2月 1日 (月 )～ 6日 (土 )

T6の貝層断面の剣ぎ取 り作業。T3。 5。 8遺構検出作業、写真撮影、実測作業。T8の濤 1

(S D06)の底部を検出。

2月 8日 (月 )～ 2月 19日 (金 )

T3で竪穴住居 1全体プラン検出。 5層包合層中より磨製石鏃出土。 T5の溝 1(S D06)の掘

り下げ作業、全体写真撮影。 T10の濤 2(S D03)の掘 り下げ作業。発掘区 (Tl・ 2)を設定す

る。 2月 19日、文化庁文化財調査官井上和人氏来跡。

2月 23日 (火)～ 27日 (土 )
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Tl・ 2の掘 り下げ作業。 T3の竪穴住居 2プラン検出。史跡全体の写真撮影。

2月 27日 、現地説粥会を開催約120名見学。

3月 2日 (火)～ 5日 (金 )

T2・ 5埋め戻 し作業。T3竪穴住居 1土層断面実測。 T8の溝 3掘 り下げ、
3月 8日 (月 )～ 11日 (木 )

T3竪穴住居 1全体プラン検出。 T10の溝 2(S D03)完掘、土層断面実測、
し作業。

3月 16日 (火)～ 19日 (金 )

T3竪穴住居 1完掘、実測、写真撮影。 T6・ 8埋め戻 し。
3月 22日 (月 )

T6埋め戻し完了。器材を撤収し確認調査の全工程を終了する。

現地指導状況

第 1節 調査経過

土層断面実測。

写真撮影、埋め戻

図版 32

2,T6貝 塚調査状況
3.T10調査状況 (南から)

一阻

現地説明会状況4.調査作業員のみなさん
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第65図  発掘調査区全体図 (V600)
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第 2節 調査区の概要

Tl(第 66図 )

史跡指定地の北端で農業用水に接し、この農業用水に蓋掛けし町道を拡幅する周辺整備計画もあり

遺構確認のため設定した調査区 (1.1∬)である。上層の基本的層序と遺構の有無について確認 した

が、 3層は、用水のコンクリート壁が整備されるまでは、用水の川掘 り時の上砂置き場として使用さ

れており攪乱を受けていた。以下はT4と 同様な層序を示した。史跡周辺整備計画予定の深さまで掘

り下げたが遺構は確認されなかった。

T2(第 67図 )

史跡地北西隅で史跡地内への通路としての床板工に伴い地下遺構の状況について確認するため設定

した調査区 (4.9だ)である。農業用水の壁側約50cm幅では壁の裏込めとして長さ40～ 50clnの破礫が詰

め込まれていた。表土から約 lmで基盤面に達し、柱穴・土羨を検出した。 6層は弥生時代後期の上

器を含む包合層である。 7層は弥生時代の包含層を切 り込む中世の濤状遺構であろう。

T3(第 68図 )

今回の環境整備事業で遺構復元を計画している竪穴住居の基本データを得るため設定 した調査区

(48。 9だ)である。昭和41(1966)年調査時一部確認されていた竪穴住居 1(J住居)の全体プラン

を検出し、規模、柱穴数を確認した。

さらに、竪穴住居 1の北側約 lmで竪穴住居 2を検出した。規模を確認するため調査区を北側に拡

張すると竪穴住居 2の外側に壁体溝が確認され 2度以上の建て直しが行われたものと思われる。推定

直径は約 8mに及ぶ。覆土内には焼土、炭片を多量に合み焼失住居と考えられる。時期については、

住居内の調査をしていないが、プラン検出時、弥生時代中期中葉の上器が出上している。

この調査区は面的に調査したためか遺構の密度が高 く、時期も弥生時代を中心としている。

T4(第 69図 )

T5の北復120mの史跡地北側で、溝 1(S D06)を確認するため設定した調査区 (20.OM)で あ

る。調査区中央やや西寄 りで 5層を掘込む形で小型丸底壷を中心とする約20数点の上器群を検出し

た。土器群は幅約 lmの不正円形の上羨内にやや浮いた状況で出上した。時期は古墳時代前半に比定

される。

溝 1(S D06)は、調査区の中央部で東西の肩部分を検出した。基盤面での幅は約4,lmを測る。断

面観察によると濤の断面形は緩やかな肩部分から底部分へかけてやや角度をもつことが確認できた。

遺物は弥生時代前期後半の上器が中心とするが、上層において弥生時代中期初頭に比定される土器も

出土し溝の埋没時期を伺わせる。貝層面は検出しなかった。

T5(第 70図 )

T5は、構 1(S D06)の方向を追求するため、昭和57(1982)年 岡山県教育委員会調査のT32と

T14の間に設定した調査区 (21,9∬ )である。調査区の中央部で平面プランが円形で径約4.Om、 深さ

約35clllを測る土羨を検出した。土羨内には小柱穴群が認められる。出土遺物から時期は中世である。

また中世の掘立建物の柱穴群が検出された。第 8層では完形の甕形土器を含む古墳時代前半の上器だ

まりが認められた。

調査区西側で溝 1(S D06)の プランを検出したため西へ調査区を拡張し西端で溝の肩部を検出し
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1.淡灰褐色土

2.生田
 ::埓奈窪量送西轟警

的な埋土)
4.淡茶褐色土
5.灰茶褐色土
6.茶灰掲色土 (焼土を含む)
2m

第66図 Tl平・断面図 (1/60)

2.4m

暗茶灰色土

淡灰茶色土

淡茶灰色土

茶灰褐色土

暗茶灰色土

暗茶褐色土
淡灰褐色土
淡灰掲色土

攪舌し
造成土

(耕作土)

(焼土を若干合む)
(灰色上をブロック状に合む)

(焼土、炭片を含む)
(褐色土をブロック状に合む)

第67図 T2平・断面図 (V60)

た。検出した薄 1は、蛇行する濤の曲折部分にあたり西側の断面が間延びし左右同様の溝の断面形を

示さないが、緩やかな弧を描 くU字溝で濤底部分は一段深くなっている。溝幅は約5,Om、 深さ約1.1

mを測る。遺物は弥生時代前期後半の上器を中心とする。貝層面は検出しなかった。

T6(第 71図 )

T6は、昭和25(1950)年長瀬 薫氏による第 5次調査の中心部である。その後、昭和41(1966)

年の発掘調査により貝塚貝層の形成状況が明らかにされた地点にあたる。貝塚の断面確認を主とし、

また、貝層断面の転写加工資料を得るために設定した調査区 (27.7∬ )である。地番では字門田224番

地 と字門田221番地の土地境部分にあたる。

貝塚・濤 1(S D06)に対して斜めに断面を確認することになったが、昭和41(1996)年調査時と

同じ溝 1の規模と共に溝 1を埋めて形成した貝層を検出した。溝 1は幅約5,Om、 深さ約1.2mを 測

る。貝塚は、溝 l底部が砂質上で堆積が行われた後、ハイガイを中心とし荻次の貝層形成段階を経

て、濤の中央部は厚さ約1.lmに及び盛 り上がる程の最終堆積を示す。T6を中心にボーリング調査

の結果、焉 1直上までの貝塚の形成範囲はほぼ南北方向に長さ約23m、 幅2.5～3.Omを測った。

C(う
。
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一

1.灰掲色土 (耕作土)
2.淡褐色土
3.淡茶灰掲色土
4.茶灰褐色土 (焼土を含む)
5.暗茶灰褐色土 (焼上、炭片を多く合む)
6.暗茶褐色土
7.淡茶褐色土 (焼土を合む)
8.暗灰褐色土
9.暗茶灰褐色土
10,暗灰褐色微砂土
11.暗紫褐色層 (窯壁状に焼きしまっている)

12.赤褐色土
13.埋土
14.暗灰茶褐色土 (黄褐色粒子を全体に含む)
15.暗黒灰褐色土 (炭片を多く含む)
16.暗灰褐色土
17.灰茶褐色土
18.黄灰褐色土 (黄褐色土をブロック状に合む)
19.暗灰褐色土 (焼土粒子を含む)
20.茶灰褐色土
21.灰茶褐色砂質土 (黄褐色上をブロック状に合む)

第68図 T3竪穴住居 1平 。断面図 (V60)

T7(第 72図 )

T7は、溝 1(S D06)と 濤 2(S D03)の流路確認のため、昭和57(1982)年調査区であるT13

とT25の間に設定した調査区 (30.0∬ )である。

調査区東端部で濤 との西掘方を検出し、緩やかなU字を描く断面を確認した。東肩は指定地外に想

定される。溝 2は調査区西寄 りで掘方を検出した。断面は緩やかなU字形を示し、幅は約2.7mを測っ

た。溝 1・ 2共平面的な位置確認のため底部分までは掘 り下げなかったため深さについては不明であ

る。調査区中央部で、二次焼成を受けた握 り拳大の川原石と共に須恵器杯片を含む井戸と考えられる

遺構を検出した。検出面での平面プランは円形で径約3.6mを測る。時期は古代に比定される。さら

に、溝 2の上層において灰材や焼上、地床炉的な焼上の集中した箇所を検出した。断面から竪穴住居

の可能性が考えられる。出土した上器から弥生時代末から古墳時代初頭の時期に比定される。

T8(第 73図 )

T8は、T7と 同様溝 1(S D06)と 溝 2(S D03)の流路確認のため、昭和57(1982)年調査区
であるT llと T31の間でT8の南側に設定した調査区 (51.7露)である。

濤 1・ 2の検出に伴い上層において中世の建物柱穴や弥生時代の小ピットが多数検出され溝の平面
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溝 1(SD06)

ζ:淡渠籍注土 鶴 土を若千含0
4.淡灰茶褐色土
5.茶褐色土

::鏡鐵験§と費議普慕拿車込t⇒
第71図 T6貝塚平・断面図 (V60)

第 2節 調査区の概要

2.4m

1.尿褐色土
2.淡褐色土
3.淡灰褐色微砂土
4,茶灰褐色微砂土 (焼土粒子を全体に含む)
5,暗茶灰褐色土
6.暗灰褐色土
7.茶褐色粘質上
8.暗茶仄褐色混土貝層 (員の密度の高い箇所が部分的にあり、炭。焼土を
含む)

9・ 暗赤茶褐色貝層|(第 3次貝層。下層に土器片の集中が見られる。炭・焼

2.4m

2m

第69図 T4平・断面図 (V60)

2m

溝 1(SD061

下

土粒子を全体に多く含んでいる)
黄仄褐色粘質土 (黄褐色粘―質土をブロック状に含む)
暗黄茶灰色粘質微砂土 (黄褐色粘質土をブロック状に含み、炭・焼土片
を含む)
赤褐色粘質土 (炭 j焼土を多く合む)
黄茶褐色粘質微砂■ (下層で比較的大きな焼土・波片を含む)
暗茶灰褐色貝層 (第 2次貝層。第3次員層に比べ赤褐色が少なく黒っぱ
い、下層で多量の上器片を合んでいる)

15。 暗灰褐色土 (焼土・炭片を全体に含む)
16.黒灰色炭層
17.茶灰褐色粘質土
18.暗灰色粘質上
19.暗赤茶灰褐色貝層 (第 1次貝層。貝層は第 2・ 3次貝層と批が密でない。
下層において炭 `焼土を多く含む)
20.暗灰色粘土 (多量の上器片を含む)
21.茶褐色粘質土
22.暗黄灰色粘質41t砂土 (粘性が高く、炭片・灰色構土を部分的に含む)

1.灰褐色土
2.淡茶灰褐色土
3.暗灰色土
4.茶灰褐色土

::騒運理
粘質土 鶴 土,土器片を含む)

7.淡茶褐色土
8.暗茶灰褐色土 (焼・炭片を含む)

9.暗灰褐色粘質土 (焼土。炭片を含む)
10_暗灰色粘質土 (焼土・炭片を多く合も)
■.淡灰褐色土
12.灰茶褐色土 (燐土を若干含む)
13.淡灰褐色微秒土
14,灰褐色土
15,暗灰色微砂土 (暁土・炭を全体に合む)
16.淡茶灰色土

17.暗仄茶色土
18,灰茶褐色土

舟議整躍醒鮮
∋

21.暗灰褐色微砂土
22.黄灰褐色微砂土 (黄褐色土をブロック状に合む)
23.黄灰色土
24.灰茶褐色微砂土

25.灰茶褐色粘質土 (炭片を若千含む)
26.黄灰茶色粘質土
27.奇灰色粘質土
28.暗灰色粘土
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溝 2(SD03)

14 茶掲色微砂土 (下層は砂質が強い)
15.黄灰褐色微砂土 (黄褐色土粒子を合む)
16.黄褐色粘質微砂土

性訴琶糠縁圭鮎性崩
い、土糾拾0

嬉難 會ζ☆≦轟堡E歩
督斎慾aω

22.黄灰褐色微砂土
::i校祭穐巷⊆i廃⊆骨考督意,ブ

ロツク状に合む)
25.灰褐色土
26.黄灰褐色土 (黄褐色土粒子をブロック状に合む)

第 2節 調査区の概要

灰褐色土
淡褐色土
淡茶掲色土
.暗灰茶掲色土 (焼土を含む)
.暗茶灰褐色土
暗茶褐色土

暗黄灰色土
暗灰黄色土
黄灰色土
淡灰色土

暗灰褐色土 (焼土を多く合む)
暗茶掲色土 (炭片・焼土塊を含む)
暗赤褐色土 (焼土塊をブロック状に合む)
暗茶褐色粘質土
暗灰褐色土
灰褐色砂質土
灰茶褐色砂質土

暗黄灰色微砂土

暗灰茶褐色土 (焼土を含む)
暗黄灰色土 (基盤上をブロック状に含む)
淡黄灰色土
暗灰茶褐色土 (焼土を含む)
淡黄灰色土

暗灰色粘質土
暗仄茶色微砂土 (土器片を合む)

第72図 T7平・断面図 (V60)

第73図 T8平・断面図 (1/60)

溝 2(SD03) 溝 1(SD06)

灰褐色土
淡掲色微砂土
暗灰掲色土

壇賓誓
色土 鶴 土・炭片拾 体に合め

淡茶褐色微砂土
灰掲色微砂土
暗灰褐色土
暗灰掲色土 (炭片を合む)
淡黄灰色砂質土

鶏霙暴芦M室子き掛
こ合ω

:`:慈倭麓 皇
粘質土 債 掲色土・焼上を合め

29.灰褐色粘質土

:!i蒸簗福雹竺
質土 (基盤土をブロック状に合む)

32.灰茶掲色土
33.暗褐灰色土 (焼土・炭片を含む)
34.黄茶灰褐色土 (焼土を多く合む)
35。 黄茶灰褐色土
36.淡灰褐色微砂土
37.淡黄灰掲色粘質微砂土

::i繕優渠琶走』至掲色土粒子をブロック状に合む)
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第5章 確認調査概要

的なプラン検出が難しく、土層断面を中心とした調査となった。

溝 1は、調査区の東端部において溝底部を検出した。上層は濤 1に対して直交する形で、今回の確

認調査で新たに検出した溝 3に より削平を受けている。濤 2は、溝 1か ら約15m西で検出した。断面

は緩やかなU字の弧を描き、底部分についてはさらに一段深く掘 り込まれている。中層の黄褐色粘質

微砂土層が西から東にかけて流れ込む形で堆積しており濤の埋没状況が伺える。幅約4.Om、 深さ約

1.Omを測る。

濤 3は、調査区の南半分で基盤面を掘 り込んだ北側濤肩を検出した。南側の溝肩については調査区

外に及んでいる。溝 3は、濤 2と 切 り合うことなく溝 2の手前で流路を南西側に替えている。流路変

換部分での幅は約2.5mを測る。調査区東端部で濤底部の断面から濤 1・ 2と 同様に緩やかなU字形

を呈した。土層観察から溝 2を濤 5が削平しているようである。遺物としては、弥生時代前期後半の

上器が出上している。濤の流走方向については、流路変換部分で溝底部と調査区東端部での濤底部を

検出し海抜差は、東側が約20clll低いことから西から東への流れが考えられる。

他の遺構として濤 2を一部切り込み平面プランが円形で、径約0.9m、 深さ約1.4mを測る井戸を 1

基検出した。遺物として口縁部が「く」の字で外面に平行タタキを施す甕形土器、壷形土器が出上し

た。時期として古墳時代前半に比定される。

T10(第 74図 )

T10は、昭和57(1982)年調査で検出されていたS D03の流路確認のため (1982)調査区T6の西

側に設定した調査区 (22.5だ )である。溝 2は調査区の南端部で北肩部を検出したが南肩部について

は調査区外であったため拡張区を設けプランを確認した。調査区でほぼ濤 2に直交する形でプラン・

断面を観察することができた。濤の幅は約3.7m、 深さ約1,0を測る。断面は濤底まで緩やかな弧を描

くU字形溝であることが確認された。遺物としては、下層近 くではぼ完形の弥生時代前期後半の壷形

土器をはじめ多くの上器片と共に磨製石包丁・石鏃等の石器が出土した。

他の遺構としては、(1982)調査で検出された奈良時代の大規模な掘立柱建物の一部を構成すると

見られる遺構と同様な隅丸方形の掘方を持つ柱穴列を検出した。柱どおりは (1982)調査区T4の S

B02と 同様の南北を示し、柱間心心距離は2.2mを測る。
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第 3節 遺構の概要

貝塚

T6で確認した貝塚断面から、貝塚は濤 1(S D06)が掘削されて比較的早い段階で下層部分の暗

灰褐色粘質砂質土による埋没後形成されていったもので第 1次貝層や第 2次貝層内でいくつかの赤褐

色上の堆積が見られるが、大きく2条の赤褐色土層により3分されている。貝殻の堆積状況から第 1

次・第 2次の貝殻投棄方向は、西から濤内に投棄している様相を呈した。第 3次貝層の最終堆積面は

従来の調査見知と同様に局部的に小マウンド状を呈した。貝塚を形成する貝は、ほとんどが大型のハ

イガイで他にシジミ・カキ・ハマグリ・アカニシなどである。遺物の中心である多量の弥生時代前期

後半の上器は、第 2次貝塚形成前の濤中央部分である暗灰色粘土層に集中しており出土遺物の半数以

上を占めている。

清 1(S D06)

濤 1(S D06)は、門田貝塚の名称となっている貝塚が形成された濤であり、今回の調査と従来の

調査結果から濤の流路をほぼ確認することができた。これによると、T4か らT5を とおりT6にか

けて西に弧を描き、T7を とおりT8にかけて東に弧を描き南に流走する方向が想定される。溝の規

模は、調査区でやや異なるが、幅約4.0～ 5,Om、 深さ約1.2～ 1,4mを測る。断面形態は、緩やかなU

字形を呈し、溝底部は一段深くなっていた。出土遺物は、弥生時代前期後半の上器が中心で、獣骨・

磨製石包丁・打製石包丁 。石鏃等が出上した。 T4の濤上層部で林生時代中期初頭に比定される土器

が出土しており溝の埋没時期が想定される。

清 2(S D03)

溝 2(S D03)は、昭和57(1982)年 調査で検出されていた S D03で T10。 7・ 8で溝の流路を検

出した。この結果、約80～ 90mの 円弧を描 く環状を呈した。嵩の規模は、調査区でやや異なるが、幅

約2,0～4.Om、 深さ約1.Omを測る。断面形態は、溝 1と 同様、緩やかなU字形を呈し、溝底部は一段

深 くなっており、濤底面は平坦である。出土遺物は、甕形土器のヘラ描き沈線の多条化が著しい弥生

時代前期後半の上器が中心で、獣骨・磨製石包丁 。石鏃等が出上した。

堅穴住居 1

竪穴住居 とは、環境整備事業で遺構復元の資料を得るため、昭和41(1966)年調査区と未調査区を

合め住居全体を検出した。調査の結果、南東側が別遺構により床面まで削平を受けていた。平面形は

ほぼ円形を呈し、径約4.5～4.7m、 床面までの深さは検出面から約25cmを測 り、床面積は約16.6だで

ある。壁体濤は検出されなかった。周壁の切 り合い関係が認められないが、床面にいくつかの柱穴を

検出したことから、建て替えの可能性が考えられる。主柱穴は、周壁近 くにはぼ同一円形状に並ぶ径

約50～ 80clnの掘 り方に、柱を据え付ける部分を一段深く彫 り込んだ柱穴を中心に周壁近 くのほぼ同一

円周上に並ぶ 6本 と考えた。各主柱穴間の長さに約1.lm～2.Omと 差があり不正六角形を呈する。中

央穴は、ほぼ中央に位置し長径45cln、 短径30cm、 深さ約20cmを測った。

出土遺物は、少なく床面での原位置に存在するものもなかった。また、サヌカイ ト片と共に石鏃の

出上があった。時期として弥生時代後期中葉に比定される。
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第75図  T6貝 塚・溝 1出土土器 (V4)
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第76図  T10溝 2出土土器
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-128-

I    S19

9            1的

oヽ£
|

S21



第 3節 遺構の概要

I   S27

第79図  T10溝 2出土石器 (V3)

々 _鯵 h
I      S28  

。       s"

第80図  T5濤 1出土石器 (1/3)

土器観察表

物
号
遺
番 器  種 手 法 ・ 形 態 の 特 徴 色  調 胎 土 焼成 備 考

1 壷形土器 顎部に 6条のヘラ描き沈線を施す。 淡橙色 砂粒含 良好 第 2次貝層

2 壷形土器
口縁内側に波状と円弧の貼付け突帯をめぐ
らす。 淡褐色 砂粒多 良好

3 壷形土器
体部中央に 3条の貼付け突帯を飾り、刻み
目を施す。 暗赤褐色 砂粒含 良好 第 1次貝層

壷形土器
口縁内部に 2条の貼付け突帯。外側に 2条
の貼付け突帯とヘラ描き沈線を施す。

暗赤茶褐
色

砂粒含 良好 第 1次貝層

壷形土器
体部中央に 2条の貼付け突帯を飾り、刻み
目を施す。 暗赤褐色 砂粒合 良好

6 甕形土器

口縁部やや下に貼付け突帯を飾 り、端部に
刻み日、上部に連続竹管文を施す。突帯を
境に上部に 2段の連続竹管文、下部に 3条
のヘラ描き沈線と連続竹管文と3条のヘラ
描き沈線を施す。

淡褐色 砂粒含 良好 溝 1埋土

7 甕形土器
口縁端部に亥↓み目を施す。体部上部に 7条
のヘラ描き沈線と 2本 1組でヘラ描きによ
る山形文とヘラ描き沈線を施す。

白褐色 砂粒含 良好 第 1次貝層

Ｏ
Ｏ 甕形土器

口縁部内側がやや突出する。 3条のヘラ描
き沈線文を施す。

淡茶褐色 砂粒含 良好
層貝次

層
２
下
第
最

9 甕形土器
口縁部に刻み目を施す。 4条のヘラ描き沈
線文を施す。

淡茶褐色 砂粒含 良好 第 2次貝層

甕形土器
口縁部に亥Jみ 目を施す。 4条のヘラ描き沈
線文を施す。

暗赤褐色 砂粒含 良好
第 2次貝層
最下層

甕形土器
口縁部に刻み目を施す。 3条のヘラ描き沈
線文を施す。

白褐色 砂粒多 良好 第 2次貝層

12 甕形土器
口縁部に刻み目を施す。 4条のヘラ描き沈
線文を施す。

暗赤褐色 砂粒合 良好

13 壷形土器
回頸部 。胴部に平行沈線 4条を施す。日縁
に亥Jみ 目を施す。外面はヘラミガキで仕上
げる

淡赤褐色
～白褐色

砂粒多 良好

口縁部を一
部欠くがほ
ぼ完形
躊 2下層

14 壷形土器 頸部下位に 3条のヘラ描き沈線を施す。 暗茶褐
色

～白褐色
砂粒多 良好 濤 2下層

15 壷形土器 胴部に貼付け凸帯 2条をめぐらす。 白褐色 微砂合 良好 第 2次中層
16 無頸壷形土器 外面ヘラミガキ後ヨコナデ 白褐色 砂粒多 良好 溝 2下層

17 無頸壷形土器
口縁上部に 2ケ所の穿孔と把手の象1離が認
められる。胴上部に沈線が 1条施される。 暗茶褐

色 砂粒多 良好 溝 2下層

18 壷形土器 顕部と胴部に貼付け凸帯 2条をめぐらす。 淡黄褐色 砂粒多 良好 溝 2下層
19 壷形土器 胴部に 8条のヘラ描き沈線を施す。 白橙色 微砂合 良好 溝 2中層
う
る 壷形土器 頸部に 2条のヘラ描き沈線を施す。 赤褐色 砂粒多 良好 溝 2最下層

21 壷形土器
外面はヘラ状工具によリヨヨナデ後、粗い
ヘラミガキを施す。

淡茶褐色 砂粒多 良好 溝 2下層

22 鉢形土器 内外面とも粗いヘラミガキを施す。 茶褐色 砂粒多 良好 濤 2下層
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23 甕形土器
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わ
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形
４
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字
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Ｌ
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逆
わ

ヘ
白褐色 砂粒含 良好 焉 2最下層

24 鉢形土器 内外面とも粗いヘラミガキを施す。 乳褐色 砂粒多 良好 溝 2上層

25 甕形土器
逆L字形貼付け口縁に刻み目を施す。体部
上部に10条のヘラ描き沈線を施す。

乳赤褐色 砂粒多 良好 濤 2下層

26 甕形土器
口縁部に刻み目を施す。体部上部に10条の
ヘラ描き沈線を施す。

淡茶褐色 砂粒多 良好 焉 2上層

27 甕形土器
口縁部に刻み目を施す。体部上部に11条の
ヘラ描き沈線を施す。

黄茶褐色 砂粒含 良好 溝 2下層

28 甕形土器
口縁部に刻み目を施す。体部上部に10条の
ヘラ描き沈線を施す。

淡茶褐色 砂粒多 良好 濤 2上層

石器観察表

遺物
番号

器  種 出土地点 石  材 最大長
(Illlll)

最大幅
(Illlll)

厚
う
大

硼

最
ぐ

三二
ノヽｇ

重
く 備 考

Sl 石鏃 T6溝 1埋土 サヌカイ ト 27.25 22.00 4.20 2.23 未製品
S2 石鏃 T6濤 1埋土 サ ヌカイ ト 28.60 20.25 2.80 1.59 凹基
S3 石鏃 T6濤 1埋土 サ ヌカイ ト 23.65 18.45 3.40 1.33 未製品
S4 石鏃 T6濤 1埋土 サ ヌカイ ト 26.50 14.65 3.05 1.16 先端欠、凹基
S5 石鏃 T6貝層 1 サ ヌカイ ト 21,15 17.55 4.00 0.80 凹基
S6 石鏃 T6第 2層 サ ヌカイ ト 20,40 18.15 3.50 0。 96 先端欠、凹基

S7 石鏃 T6第 2層 サヌカイ ト 20.75 14.65 3.10 0.76 片方
の基部欠損、凹

基

S8 石鏃 T6第 2層 サヌカイ ト 24.60 15.50 3.00 0。 99 凹基

S9 石鏃 T6貝層埋土 サヌカイ ト 10,70 12.40 2.00 0.28 先端欠損、凹基
S10 石鏃 T6貝層 2 サヌカイ ト 25.85 18.55 4.15 1.39 凹基
S ll 石鏃 T6貝層 2 サヌカイ ト 19,60 14.15 4.40 1.07 凹基

S12 石鏃 T6第 2層 サ ヌカイ ト 18.00 15.45 3.55 1.02 先端及
び片方の基部

欠損

S13 石鏃 T6濤 1埋土 サヌカイ ト 18, 15 15。 80 3.55 0,70 先端欠、凹基
S14 石鏃 T6貝層埋土 サヌカイ ト 10.70 12.40 2.00 0。 28 先端欠、凹基

S15 石鏃 T6濤 1埋土 サヌカイ ト 15.85 10。 95 3.25 0.51 先端部片
S16 石鏃 T6第 5層 サヌカイ ト 31.65 12,75 3.85 1.67

S17 砥石 T6濤 1埋土 23.50 14.20 21.50 12.82 細
かな擦痕があり表
面は滑らか

S18 石匙 T6貝層 1 サ ヌカイ ト 21.40 34.80 4.95 3.00
S19 スクレイパー T6濤 1埋土 サ ヌカイ ト 21.45 21,75 6.50 4.34
S20 磨製石包丁 T6濤 1埋土 粘板岩 134,00 39.90 10.05 71.92 刃部刃こばれ

S21 打製石包丁 T6貝層埋土 サ ヌカイ ト 31.40 27.25 6.80 4.37 両面共に摩滅

S22 スクレイパー T6第 3層 サヌカイ ト 50.45 67.00 16.80 73.60 両端
が刃潰状になっ

ている

S23 スクレイパー T6貝層 2 サ ヌカイ ト 60.80 49.15 8.90 31.10 剣片の刃部にそって2次加工を施す

S24 石鏃 T10溝 2中層 サヌカイ ト 30.50 19,20 4.00 1,94
片方の基部欠損、凹
基

S25 石鏃 T10濤 2下層 サヌカイ ト 15.50 10.60 8.40 0,42 凹基
S26 楔形石器 ? T10嵩 2上層 サヌカイ ト 28.00 36.90 9.20 10.01

S27 磨製石包丁 T10濤 2上層 粘板岩 59.70 47.20 5。 95 30.82 は
り
部
あ
刃
沢光ヽ

片
り
破
よ
部
に
央
滅
中
摩

S28 磨製石包丁 T5溝 1中層 粘板岩 40.35 61.75 7.30 28.20

穿孔の位置が片寄っ
ているので破損後再
度穿孔し研磨し直し
ている
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今回の確認調査では、遺構復元にあたり貝塚・喬・竪穴住居の遺構規模・位置等の基礎資料から従

来の知見をさらに補強するものでありまた、新たな遺構の検出により遺跡の性格を再考しなければな

らない資料も得た。限られた調査であったが、これまでの調査成果を摩まえ濤 1・ 2の性格について

考えまとめとしたい。

門田貝塚の只塚が形成された溝 (S D06)については、平面形についてやや弧状を呈したことから

瀬戸内地方では数少ない環濠と考えられた。また、人工的掘穿でな く自然河道の残存 とも考えられ

た。さらに、1982年の遺跡範囲確認調査において発見されたS D03を含めそれぞれの東方、西方にお

いて弥生前期土器の出土量が変わらないことより環濠でなく用水路としての可能性が指摘されてい

る。

今回の確認調査では溝 1。 2の東西において弥生前期土器の出土量の差について比較できる調査を

行っていないが、T6において濤 1(S D06)へ 只殻が廃棄され形成された第 1次貝層 。第 2次貝層

の堆積状況やT8において嵩 2(S D03)の 土砂の埋没方向から西方から東方へ埋没していることが

確認できた。このことから、当時の遺跡中心地である生活空間の方向を想定できよう。

環濠の目的については従来の各論考によると大きく3つに分けられる。第 1に集団間の抗争を背景

として防御・防衛施設である。第 2に沖積地に築かれた集落内の防水・耐水施設や害獣進入対策施設

である。第 3に実用的な施設でなく集団間の象徴的施設である。多くの考えとしては第 1の集団間の

抗争を背景として環濠集落が成立したとの見解が主導的である。

日本列島の環濠集落の出現から古墳時代初頭までの推移、時期的な形態・規模変遷から環濠集落を

論 じた吉留秀敏氏は、弥生時代の環濠に 4回の画期を認め各画期において多様な性格や背景を予測し

た。門田貝塚の濤 1・ 2について考えると、 2条の溝は、ほぼ同様な規模を呈し、濤 2については平

面プランは環濠状を呈した。投棄された土器から溝 2の方が新しい様相を呈し、 2つの溝の掘穿時期

差もあろうが機能の終了時期を示すものである。門田貝塚の立地する地点は、いわゆる「千町平野」

の中心地であり弥生時代初期農耕集落の拠点集落であった門田貝塚の集落内に幅 4～ 5mの人工的な

濤を開削することは門田集落の構成員のみでなく周囲の小集落の集団が参加して行われたものと考え

られる。機能としては、沖積地に築かれた集落内の防湿防水施設が第 1であり、開削後比較的早い時

期に埋没が行われたことも、溝が防御・防衛施設として築かれていない原因と考えられる。

参考文献

1 岡田 博  「F弓 田貝塚」『岡山県埋蔵文化財発掘調査報告』55 岡山県教育委員会 1984

2 近藤義郎  「F弓 田貝塚」『岡山県史』第十八巻考古資料 岡山県 1986

3 都出比呂志  「環濠集落の成立と解体」『日本農耕社会の成立過程』 岩波書店 1989

4 春成秀爾  『弥生時代の始まり』 東京大学出版会 1990

5 吉留秀敏  「弥生時代環濠集落の変遷」『牟田裕二君追悼論集』 牟田裕二君追悼論集刊行会 1994

6 吉留秀敏  「環濠集落の成立とその背景」『古文化談叢』第33集 九州古文化研究会 1994
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図版33

1.調査区全景 (南西から)

2.調 査区近景 (南から)
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1.T6貝塚断面 (東から)

2.貝塚断面近景

-133-

3.遺物出土状況



図版35

T4溝 1検出状況
(西から)

2.T5溝 1断面
(北東から)

3.T8溝 1断面
(南西から)



図版 36

T10溝 2遺物出土

状況   (南 から)

2.T7濤 2断面
(北から)

3.T8溝 2断面
(南東から)
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図版 37

1.T3竪 穴住居 1
検出状況 (北から)

2.T3竪 穴住居 1
完掘状況 (北から)

3.T3竪 穴住居 1
完掘状況 (西から)
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史跡門田貝塚は、昭和 8(1933)年地元研究者の長頼 薫氏により発見され、65年後の平成 10

(1998)年 に弥生時代の遺構を復元し「門田貝塚史跡公園」として邑久町では初めての史跡環境整備

が行われたものである。しかし、今回の環境整備完成に至るまで65年間の間では、長瀬 薫・川崎

務両氏の発掘による資料収集、邑久考古館での資料紹介展示、鎌木義昌氏による弥生時代前期後半の

上器型式である「門田式」の設定、邑久町教育委員会・岡山県教育委員会・近藤義郎氏等による貝塚

の形成状況の調査等が行われ、門田貝塚は弥生時代前期の瀬戸内沿岸地域を代表する遺跡であると学

会での位置付けや地元住民や地権者により遺跡が地下に保護保存されてきた。さらに、昭和57

(1982)年から16年間の文化庁 。岡山県教育委員会の指導と助言を受けた遺跡範囲確認調査、史跡指

定、史跡地の公有化、環境整備基本計画の策定等の取 り組みにより門田貝塚が現代の生活空間に学習

の場、憩いの場として活用できるよう生命が吹き込まれ文化財保護の新しい事業結果として「門田貝

塚史跡公園J洵ミ生まれたものである。本章で今回の整備事業の特色、問題点、今後の課題について述

べまとめとしたい。

整備事業 の特色

史跡門田貝塚の環境整備事業は、遺跡の保護を第一に考え、現段階では遺構はすべて地下に保存

し、弥生時代前期前半から鎌倉時代まで続 く門田遺跡の中で、名称にもある貝塚を伴う弥生時代の農

耕集落 「門田ムラ」の一部を現代に創出することを基本とし、発見された遺構に今日的な新しい価値

を与えたものである。このために以下の創出を目指した。

①原風景の創出

遺跡の特色である貝塚 。大濤 。竪穴住居の復元を遺構の確認調査による資料データを基に造成し

た遺構上に行い往時の空間を創出した。貝塚については、確認調査時採取した実物の貝殻を使用

し、大溝を埋めて堆積した貝の最終推積状況を平面的に復元した。

造成斜面の周囲には周辺の近代的構造物の視界遮断を兼ねて中高木を植栽した。

②学習できる空間の創出

遺構復元と共に見学者が文化財に親しめ学習出来るようにサインを確認調査時の写真、解説、図

面を添えて施設の効果的活用できる空間を創出した。

特に貝塚復元したサインは貝殻の推積状況の写真と背後の復元貝塚と一体化するよう配置位置や

サインの高さに配慮した。

史跡地周囲に植栽した中高木は、確認調査時、大溝の上壌花粉分析の結果をもとに、食用樹種・

農耕具用樹種 。建築用樹種の 3つのブーンに分け配植し、往時の自然環境を復元した野外 ミュージ

アムとしての機能をもたせた。

③遺跡への愛着心の創出

「門田貝塚史跡公園Jは、遺構復元を通じ、遺跡に親しみ、重要性を理解すると共に人々の憩い
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の場 として広 く一般に開放 し広場を自然土に近い感触 としての自然土舗装、樹木の系統的植栽・配

植に合わせたベンチを配置 し景観に配慮 した空間を創出した。

整 備 事業 の問題点

今回の史跡環境整備は、約2,200年前からの残された地下遺構の保存を第一に考え、造成上上に遺

構を復元した。しかし、整備初年度の平成 4(1992)年度に行った確認調査では、貝塚の貝層断面の

再検出を行い現地説明会を開催し、その後、貝層断面を現地で見られる形で整備ができないかの意見

を聞いた。このため、遺跡の活用として貝層断面を現地で見られる方法を模索したが、貝塚が地表や

丘陵斜面に形成されたものでなく、幅約 4～ 5m、 深さ約 lmの大溝を埋める形で形成された貝塚で

あ り溝下層からの湧水・貝層の保存維持・見学者の防災問題から現段階では、現地での露出展示は出

来なかった。

史跡門田貝塚は、弥生時代前期から鎌倉時代に亘る複合遺跡であるが、遺構復元では遺跡の代表的

時期に限り復元を行い、説明板で他の時期を解説したもので、遺跡の限られた遺構のみしか復元出来

なかった。

史跡環境整備で、古墳・窯跡 。寺跡・城跡などと比べ集落遺跡の整備の難しさを感 じた。集落遺跡

は現地表にほとんど遺構の存在がわからないため、環境整備をして遺跡の特徴をいかに地表に表現す

るかが集落遺跡の整備の難しさがあろう。

さらに、遺跡の規模、遺構、出土遺物が一体となり史跡の学術的価値が評価されるが、出土遺物を

展示するようなガイダンス施設を現地に設けることが出来なく、遺跡の約300m南 に位置する邑久町

立郷土資料館に「門田貝塚資料室」を設け展示した。史跡地での遺構 と遺物の一体的活用は出来な

かった。

今 後 の課題

門田貝塚の史跡地内の環境整備事業については 6ヶ 年の事業で行ったが、遺構の検出位置や特色を

生かし従来の都市公園や児童公園整備には見られない史跡整備としての工法を取 り入れたため今後の

維持管理にも課題が残されている。

復元住居については、建築材の防虫・防炎・表面コーティングを施したが現状維持のため定期的な

補修や茅の葺き替え、自然土舗装部分の表面の削れや土砂の流れによる補修、植栽樹木の管理、張芝

の刈 り込みや除草、史跡地内のゴミ問題等の管理体制を整える必要がある。

さらに、今回の環境整備事業は、門田遺跡の一部であり、さらに邑久町内約300ヶ 所の遺跡の一つに

すぎないものである。その後の歴史学習や地域コミュニティの利用を考えた時、施設として周辺整備

の必要性があげられる。史跡地周辺部の宅地化が進む中で門田遺跡としての遺跡範囲の確認や保護、

史跡公園へのアクセス道や駐車場の整備、管理施設や トイレを含めたガイダンス施設の整備、地域ヨ

ミュニティ活動の一施設としての位置付け等地域と行政と共に門田貝塚史跡公園が利用されるように

ならなければならない。

今後、邑久町の歴史の原点ともいえる門田貝塚を中心とした町内の遺跡や歴史遺産とのネットワー

ク作 りを行い史跡門田貝塚の活用と文化財録護活動を行っていきたい。
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付載

付載 1 門田貝塚土壌花粉分析報告

パ リノ・サーヴェイ株式会社

は じめに

門田貝塚 (岡山県邑久郡邑久町尾張字門田所在)は、縄文時代後期以降の旧吉井川の沖積作用によ

り形成された、南北約 4血、東西約1.5血の自然堤防上に位置する (図 1)。 これまでの発掘調査で

は、ハイガイやシジミなどの貝殻で埋積された弥生時代前期の溝が確認された。この濤内から伴出し

た弥生時代前期の上器は、「F尋田下層式」あるいは「門田式」と命名され、本遺跡は瀬戸内海沿岸の弥

生時代前期の標式遺跡として著名である。

今回、門田貝塚の史跡整備事業として、弥生時代前期の貝塚を伴う溝の範囲確認と貝塚および集落

の規模を確認するための発掘調査が邑久町教育委員会により実施された。弥生時代前期の濤の性格

は、①集落防衛のための環濠、②集落を区画するための溝、③水捌けに必要な施設、④水田に伴う用

水路などが考えられているが、今回の発掘調査でも結論は得られていない。

今回、弥生時代前期の溝埋積物を対象にして、遺跡周辺の古植生を推定するために花粉分析・植物

生酸体分析を実施する。また、同溝埋積物を対象にして、濤の水域状況や埋積過程を推定するために

珪藻分析を実施する。

1.試料
試料は、T-5溝 -1(SD-06)、 T-6濤 -1(SD-06)、 T-10溝-2(SD-03)の 溝埋

積物最下部より採取された試料番号①～③の合計 3点である (図 2・ 3)。 試料の上性は、3試料とも

黒褐色を呈する砂混じり粘土質シル トからなる。表 1に分析試料表を示す。

表 1.分析試料表

試料番号 調査区地点名 遺 溝 名 層名 土 性

① T-5 濤-1(SD-06) 9 黒褐色砂混じり粘土質シル ト

② T-6 濤-1(SD-06) 15 黒褐色砂混じり粘土質シル ト

③ T-10 濤 -2(SD-03) 6 黒褐色砂混じり粘土質シル ト

2.分析方法 と結果の表示法
(1)花粉分析

花粉・胞子化石は、湿重約10gの試料についてKOH処理、重液分離 (ZnBr2:比重2.2)、 HF処
理、アセトリシス処理の順に物理・化学的な処理を施して、試料から分離・濃集する。処理後の残澄

をグリセリンで封入し、プレパラートを作製した後、光学顕微鏡下でプレパラート全面を走査しなが

ら、出現する全ての種類 (Taxa)について同定 。計数を行う。結果は同定 。計数結果の一覧表として

表示する。図表中で複数の種類をハイフォン (―)で結んだものは、種類間の区別が困難なものであ
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図3.試料採取地点の上層断面図および試料採取層位
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る。

(2)植物珪酸体分析

植物珪酸体は、試料約 5gについて過酸化水素水と塩酸により有機物と鉄分の除去、超音波処理に

より試料の分散、沈降法による粘上分の除去、重液分離 (臭化亜鉛 :比重2.3)を順に物理手 。化学的

な処理を行い、試料から分離 。濃集する。検鏡し易い濃度に希釈した後、カバーガラスに滴下し、乾

燥させる。これを、プリュウラックスで封入してプレパラートを作製する。

検鏡は光学顕微鏡下でプレパラートを全面走査し、出現するイネ科の植物珪酸体を、近藤・佐瀬

(1986)の分類を参考にする。そのなかで、イネ科植物の葉部 (葉身と葉輪)の短細胞に由来する植

物生酸体 (以下、短細胞珪酸体と呼ぶ)お よび葉身の機動細胞に由来する植物生酸体 (以下、機動細

胞珪酸体と呼ぶ)を、同定・計数する。

結果は、検出された植物圭酸体の書類と個数を一覧表で示す。また、各種類の出現傾向から、生育

していたイネ科植物を検討するために、植物珪酸体組成図を作成する。出現率は、短細胞圭酸体と機

動細胞珪酸体の各珪酸体毎に、それぞれの総数を基数として百分率で算出する。なお、検出個数が短

細胞珪酸体で200個未満、機動細胞圭酸体で100個未満の試料については、組成が歪曲する恐れがある

ため、植物珪酸体組成を求めず、出現した種類を十で示す。

(3)珪藻分析

試料を湿重で約 7g稀量し、過酸化水素水 (H202)、 塩酸 (HCl)の 順に化学処理し、試料の泥

化と有機物の分解・漂泊を行う。自然沈降法で粘上分、傾斜法で砂分を除去した後、適当量計 り取 り

カバーガラス上に満下、乾燥する。乾燥後、プリュウラックスで封入する。

検鏡は、光学顕微鏡で油浸600倍あるいは1000倍で行い、メカニカルステージで任意の測線に沿っ

て走査し、珪酸殻が半分以上残存するものを対象に200個体以上同定・計数する (なお、珪酸殻数の少

ない試料はこの限りでない)。 この際、破損のない完形殻と破損のある非完形殻とを区別して計教し、

珪酸殻の保存度 (完形殻数/総数×100)を 求める。種の同定は、K Krammer&Lange Bert』 ot

(1986。 1988・ 1991)な どを用いる。珪藻の生態性の解説を表 2に示す。

各試料から産出した生藻化石は、産出個体数で表し一覧表に示す。また、産出率 2%以上を示す主

な圭藻化石については、主要珪藻化石群集の分布図を作成する。
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塩 分 濃 度 に 対 す る 区 分 塩 分 濃 度 に 対 す る 適 応 性 生 育 環 境 (例 )

強塩生種 (Poしhalobous) 塩分濃度400パ ーミル以上に出現するもの 低緯度熱帯海域、塩水湖なと

真塩生種 (Euhabbous) 海底性種、塩分濃度400～ 30 0パ ーミルに出現するもの 一般海域 (ex大陸棚及び大陸/Al以深の海域)

汽水生種 :

中塩生種 (MesOha10bous)
塩分濃度300～05パ ーミルに  強中塩生強 (一 Mesoha10bous)
出現するもの         弱中塩生強 (一 Mesoha10bous)

河口・内湾 沿岸 塩水湖・潟など

淡水生種 :貧塩生種 (Ongohaobous) 塩分濃度05パー ミル以下に出現するもの 一般陸水域 (ex湖沼 池 沼 河川 沼沢地 泉)

塩分・PII・ 流水に対する区分 塩 分 'PH・ 流 水 に 対 す る 適 応 性

通
　

応

　

性

吼
分
に
対
す
る

貧塩―好塩性種 (H』 Ophlous) 少量の塩分があるがよく生育するもの 高塩類域 (塩水遡上域・温泉・耕作土壊)

貧塩―不定性種 (Indfferent) 少量の塩分があってもこれによく耐えることができるもの 一般陸水域 (溺沼 池 沼 河川 沼沢地など)

貧塩一嫌塩性種 (H』 ophobous) 少畳の塩分にも耐えることができないもの 湿原 湿地・沼沢地

広域塩性種 (Euり hattnous) 低濃度から高濃度までの広い範囲の塩分濃度に適応 して出現するもの 一般淡水～汽水域

PI適
に

対応
す
る性

真酸性種 (ASdobお ntた ) PH7 0以 下に出現、特にPI15 5以下の酸性水域で最もよく生育するもの 湿原 湿地 火口湖 (酸性水域)

好酸性種 (Addophdous) P170付 近に出現、P170以下の水域で最もよく生育するもの 湿原・湿地  沼沢地

PH一不定性種 (hdlfFerent) PH7 0付 近の中性水域で最もよく生育するもの 一般陸水域 (ex湖沼・池沼 。河川)

好アルカリ性種 (Alkdiphlous) PI17 0付近に出現、P170以上の水域で最もよく生育するもの

真アルカリ性種 (Alkahblontlc) PH8 5以 上のアルカリ性水域で最もよく生育するもの アルカリ隆水域

適

　

応

　

性

流
水
に
対
す
る

真止水性種 (Limnobtontlc) 止水域にみ出現す るもの 流水の少ない湖沼 池沼

好止水性種 (Linnophnous) 止水域に特徴的であるが、流水にも出現するもの 湖沼・池沼・流れの穏やかな川

流水不定性種 (Indfferent) 止水域にも流水域にも普通に出現するもの 河川 川 池沼 湖沼

好流水性種 (Rheophbus) 流水域に特徴的であるが、止水域にも出現するもの 河川 川・小川 。上流域

真流水性種 (Rheobお ntた ) 流水域にのみ出現するもの 河川・川 流れの速い川 渓流 上流域

陸

生

瑳

藻

好気性種 (Aerophlbus) 好気的環境 (Aerlat habiats)

水域以外の常に大気に閉された特殊な環境に生育する珪藻の一群で多

少の湿 り気 と光さえあれば、土壊表層中のコケの表面に生育可能特に、

土嬢中に生育かる陸生珪藻を土壌珪藻という

土壌表層中や土壊に生えたコケに付着

木の根元や幹に生えたヨケに付着

濡れた岩の表面やそれに生えたコケに付着

滝の飛沫で湿ったコケや石垣・岩上のコケに

付着
洞窟入口や内部の照明の当たった所に生えた
コケに付着

表 2.珪藻の生態性

註 塩分に対する区分はLowe(1974)、 PHと 流水に対する区分は Hustedt(1937-38)に よる。

.微化石の産状
1)花粉化石

結果は、表 3に示す。花粉化石は、 3試料とも保存状態

が悪く、外膜が溶けて薄 くなっていたり、あるいは壊れて

いる。また、検出個然数 。出現種類数ともに少ない。検出

される種類は、木本花粉 9種類、草本花粉 4種類、シダ類

胞子の合計14種類である。

(2)植物圭酸体

結果は、表 4・ 図 4に示す。イネ科植物起源の植物珪酸

体、 3試料とも短細胞珪酸体・機動細胞基酸体の保存状態

が悪く、表面に小孔 (溶食痕)が認められる。また、 3試

料とも短細胞生酸体の検出個数が少なく、試料番号 1では

機動細胞基酸体も検出個数が少ない。以下に各試料ごとに

植物珪酸体の産状を述べる。

・試料番号① :嵩-1(SD-06)

Ｒ

）

／く 表 3.花粉分析結果

種類 (Taxa)

チ
名

号

″構
稲

卜
遺

試

T-5 T-6 T-10
溝 -1 喬-1 溝 -2
1   2   3

木本花粉
マキ属
モ ミ属
ツガ属
トウヒ属
マツ属
ハンノキ属
ヨナラ属 ヨナラ亜属
ヨナラ属アカガシ亜属
ニレ属―ケヤキ属

1   -
2   -
3   -
1    -
3    2
-    1

1    -

一

一

５

一

３

一

１

３

１

草本花粉
イネ科
サナエタデ節―ウナギツカミ節
ヨモギ属
オナモ ミ属

一
　

一

１

１

31

1

不明花粉

シダ類胞子
シダ類胞子 10

合 計
木本花粉
草本花粉
不明花粉
シダ類胞子
総花粉 胞子数

‐３

鬱

０

‐０

５５

３

２

０

１０

１５

‐６

‐０

０

４

６７
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表4.植物1珪酸体分析結果

翻晏 CTaxaD

イネ科業部短和胞遊酸体

毎鍮振

霜翼が
輔

紹昇劣端
イネ科葉身勒 体

4き後r本属

き攀どな絡
レジクサ療
不

"

鞠赫靱

イエ科礫郡短細胞
白蜘

イ
ナ
ゴ

ツ
タナ
ケギ
函
属科科明

T―,溝■ 6D・
“

)①

T-6 溝…1(SD-01)②

T■0溝-21SD-03.)l③

図4・ 濤埋積物の植物珪酸体組成

出現率は、イネ科崇部短細胞4醸体と―イネ科葉身機動組胞逮瞼体の各連酸体毎に、それ
ぞれの総数を基数として百分率で算出する.。 なお、Oは 1・/o未満、十はイネ科葉郡短細胞
珪酸体の総数が200個未満、イネ科葉身機動細胞珪酸体の総数が100個未満の試料におい

て検.出 した.種類を示す。

Ю
２・
卜持
③

け群
◎

卜
群．。機

望
朋
加

・２
理
れ

一

１

一

一

１

一

１

４

一
イ

，

Ｃ

Ｆ
を
１
飢
５
１９
硲

１０
１
３
“
，
的
ｍ
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一
一
一
一
一
■

試
料
番
号

タ
ケ
　
‐
亜
科
用

一
一
そ
の
他

不ネ

IHa

十
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表 5.珪藻分析結果

Species Name 軽1軽1ギ
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本試料からは、植物圭酸体がほとんど検出されず、わずかにタケ亜科が検出されるのみである。

・試料番号② :濤-1(SD-06)

本試料では、タケ亜科機動細胞邊酸体が多産し、ウシクサ族・ヨン属 。キビ族・イチゴツナギ亜科

などを伴う。栽培植物とされるイネ属が短細胞珪酸体・機動細胞珪酸体とも検出される。

・ 試料番号③ :濤-2(SD-03)

本試料では、タケ亜科機動細胞珪酸体が多産し、ウシクサ族・ヨシ属 。キビ族 。イチゴツナギ亜科

などを伴う。また、イネ属が短細胞圭酸体・機動細胞珪酸体とも検出される。

(3)珪藻化石

結果を表 5。 図 5に示す。珪藻化石の産状は、試料番号①で産出した珪藻化石が37個体と非常に少

ないが、これ以外の 2試料から豊富に産出する。産出種の大部分は淡水生種により構成され、産出分

類群荻は、23属 88分類群 (69種 。14変種 。1品種・種不明 4)である。以下に、各試料ごとの珪藻化

石の産状を述べる。

・試料番号① :濤-1(SD-06)

前述 したように基藻化石の含有が極めて少ない。産出種の多 くは Hantzschia amphお xys、

Amphora montana、  Navた ula mutたaな どの特に乾いた環境にとくに耐性の強い陸生珪藻のA群 (伊

藤 。堀内,1991)に相当するものである。

・ 試料番号② :溝-1(SD-06)

塩分に対しては、貧塩―不定性種、水素イオン濃度に対しては、真・好アルカリ性種、流水に対し

ては好流水性種と不定性種が優占する。

産出種は、流水不定性で好塩性の Navた ula caphata、  好汚濁性種でもあ り陸生珪藻のB群 (伊

藤・堀内,1991)で もある Navた uL confervacea、  中～下流性河川指標種 (安藤 ,1990)の

Navicula viridula var rostenataが 多産 し、好流水性の Achnanthes convergens、  好汚濁性種の

Navicula pupuL、 中～下流性河川指標種の Achnanthes Lnceolata、 陸生珪藻のA群の Amphora

montanaを伴う。

・試料番号③ :濤-2(SD-03)

塩分に対しては、好塩性種と不定性種が多産する。水素イオン濃度に対しては、真・好アルカリ性

種、流水に対しては、不定性種が優占する。

産出種は、流水不定性で富栄養水域に一般的な Achnanthes hungarた a、  Navた ula cryptocepha―

la、  陸生圭藻のA群の Amphora montanaが優占し、流水不定性で好塩性の Nttzschia frustulum、

好汚濁性種の Np』eaを伴 う。

4.弥 生時代前期の古植生 につ いて
3試料とも花粉化石は、ほとんど検出されなかった。わずかに検出された花粉化石は、当時周辺に

生育していた母植物に由来している可能性がある。しかしながら、花粉化石の保存状態が悪いことを

考慮すると、堆積物中に含まれていた花粉化石は堆積時あるいは堆積後に何らかの要因により分解・

消失したと推定される。一般的に花粉化石は、落葉広葉樹に由来する花粉に比べ、針葉樹に由来する

花粉やシダ類胞子の方が分解し難いとされている (中村 ,1967)。 また、徳永・山内 (1971)も 同様な

ことを述べ、落葉広葉樹に由来する花粉の半荻以上が風化の痕跡をみせていたら、その試料は花粉分
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析に不適であるとしている。今回、花粉化石の検出個体数が少なく、わずかに検出された花粉化石の

保存状態が悪い。そのため、秀生時代前期の頃の周辺植生については、花粉分析の結果により検討す

ることを差し控え、植物珪酸体の産状をもとにして、周辺のイネ科植生に関する検討を行 うこととす

る。

分析試料は濤埋積物であるため、周囲から流れ込んだ可能性がある。したがって、ここで得られた

植物圭酸体組成は、広い範囲での植生を反映している可能性がある。また、 3試料で多く検出された

タケ亜科植物珪酸体は、他のイネ科植物と比較して風化に強く、生産量が多いとされており (近藤 ,

1982:杉山 。藤原 ,1986)、 植物珪酸体の残留しにくい土壊中でもタケ亜科の植物珪酸体が多 く残留

することが考えられる。今回、植物遊酸体の保存状態が悪いことから、植物珪酸体が溶解しており、

タケ亜科が過大に評価されている可能性がある。これらのことを考慮すると、濤周辺にはタケ亜科以

外にもヨシ属 。キビ族・ウシクサ族・イチゴツナギ亜科などのイネ科植物が生育していたと考えられ

る。とくにヨシ属は、現在湿潤的な場所に生育することから、当時も溝周辺の湿った場所に生育して

いたと推定される。

また、栽培種とされるイネ属の産状については、試料番号②で機動細胞圭酸体が検出され、試料番

号③で短細胞・機動細胞生酸体の 2形態が検出された。これは、先に述べたように試料採取層位が濤

埋積物であることを考慮すると、周辺から流れ込んだ可能性がある。しかし、本遺跡周辺では弥生時

代前期の水田址がこれまでの発掘調査で検出されていないことから、当時の稲作の有無については今

回の分析結果のみで判断するわけにはいかない。今回の結果は、今後の発掘調査成果などを踏まえて

再評価したい。

5.清 内の水域環境
珪藻分析の結果、水生圭藻が多産することにより、濤-1(SD-06)お よび濤-2(SD-03)

には、水が存在していたことが推定される。濤-1(SD-06)で は、好流水性種が多産して好止水

性種が少ないことから水が滞水していた状態でなく、水が流れていたと推定される。また、好汚濁性

種も多産することが水質は富栄養であったと考えられる。なお、試料番号①は、珪藻化石がほとんど

産出せずに、陸生珪藻が多く産出することを考慮すると、付近の乾いた場所から溝内へ土壊が流れ込

んだ可能性がある。一方、溝-2(SD-03)は 、流水性の珪藻化石がほとんど産出せず、流水域に

も止水域にも一般的にみられる流水不定性種が優占することから、濤内の水の流動については不明で

ある。ただし、好汚濁性種や富栄養種が多産することから水質は富栄養であったと考えられる。

こにように濤-1(SD-06)・ 濤-2(SD-03)と も、水質的には富栄養化していたことが明

らかにされた。これは、両溝が居住域内に存在することを考慮すると、人的な影響と考えることもで

きる。ただし、人的影響のない自然状態でも富栄養化することが知られており、一概に人的影響だけ

とは限らない。今後、居住域以恭で同じような濤が検出された場合に汚濁の状態がどうであるか、ま

た濤埋積物と基本土層で生藻化石群集にどのような差がみられるかなどの平面的な調査を実施するこ

とで、富栄養化の原因についてさらに詳細な検討が可能であると思われる。

6.ま とめ
今回花粉分析を行うた結果、わずかにマツ属やコナラ属アカガシ亜属などが検出された。これらの
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種類が周辺に生育していた可能性があるが、花粉化石の保存状態・検出個体教が悪いことから弥生時

代前期の周辺の森林植生について充分に検討することはできなかった。ただし、植物珪酸体分析の結

果より、当時遺跡の周辺低地には、タケ亜科・ヨシ属 。キビ族・ウシクサ族・イチゴツナギ亜科など

のイネ科植物が生育していたと推定された。また、この濤の水域は富栄養化しており、少なくとも溝

-1(SD-06)で は水の流れがあったと推定された。

岡山県南部の瀬戸内海沿岸地域では、岡山市の津島遺跡 (藤 ,1969)、 倉敷市の上東遺跡 (三好
。国

井 ,1977)、 玉野市八浜の児島湾を干拓した水田地帯 (藤木ほか,1991)か ら採取された堆積物を対象

に花粉分析が行われ、植生史の研究がなされているが、その調査例は未だ少ない。したがって、今後

は花粉化石などの微化石が比較的良好に保存されている後背湿地・沼・湖などの水成堆積物を対象に

自然科学分析調査を実施して、古環境の復元に関する資料を蓄積することが重要である。

なお、溝埋積物中からイネ属が検出されたが、弥生時代前期頃の本遺跡周辺の稲作の消長について

は、今回の分析結果のみで評価することを避けた。今後の低地部の発掘調査成果や時空的な分析調査

結果の蓄積を待って再検討すべきである。
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図版 1.花粉分析プレパラート内状況写真
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(9)

1.イ ネ属機動細胞珪酸体 (試料番号③)  2.
3.キ ビ族機動細胞珪酸体 (試料番号②)  4.
5,ネザサ節機動細胞珪酸体 (試料番号②) 6.
7.タケ亜科機動細胞珪酸体 (試料番号②) 8.
9.状況写真 (試料番号①)

502m

イネ属機動細胞珪酸体 (試料番号②)
ヨシ属機動細胞珪酸体 (試料番号②)
ウンクサ族機動細胞珪酸体 (試料番号③)
ウシクサ族機動細胞珪酸体 (試料番号②)

(1-8)

図版 2.植 物珪酸体
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図版 3.珪藻化石
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付載 2 建築材製品別樹種一覧表

史跡門田貝塚環境整備事業で復元住居を行 う上で、使用建築材検討のため以下の条件で遺跡出上の

建築材の製品別樹種一覧表を作成した。 (1997年 8月 作成)

1.建築材として建物柱根、丸材、角材、板材、梯材、杭等を対象とした。

2.遺跡は、九州 。中国 。近畿地方の西日本を対象とした。

3.時代は、弥生時代と古墳時代の遺構から出土した建築材を対象とした。

4,一覧表作成にあた り島地 謙 。伊東隆夫編『日本の遺跡出土木製品総覧』雄山閣出版 1988を基

本に、その後の岡山県下での焼失住居出土の灰化材や建築材の樹種同定資料を加えたものである。

製品名 樹種名 件 数 時代 遺跡名 所在地 文献

ほぞのある角材

ほぞのある角材

ほぞ穴板状木製品

ほぞ穴板状木製品

ほぞ穴付建材

ほぞ穴付建材

ほぞ付板

ほぞ板状木製品

ほぞ板状木製品

加工痕のある板材

加工痕のある板材

角板材

丸太

丸太

丸太

丸太

丸太

丸太

丸太

丸太 (半割 )

丸柱

桁

建築材

建築材

建築材

建築材

建築材

建築材

建築材

建築材

建築材

建築材

建築材

建築材

建築材

建築材

建築材

建築材

エノキ

ヒノキ

スギ

ヒノキ

イヌマキ

ゴンズイ

カシ

ヒノキ

ヒノキ

モ ミ

ヒノキ

ヒノキ

マツ (二 棄 )

スダジイ

ンラカシ

ヨナラ属

ビワ属

アカメガシワ

ミズキ属

ツバキ

ヒノキ

マツ (二葉 )

サカキ

モ ミ ?

モ ミ ?

モ ミ

モ ミ

マツ

スギ ?

スギ

スギ ?

サルグルミ ?

クリ

クリ

シイ

シイ

シイ

カシ

古墳

古墳前期前半

古墳

古墳

弥生前期

弥生前期

弥生前期

弥生中期末

古墳初頭

弥生中期

弥生後期

弥生後期

弥生後翔

弥生後期

弥生後期

弥生後期

弥生後期

弥生後期

弥生後期

弥生後期

古墳

弥生後期

弥生前期～中期

弥生前期後半

弥生前期～後期

弥生後期～古墳

古墳

弥生後期～古墳

弥生後期～古墳

弥生後期～古墳

弥生

弥生後期後半

弥生前期後半

弥生前期～後期

弥生前期～後期

弥生後期～古墳

古墳

弥生後期初頭
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長越遺跡

西岩田遺跡

長越遺跡

長越遺跡

菜畑遺跡

菜畑遺跡

菜畑遺跡

巨摩廃寺遺跡

巨摩廃寺遺跡

西岩田遺跡

西岩田遺跡

西岩田遺跡

湯納遺跡

湯納遺跡

湯納遺跡

湯納遺跡

湯納遺跡

湯納遺跡

湯納遺跡

湯納遺跡

平城京跡

湯納遺跡

恩智遺跡

拾六町ツイジ遺跡

拾六町ツイジ遺跡

拾六町ツイジ遺跡

拾六町ツイジ遺跡

拾六町ツイジ遺跡

拾六町ツイジ遺跡

拾六町ツイジ遺跡

拾六町ツイジ遺跡

拾六町ツイジ遺跡

拾六町ツイジ遺跡

拾六町ツイジ遺跡

拾六町ツイジ遺跡

拾六町ツイジ遺跡

拾六町ツイジ遺跡

拾六町ツイジ遺跡

兵庫県   1
大阪府   2
兵庫県   1
兵庫県   1
佐賀県   3
佐賀県   3
佐賀県   3
大阪府   4
大阪府   4
大阪府   2
大阪府   2
大阪府   2
福岡県   5
福岡県   5
福岡県   5
福岡県   5
福岡県   5
福岡県   5
福岡県   5
福岡県   5
奈良県   6
福岡県   5
大阪府   7
福岡県   8
福岡県   8
福岡県   8
福岡県   8
福岡県   8
福岡県   8
福岡県   8
福岡県   8
福岡県   8
福岡県   8
福岡県   8
福岡県   8
福岡県   8
福岡県   8
福岡県   8



製品名 樹種名 件数 時代 遺跡名 所在地 文献

建築材

建築材

建築材

建築材

建築材

建築材

建築材

建築材

建築材

建築材

建築材

建築材

建築材

建築材

建築材

建築材

建築材

建築材

建築材

建築材

建築材

建築材

建築材

建築材

建築材

建築材

建築材

建築材

建築材

建築材片

建築部材

建築部材

建築部材

建築部材

建築部材

建築部材

建築部材

建築部材

建築部材

建築部材

建築部材

建築部材

建築用材

住居構築材

住居構築材

住居構築材

住居構築材

住居構築材

住居構築材

杭 (建 築部材 )

杭 (建 築部材 )

杭

杭

杭

クムクノキ

クムクノキ ?

ヤマグワ ?

クスノキ ?

ヤブツバキ ?

サカキ ?

サカキ

ユズ リハ ?

ユズ リハ

モチノキ ?

モチ ノキ

モチ ノキ ?

モチ ノキ ?

モチ ノキ ?

モチ ノキ ?

キ リ

スギ

ハ ンノキ

シイ ノキ

ヨナラ

ヒサカキ

クサギ

ウラジロモミ

スギ

スギ

クリ

シイ

モ ミ

シイ ノキ属

イチイガシ

ヒノキ属

スダジイ

カシ

フサザ クラ

クスノキ

クス ノキ属

シロダモ

マンサク

ユズ リハ

チシャノキ

サ ンゴジュ

ツガ属

アカガシ

クリ

ク リ

アカガシ亜属

サ クラ属

エ ノキ属

シイ ノキ属 ?

シイ ノキ

サ ンゴジュ属

ヌルデ

コナ ラ

ネズ ミサ シ

弥生前期～後期

弥生後期～古墳

弥生前期～後期

弥生前期～後期

弥生後期～古墳

弥生前期～後期

古墳

弥生前期後半

古墳

弥生前期後半

弥生前期後半

弥生前期～後半

弥生前期～後半

弥生後期初頭

弥生後期～古墳

弥生後期

古墳時代前期前半

弥生後期～末期

弥生後期～末期

弥生後期～末期

弥生後期～末期

弥生後期～末期

弥生中期～後期

弥生中期～後期

弥生中期～後期

弥生中期～後期

弥生中期～後期

古墳前半

弥生～古墳

弥生後期

弥生～古墳

弥生～古墳

弥生～古墳

弥生～古墳

弥生～古墳

弥生～古墳

弥生～古墳

弥生～古墳

弥生～古墳

弥生～古墳

弥生～古墳

弥生～古墳

古墳後期

古墳中期

弥生後期

弥生後期

弥生後期

弥生後期

弥生後期

弥生～古墳

弥生～古墳

弥生中期

弥生中期

弥生中期
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拾六町ツイジ遺跡

拾六町ツイジ遺跡

拾六町ツイジ遺跡

拾六町ツイジ遺跡

拾六町ツイジ遺跡

拾六町ツイジ遺跡

拾六町ツイジ遺跡

拾六町ツイジ遺跡

拾六町ツイジ遺跡

拾六町ツイジ遺跡

拾六町ツイジ遺跡

拾六町ツイジ遺跡

拾六町ツイジ遺跡

拾六町ツイジ遺跡

拾六町ツイジ遺跡

上東遺跡

西岩田遺跡

大萩遺跡

大萩遺跡

大萩遺跡

大萩遺跡

大萩遺跡

辻田遺跡

辻田遺跡

板付遺跡

板付遺跡

板付遺跡

百間川沢田遺跡

窪木遺跡

上東遺跡

原深町遺跡

原深町遺跡

原深町遺跡

原深町遺跡

原深町遺跡

原深町遺跡

原深町遺跡

原深町遺跡

原深町遺跡

原深町遺跡

原深町遺跡

窪木遺跡

百問川原尾島遺跡

津寺遺跡

大木遺跡

大木遺跡

大木遺跡

大木遺跡

大木遺跡

原深町遺跡

原深町遺跡

百間川沢田遺跡

百間川沢田遺跡

百間川沢田遺跡

福岡県   8
福岡県   8
福岡県   8
福岡県   8
福岡県   8
福岡県   8
福岡県   8
福岡県   8
福岡県   8
福岡県   8
福岡県   8
福岡県   8
福岡県   8
福岡県   8
福岡県   8
岡山県   9
大阪府   2
宮崎県   10
宮崎県   10
宮崎県   10
宮崎県   10
宮崎県   10
福岡県   H
福岡県   H
福岡県   12
福岡県   12
福岡県   12
岡山県   32
岡山県   38
岡山県   9
福岡県   13
福岡県  13
福岡県   13
福岡県   13
福岡県   13
福岡県   13
福岡県   13
福岡県   13
福岡県   13
福岡県  13
福岡県  13
岡山県   38
岡山県   80
岡山県   35
岡山県   36
岡山県   86
岡山県   86
岡山県   36
岡山県   36
福岡県   13
福岡県   18
岡山県   38
岡山県   38
岡山県   33



製品名 樹種名 件 数 時代 遺跡名 所在地 文献

杭

杭

杭

加工材・杭

加工材・杭

加工材・杭

加工材・抗

縦杭

縦杭

縦杭

縦杭

横木

横木

横木

横木

横木

横木

横木

構造材

構造材

構造材

構造材

根が らみ

根が らみ

根が らみ

根が らみ

根が らみ

根が らみ

妻覆い ?

三角板

受け柱

受け柱

垂木

垂木

垂木

垂木

垂木

垂木

組合せ角材

組合せ角材

ニガキ

アベマキ

アラカシ

コナラ

ムクノキ

イテイガシ

ヒノキ

コナラ節

ヒサカキ

モ ッコク

クヌギ節

マツ属

アカガシ亜属

クスノキ

コナラ節

ナバノ トネ リコ

エゴノキ

クスノキ

モ ミ

サ クラ類 ?
ユズ リハ ?
エゴノキ

ヤマグワ

ヒノキ

クリ

クヌギ

コナラ

ヤマグワ

ヒノキ

スギ

ヨナラ

ヤマグワ

モ ミ ?

コナラ

コナラ

アラカシ

サ ワグル ミ

シイノキ

モ ミ

ケヤキ

ムクノキ

カヤ

モ ミ

マツ (二葉 )

ヒノキ

シイノキ属

クヌギ

コナラ

カシ類

エ ノキ

弥生中期

弥生中期

弥生中期

古墳

古墳

古墳

古墳

弥生後期

弥生後期

弥生後期

弥生後期

弥生後期

弥生後期

弥生後期

弥生後期

弥生中期

弥生中期

弥生中期

弥生前期後半～中期

弥生前期後半～中期

弥生前期後半～中期

弥生前期後半～中期

弥生中期後半

弥生中期

弥生中期

弥生中期

弥生中期

弥生中期

弥生中期～古墳後期

古墳後期

弥生後期

弥生後期

弥生末期～古墳前期

弥生末期～古墳前期

弥生末期～古墳前期

弥生末期～古墳前期

弥生末期～古墳

弥生後期

弥生後期

弥生後期

弥生後期

弥生後期

弥生後期    ｀

古墳前期前半

弥生中期後半

弥生中期～後期

弥生中期～後期

弥生中期～後期

弥生中期～後期

弥生中期～後期

弥生中期～後期

弥生中期～後期

弥生中期～後期

弥生中期～後期
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百間川沢田遺跡

百問川沢田遺跡

百間川沢田遺跡

百間川沢田遺跡

百間川沢田遺跡

百間川沢田遺跡

百間川沢田遺跡

百間川沢田遺跡

百間川沢田遺跡

百間川沢田遺跡

百間川沢田遺跡

百間川沢田遺跡

百問川沢田遺跡

百間川沢田遺跡

百間川沢田遺跡

百間川沢田遺跡

百間川沢田遺跡

百間川沢田遺跡

四箇周辺遺跡

四箇周辺遺跡

四箇周辺遺跡

四箇周辺遺跡

巨摩廃寺遺跡

若江北遺跡

若江北遺跡

若江北遺跡

若江北遺跡

若江北遺跡

和爾・森本遺跡

池 ノ内遺跡

西岩田遺跡

西岩田遺跡

五万原遺跡

五万原遺跡

五万原遺跡

五万原遺跡

道添遺跡

湯納遺跡

西岩田遺跡

西岩田遺跡

西岩田遺跡

西岩田遺跡

西岩田遺跡

西岩田遺跡

巨摩廃寺遺跡

鬼虎川遺跡

鬼虎川遺跡

鬼虎川遺跡

鬼虎川遺跡

鬼虎川遺跡

鬼虎川遺跡

鬼虎川遺跡

鬼虎川遺跡

鬼虎川遺跡

岡山県   33
岡山県   33
岡山県   33
岡山県   33
岡山県   33
岡山県   33
岡山県   33
岡山県   83
岡山県   33
岡山県   33
岡山県   33
岡山県   33
岡山県   33
岡山県   33
岡山県   38
岡山県   33
岡山県   33
岡山県   33
福岡県   14
福岡県   14
福岡県   14
福岡県   14
大阪府   4
大阪府   15
大阪府   15
大阪府   15
大阪府   15
大阪府   15
奈良県   16
鳥取県   17
大阪府   2
大阪府   2
岡山県   18
岡山県   18
岡山県   18
岡山県   18
福岡県   19
福岡県   5
大阪府   2
大阪府   2
大阪府   2
大阪府   2
大阪府   2
大阪府   2
大阪府   4
大阪府   20
大阪府   20
大阪府   20
大阪府   20
大阪府   20
大阪府   20
大阪府   20
大阪府   20
大阪府   20

1

2

1

1

1

1

1

2

1

1

1

1

3

1

1

1

1

1

1

1

1

1

2

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

3

2

1

?

1

1

1

1

1

1

1

1

4
24

4
1

6

2

13

12

1

組合せ式板状木製品スギ

組合せ式板状木製品ヒノキ

組合せ木製品   ムクノキ
組合せ有孔木製品 スギ
木側

柱

柱

柱

柱

柱

柱

柱

柱

柱



製品名 樹種名 件 数 時代 遺跡名 所在地 文献

柱

柱

柱

柱

柱

柱

柱

柱

柱

柱

柱

柱

柱

柱

柱

柱

柱

柱

柱

柱

柱

柱

柱

柱

柱

柱

柱又は杭

柱又は杭

柱又は杭

柱又は杭

柱又は杭

柱又は杭

柱又は杭

柱又は杭

柱又は杭

柱又は杭

柱又は杭

柱又は杭

柱又は杭

柱又は杭

柱又は杭

杭又は垂木

杭又は垂木

橋脚の柱

橋脚の柱

橋脚の柱

橋脚の柱

橋脚の柱

橋脚の柱

橋脚の柱

橋脚の杭

橋脚の杭

橋脚の抗

橋脚の杭

クスノキ

タプノキ

ヤプツバキ

サカキ

バクチ ノキ

サ クラ属

ニガキ

トチ ノキ

ケンポナ シ

ンヤンヤンボ

イボタノキ

スギ

クスノキ

ケヤキ又はコナラ

モミ ?

イヌマキ

スダジイ

バ リバ リノキ

マツ

ヒノキ

コナラ亜属

シキ ミ

リョウブ

クヌギ節

コナラ節

クリ

カヤ

モミ

ヤナギ属

シイノキ属

クヌギ

ヨナラ

カシ類

フサザクラ

クスノキ

タブノキ

サカキ

ヤマウルシ

シャシャンポ

カキノキ

イボタノキ

ケヤキ又はヨナラ

クリ

ヤナギ属

カシ属
コナラ

クヌギ類

ヤマグワ

カゴノキ

ヤブツパキ

ヒヨウマツ

カシ類
コナラ

クヌギ類

弥生中期～後期

弥生中期～後期

弥生中期～後期

弥生中期～後期

弥生中期～後期

弥生中期～後期

弥生中期～後期

弥生中期～後期

弥生中期～後期

弥生中期～後期

弥生中期～後期

弥生中期後半

弥生中期後半

弥生末期～古墳前期

弥生末期～古墳前期

弥生中期

弥生中期

弥生中期

古墳

古墳

古墳

古墳

古墳

古墳

古墳

古墳

弥生中期～後期

弥生中期～後期

弥生中期～後期

弥生中期～後期

弥生中期～後期

弥生中期～後期

弥生中期～後期

弥生中期～後期

弥生中期生後期

弥生中期～後期

弥生中期～後期

弥生中期～後期

弥生中期～後期

弥生中期～後期

弥生中期～後期

弥生末期～古墳前期

弥生末期～古墳前期

弥生前期

弥生前期

弥生前期

弥生前期

弥生前期

弥生前期

弥生前期

弥生後期

弥生後期

弥生後期

弥生後期
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鬼虎川遺跡

鬼虎川遺跡

鬼虎川遺跡

鬼虎川遺跡

鬼虎川遺跡

鬼虎川遺跡

鬼虎川遺跡

鬼虎川遺跡

鬼虎川遺跡

鬼虎川遺跡

鬼虎川遺跡

巨摩廃寺遺跡

巨摩廃寺遺跡

五万原遺跡

五万原遺跡

土生遺跡

土生遺跡

土生遺跡

平城宮跡

平城宮跡

平城宮跡

平城宮跡

平城宮跡

百間川兼基遺跡

百間川兼基遺跡

百間川兼基遺跡

鬼虎川遺跡

鬼虎川遺跡

鬼虎川遺跡

鬼虎川遺跡

鬼虎川遺跡

鬼虎川遺跡

鬼虎川遺跡

鬼虎川遺跡

鬼虎川遺跡

鬼虎川遺跡

鬼虎川遺跡

鬼虎川遺跡

鬼虎川遺跡

鬼虎川遺跡

鬼虎川遺跡

五万原遺跡

五万原遺跡

百間川原尾島遺跡

百間川原尾島遺跡

百関川原尾島遺跡

百間川原尾島遺跡

百問川原尾島遺跡

百問川原尾島遺跡

百間川原尾島遺跡

百間川原尾島遺跡

百問川原尾島遺跡

百間川原尾島遺跡

百間川原尾島遺跡

大阪府  20
大阪府  20
大阪府  20
大阪府   20
大阪府   20
大阪府  20
大阪府  20
大阪府   20
大阪府   20
大阪府  20
大阪府  20
大阪府   4
大阪府   4
岡山県   18
岡山県   18
佐賀県   19
佐賀県   19
佐賀県   19
奈良県   6
奈良県   6
奈良県   6
奈良県   6
奈良県   6
岡山県   57
岡山県   57
岡山県   57
大阪府   20
大阪府  20
大阪府   20
大阪府  20
大阪府  20
大阪府  20
大阪府  20
大阪府  20
大阪府  20
大阪府  20
大阪府   20
大阪府   20
大阪府   20
大阪府  20
大阪府  20
岡山県   18
岡山県   18
岡山県   34
岡山県   34
岡山県   34
岡山県   34
岡山県   34
岡山県  34
岡山県   34
岡山県  34
岡山県  34
岡山県  34
岡山県   34

5

2

1

8

1

4
1

1

1

3

1

2

2

1

1

1

1

1

1

2

1

7

4
3

13

1

1

2

１

３

３

１



製品名 樹種名 件数 時代 遺跡名 所在地 文献

橋脚の杭

橋脚の杭

橋脚の杭

柱穴内

柱根

柱根

柱根

柱根

柱根

柱根

柱根

柱根

柱根

柱根

柱根

柱根

柱根

柱根

柱根

柱根

柱根

柱根

柱根

柱根 ?

柱根

柱根

柱根

柱根

柱材

柱材

柱材

柱材

柱材

柱材

組み柱

梯子

梯子

梯子

梯子

梯子

梯子

梯子

梯子

梯子

梯子

梯子

梯子 (丸木 )

梯子 (板 )

梯子

梯子

梯子

板

板

板

クスノキ

モッコク

ヒサカキ

マツ

クヌギ

コナラ

マツ

マツ

ヒノキ ?

クリ

クヌギ

コナラ

カシ

ヤマグワ ?

ヤマグワ

サクラ

コウヤマキ

チシャノキ

スギ

シイ

クスノキ

コウヤマキ

クリ

モミ

アラカシ

クスノキ

ネズミサ シ

カヤ

カヤ

ヤマグワ

カツラ

タプノキ

タブノキ

シイノキ

ンイノキ

モミ

スギ

シイ ノキ

タブノキ

クスノキ

ヒノキ

サカキ

クスノキ

クリ

ヤマザクラ型

コナラ亜属

スダジイ

スダジイ

コナラ

カゴノキ属類似種

ツガ属

モミ

クスノキ

シイ ノキ

弥生後期

弥生後期

弥生後期

弥生中期～後期

弥生中期

弥生中期

弥生中期後葉

弥生中期

弥生中期後葉

弥生中期

弥生中期

弥生中期

弥生中期

弥生中期後葉

弥生中期

弥生中期

古墳

弥生後期

弥生中期～後期

弥生中期～後期

弥生中期

古墳前期

古墳前期

弥生中期

弥生中期中葉

弥生中期中葉

弥生中期中葉

古墳前半

弥生前期

弥生前期

弥生前期

弥生前期

弥生

弥生後期

弥生後期

弥生中期後半

古墳

弥生～古墳

弥生中期

弥生後期後半

古墳前期前半

弥生後期

弥生

古墳

古墳

古墳

弥生後期

弥生後期

古墳前半

弥生前期

弥生後期

弥生中期

弥生中期

弥生後期
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百間川原尾島遺跡

百間川原尾島遺跡

百間川原尾島遺跡

板付遺跡

瓜生堂遺跡

瓜生堂遺跡

若江北遺跡

若江北遺跡

若江北遺跡

若江北遺跡

若江北遺跡

若江北遺跡

若江北遺跡

若江北遺跡

若江北遺跡

若江北遺跡

松野遺跡

湯納遺跡

板付遺跡

板付遺跡

目久美遺跡

経向遺跡

纏向遺跡

瓜生堂遺跡

百問川今谷遺跡

百問川今谷遺跡

百間川今谷遺跡

百間川沢田遺跡

山賀遺跡

山賀遺跡

山賀遺跡

山賀遺跡

山賀遺跡

西岩 田遺跡

西岩 田遺跡

巨摩廃寺遺跡

桂見遺跡

原深町遺跡

若江北遺跡

拾六町ツイジ遺跡

西岩 田遺跡

西岩 田遺跡

池上遺跡

布留遺跡

布留遺跡

平城宮跡

池 ノ内遺跡

池 ノ内遺跡

百問川今谷遺跡

百間川原尾島遺跡

窪木遺跡

土生遺跡

土生遺跡

湯納遺跡

岡山県  34
岡山県   34
岡山県   34
福岡県  12
大阪府   21
大阪府   21
大阪府   22
大阪府   15
大阪府   22
大阪府   15
大阪府   15
大阪府   15
大阪府   15
大阪府   22
大阪府   15
大阪府   15
兵庫県  23
福岡県   5
福岡県   12
福岡県   12
鳥取県   17
奈良県   24
奈良県   24
大阪府   21
岡山県   31
岡山県   31
岡山県   31
岡山県   32
大阪府   25
大阪府   25
大阪府   25
大阪府   25
大阪府   25
大阪府   2
大阪府   2
大阪府   4
鳥取県   26
福岡県   18
大阪府   15
福岡県   8
大阪府   2
大阪府   2
大阪府   27
奈良県   28
奈良県   28
奈良県   6
鳥取県   17
鳥取県   17
岡山県   32
岡山県   34
岡山県  38
佐賀県   19
佐賀県   19
福岡県   5

1

1

1

1

2

1

1

2

1

1

1

15

1

1

2

3

6

1

1

1

1

2

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

3

1

1

1

1

1

1

2

3



製品名 樹種名 件数 時 代 遺跡名 所在地 文献

板

板

板

板

板 (ほぞ穴付 )

板 (ほぞ穴付 )

板 (ほぞ穴付 )

板 (ほぞ穴付 )

板材 (建 築部材 )

板材 (建 築部材 )

板材 (建築部材 )

板材 (建築部材 )

板材 (建築部材 )

板材

双孔板材 (椅子 ?)
その他の板材

扉

扉 ?

面取 りのある角材

≠事子L4反 本オ (建築部材)

有段柱材

有頭組み柱

有頭組み柱 ?

有頭扶入組み柱

枠板

狭 りのある角材

快入組み柱

快入組み柱 は架抑

扶入有頭組み柱

製品別樹種構成

柱材

スダジイ

クスノキ

イヌマキ

ヒノキ

イチイ

スギ

ヒノキ

コナラ亜属

マツ

スギ

コウヤマキ

ヒノキ

シイ ノキ

ツガ

ヒノキ

ヒノキ

ヒノキ

モミ

スギ

スギ

シイ ノキ

サカキ

シイ ノキ

カキ ノキ

ヒノキ

ヒノキ

シイ ノキ

シャシャンポ

シイ ノキ

弥生後期

弥生後期

古墳

古墳

古墳

古墳

古墳

古墳

弥生後期

弥生後期

弥生後期

弥生後期

弥生後期

古墳初頭

古墳初頭

古墳

弥生中期～古墳後期

弥生中期～古墳後期

古墳

弥生後期

古墳前期前半

弥生後期

古墳前期前半

弥生後期

古墳前期

古墳前期

弥生後期

弥生後期

弥生後期

湯納遺跡

湯納遺跡

平城宮跡

平城宮跡

平城宮跡

平城宮跡

平城宮跡

平城宮跡

西岩田遺跡

西岩田遺跡

西岩田遺跡

西岩田遺跡

西岩田遺跡

川入遺跡

百間川沢田遺跡

長越遺跡

和爾・森本遺跡

和爾・森本遺跡

長越遺跡

西岩田遺跡

西岩田遺跡

西岩田遺跡

西岩田遺跡

西岩田遺跡

経向遺跡

長越遺跡

西岩田遺跡

西岩田遺跡

西岩田遺跡

福岡県   5
福岡県   5
奈良県   6
奈良県   6
奈良県   6
奈良県   6
奈良県   6
奈良県   6
大阪府   2
大阪府   2
大阪府   2
大阪府   2
大阪府   2
岡山県   29
岡山県   32
兵庫県   1
奈良県   16
奈良県   16
兵庫県   1
大阪府   2
大阪府   2
大阪府   2
大阪府   2
大阪府   2
奈良県   24
兵庫県   1
大阪府   2
大阪府   2
大阪府   2

１

１

１

３

１

１

１０

４

1

2

1

1

1

1

1

1

3

1

1

1

1

2

1

1

1

1

4

1

1

樹 種 件教 樹 種 件荻 樹  種 件数 樹  種 件数

コナ ラ

モ ミ

カシ類

シイノキ

マツ類

サカキ

クヌギ

クスノキ

ヨウヤマキ

サクラ属

38

28

26

24

11

11

10

9

8

7

カヤ

タブノキ

ヒノキ

シャシャンボ

ヤマグワ

ク リ

スギ

スダジイ

バ リバ リノキ

ケヤキ

7

6

5

5

5

4

2

2

2

2

カキノキ

バクチノキ

ニガキ

トチノキ

ケンポナシ

イボタノキ

イヌマキ

シキ ミ

リョウブ

チシャノキ

２

　

１

　

１

　

１

　

１

　

１

　

１

　

１

　

１

　

１

ア ラカシ

ネズ ミサ シ

カツラ

ユ リキ

ヤブ ツバ キ

ヤナギ

フサザ クラ

ヤマ ウル シ

合  計 231
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樹 種 件数

マツ (二葉)
スダジイ
ンラカシ
ヨナラ属
ビワ属
アカメガシワ

ミズキ属
ッバキ

２

２

１

１

１

１

１

１

合 計 10

角材 丸太 垂木 板材

樹  種 件数

エ ノキ

モ ミ

ケヤキ

ヒノキ

スギ

1

1

1

1

1

合  計 5

製品不明の建築材 。構築材

樹 種 件数 樹 種 件数 樹  種 件数 樹  種 件数

シイノキ

クリ

スギ
モチノキ
モ ミ

ヨナ ラ

ユズ リ ハ

クスノキ

クサギ
サンゴジュ

２２

２０

１０

９

６

６

５

４

３

８

サカキ
ムクノキ

アカガシ

サクラ属
エノキ属
イ ヌマキ
ゴンズイ
マツ

サルグル ミ

カイ

３

２

２

２

２

１

１

１

１

１

ヤマ グ ワ

ヤブツバ キ

キ リ
ハ ンノキ

ヒサ カキ

ウラジ ロモ ミ

イチイガ シ

ヒノキ

スダ ジイ

カシ

フサザ クラ

シロダモ

マンサク

チシャノキ
エゴノキ
ツガ

合  計 つ
る

・柱材の樹種は、針葉樹としてモミ28点、マツ類 11,点、ヨウヤマキ 8′ミなどである。広葉樹としてコ

ナラが最も多く38点、カシ類26点、シイノキ24点、サカキ11点、クヌギ■′点、クスノキ 9点などで

重さに耐えうる重硬な樹種が使われている。

・板材の樹種は、堅さが中庸で木目が通直なため割裂性が大であり板を取るのに優れているヒノキの

利用が最も多く22点、次に同じ針葉樹であるスギ 6点、広葉樹ではシイノキ 4点、コナラ4点など

が使用されている。

・製品不明の建築材としては、広葉樹としてシイノキ22点、クリ20点 と圧倒的に多 く利用されてお

り、強度が高く、耐朽性もあるため構築材に適した樹種として使われている。
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樹 種 件数

ヨナ ラ

モ ミ

アラカシ

ケヤキ

ク リ

シノキ

６

１

１

１

１

１

合 計

樹 種 件数

ヒノキ

スギ

シイノキ
コナラ

クスノキ
モ ミ

モ ミ

カシ

スダジイ

イ ヌマキ

イチイガシ

マ ツ

コウヤマキ

ツガ

２２

６

４

４

３

２

２

１

１

１

１

１

１

１

合 計 50
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図版 38

整備竣工状況全景空中写真 (堀家純一氏撮影)
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2.整備竣工状況全景虫中写真 (堀家純一氏撮影)



図版39

1.整備竣工状況全景 (南西から)

2.整備竣工状況全景 (西から)



図版40

鶏

1,竪穴住居・貝塚復元状況空中写真 (堀家純一氏撮影)

2.竪穴住居・貝塚復元状況空中写真 (堀家純一氏撮影 )
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1.竪穴住居復元状況全景 (南西から)
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図版42

警辮 鞠

1.竪穴住居復元 外観 (南西から)

荘叫 |―・・

夢

2,竪穴住居復元 外観 (南東から)



図版43

1.竪穴住居復元 内部

2.竪穴住居復元 内部

3.竪穴住居復元 入口

部分 (南西から)



図版44
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図版45

1.貝塚復元状況近景 (北から)

2.溝 1・ 2復元状況全景空中写真 (堀家純―氏撮影)



図版46

1.史跡標柱・案内板設置状況 (北西から)

2.史跡標柱正面 3.史跡標柱左側面 4.史跡標柱裏面



図版47

1.史跡総合説明板

2.史跡公園総合案内板



図版48

2.貝塚説明板



図版49

1.堅穴住居説明板

3.樹木説明柱
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2.弥生上器説明板

5.樹木説明柱 6 樹木説明柱
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５
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